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【サービス上等！】





　それは雀すずめがさえずるより前にカラスがやかましく喚わめき立て、闇やみが青白んだ光に拭ぬぐわれていく――そんな朝方のこと。

　一軒家の建ち並ぶ住宅地の片隅に、その集団は現れた。

「ブラウン管の前の皆さん、おはようございます」

　黒のパンツスーツを決めた、下縁眼鏡めがねにおかっぱ頭の女が、マイクを片手にカメラに向きあっていた。それを取り囲むように照明係、音声、カンペを手にしたＡＤなどが道路のど真ん中を占拠している。

「いやーお久しぶりでございます。ワタクシ槍やりヶが岳たけ、謹慎処分からようやく解放されました。前回の企画で『第二世界』のとある生命体に報復するため外界人を監禁していたことが何な故ぜか罪に問われてしまい謹慎を余儀なくされていましたがとにかく解放されたわけデス。おねえさんがいない間、皆さんはいかがお過ごしでしたでしょうか？」

　女は左腕の腕時計に視線を落とし、

「さてさて現在は外世界の現地時刻にして午前四時三十七分。健全な高校男子ならばレム睡眠で淫いん夢むでも一発かましているところです。そのような早朝に私たちは何をしているのかというと、実は今回の企画がコレなのです」

　女は小声で、じゃじゃんと効果音を口にする。

「今週の《ザ・外界ウォッチング》はズバリ『外界人の日常を探ってみよう』、というわけで我々番組スタッフは外世界の某国某県某市某住宅地にやってまいりました。朝早いので小声でタイトルコール失礼します。……ちなみに私が黒ずくめなのは今回の企画が黒くろ子こ的な意味合いを持っているためです。今は無き某テレビ局の某リポーターとビジュアルがかぶっていると思ったそこのアナタ。大丈夫ですか？　当番組がオススメの病院をご紹介いたします。連絡ください」

　それではそれでは、と女は事務的な笑顔を浮かべ、

「突撃ドッキリどきゅんと行きましょうか」

　踵きびすを返して――住宅地の一角、とある仮設住宅に突入した。



　少年はタオルケットを蹴けり退のけて仰向けに寝ていた。

　半目になって「んごご」と寝息を立てる顔は何ど処こまでも醜い。Ｔシャツがめくれて裸になった腹を、右手が無意識にぼりぼりとかいている。ハーフパンツの股間部では少年の健勝さが窺うかがえる生理現象がせり立っていた。

　その枕まくら元もとに、彼らはいた。

　非常にシュールな光景である。四畳ほどのこぢんまりとした部屋に、爆睡する少年とそれを見下ろす撮影集団。少年の顔には照明が当てられ、その真上では音声マイクが少年の寝息を拾い、カメラがあられもない姿を完かん璧ぺきにフレームに収め、ＡＤはカンペを手に寝顔を無表情に見つめ、そして――

「……うひ」

　黒スーツの女がニヤけていた。

　女はこっそり小声で、じゃじゃん、と口にしてＡＤから立て札を受け取った。

　立て札にはポップな書体で、

『突撃！　隣の寝起きドッキリ』

　と記しるされてあった。

「うひ、うひひ」

　卑ひ猥わいな微笑を浮かべて女は立て札をＡＤに返し、マイクを少年の鼻面にぐいぐいと押しつけた。少年は「うーん……ダメ、ダメだってゆかり……それはまだ早いって……うへへ」としまりのない顔で寝言を呟つぶやいている。

　女は少年の耳元に顔を寄せ、そっと囁ささやいた。

「い・が・ら・し・さん♥」

　耳たぶに吹きかけられた吐息に、少年の身体からだがびくりと反応した。半分開いていた白目に意識の黒が灯ともり、ぼけーっとした眼まな差ざしで女の笑顔を見上げた。

「おはようございます」

「……」

　少年はぼんやりと視線を転じる。撮影スタッフたちが一斉に照れくさそうに手を上げた。寝起きでありながらも「あ……ぅ」と反射的に手を上げ返してしまう彼は、ちょっと気さくな庶民である。

「……」

　次に視界に飛び込んできたのはＡＤが掲げる『突撃！　隣の寝起きドッキリ』という立て札。ねほき……？　回らない口でその言葉を反はん芻すうする。

「……」

　そしてまた視界は一巡して女の笑顔に戻る。女はニコニコと囁ささやいた。

「新しい朝が来たですよ五十嵐いがらしさん」

「……――――おっ、おおおおおッ!?」ようやく少年は飛び起きた。「お、おま……ッ、何を……!?」

「うひひひひひ!!」

　奇声をあげて女は後方に飛び退のいた。少年がぱくぱくと口を開け閉めしている間にも、女を始めとする撮影スタッフは部屋から撤収していく。

「あられもない寝顔にブラウン管の前の奥様は大興奮でしたよー！」

「ちょ、待て――お前らァアッ」

　少年の声が追いかけてきた。

「俺おれの家を返せぇぇぇぇえええええええええ!!」

　　　＊

　ところ変わってここはとある県立高校。その正門前。

　巨大な校舎が朝日を浴びてピンク色に輝いている――のは、校舎自体がピンク色だからだ。そのあまりの派手さにご近所から「桃色学校」などと呼ばれ、そのことに校長が頭を悩ませているのだがそれはまた別の話。

　時間帯は午前八時を回ったところ。この辺りから生徒たちがぽつりぽつりと登校し始め、校長の悩みなど知らずに慣れた顔つきでピンク色の正門をくぐる。本日は夏休みの登校日であるためか、生徒たちはそれぞれ気けだるそうな顔をしていた。

　その校門前にて、

「はいストップです。そこのアナタ。はいそうです。ちょいとスカートが短すぎませんか？　ちょっとした公然猥わい褻せつ罪ざいです。男子赤面です。非常によろしい。今後も精しよう進じんしてください。――おっとそこのアナタ。はいそうです。ちょいと笑顔が卑ひ猥わいすぎませんか？　ちょっとしたセクシャルハラスメントです。女子訴訟です。非常によろしい。今後も精しよう進じんしてください」

　服装検査が行われていた。

　黒スーツの女が教きよう鞭べん片手に正門前に腕を組んで仁に王おう立だちしている。校門を通る生徒たちをひとりひとりなめ回すように監視し、目についた者を呼び止めて指導とも言えない指導を行っていた。その背後には明らかに怪しい撮影集団が屯たむろしており、ノータッチだった生徒たちは不審げな顔でその横を通り過ぎるのだった。

「……何してんスか槍やりヶが、じゃなくて豆まめ子こ先生」

　その謎なぞの女教師の前で立ち止まったのは、ある男子生徒。脱色されたボサボサ髪に、耳にはピアス。制服も着崩しているので全体的にチャラチャラした空気が窺うかがえる。

　男子生徒の後ろには、女子がひとり立っていた。大人しそうな娘である。

　女は満面の笑みを浮かべた。

「これはこれは藤ふじ森もりさん、お早い登校ですね。しかも女の子連れとは。自転車での登校はおやめになったのですか？」

「え？　ああ……この間の補習のとき、激チャリしたらチェーン外れてお釈しや迦かになっちゃったんスよ。徒歩で通学って未いまだに慣れないから、なかなか時間が合わせられなくて――ってそんなことはいいんですよ。何してんスかこんなところで」

「見てわからないですか。夏休みだからと羽目を外す生徒への牽けん制せい、服装検査です」

「……なんで豆子先生が？」

　その問いには女の背後にいたＡＤが立て札を掲げて答えた。男子生徒は立て札を呆ぼう然ぜんと読み上げる。

「とつげき……となりのふくそうけんさ？」

「ハイ。服装検査です」

　女がパチンと指を鳴らすと何ど処こからともなく現れたＡＤたちが（皆、ＯＴＶというロゴの入った帽子を目ま深ぶかにかぶっている）男子生徒を取り押さえた。「せ、先輩っ」と男子生徒の後ろで成り行きを見ていた女子がおろおろと悲鳴をあげた。

「え。え。え？　何スか、何が始まるんスか!?」

「服装検査です」

　おやりなさい、という一言で一斉にＡＤたちが動き出す。身動きの取れない男子生徒はされるがままに服を剥はぎ取とられていった。

「え、ちょ――いやん！」

「ピアスは校則違反です。没収いたします」

「それはわかりますけど――なんで服を脱がすんスか!?」

「ブラウン管の前の奥様は大興奮デス」

「いや、だからッ」

　しかし抗議の声は聞き届けてもらえず男子生徒は瞬またたく間まに全裸に剥むかれ地面に転がされてしまった。遠巻きに眺めていた女子生徒たちから黄色い悲鳴があがった。

「うわあああ見ないで！　みんな見ないで！　そこのゆずちゃんも顔を覆うフリして指の隙すき間まから興味津しん々しんに見ないで！」

「せめてもの慈悲でピアスは残しておきました」

「意味ないッス！　服っ、服を返してぇぇぇぇえええ」

　しかし抗議の声は聞き届けてもらえず男子生徒を放置したまま女たちは撤収を始めた。女は指先につまんだトランクスをカメラの前に掲げて「番組の最後に視聴者の方にプレゼントがございます」などとコメントしている。

「いやあああああああッ」

　爽そう快かいな朝に、男子生徒の悲鳴がこだました。

　　　＊

　都内の、とある会場。そこはたくさんの女子生徒で賑にぎわっていた。

　ざわざわと落ち着きなく騒ぐ少女たちが会場の玄関に入っていく。入り口には『全国高等学校文化連盟「音楽の部」』と書かれた立て看板があった。これからこの会場で少女たちの静かだが熱い戦いが繰り広げられる――

　のだが、その一角の木陰で、明らかに場違いなことが繰り広げられていた。

「お姉さま、あーんしてください」

「あらあら。そんなアナタには曲がったタイを直して差し上げてよ」

　芝生しばふの上に座り、お弁当を広げ、ふたりの女子が乳繰り合っていた。

　頬ほおを染めて大して曲がってもいないはずのタイを直されているのは下級生だろう。対し、淫いん靡びな指使いでタイを直して差し上げているのはおかっぱ頭に黒・下縁の眼鏡めがねをかけた、何な故ぜかタイが黒いという――

「……槍やりヶが岳たけさん？」

　呆ぼう然ぜんと女の名前を口にしたのは、ふたりの前で立ちすくんでいた女子生徒だった。彼女は真っ白なブラウスに赤いタイが映はえる制服を着ていた。

　黒タイの女は女子生徒を振り返り、ニコリと微笑ほほえんだ。

「これはこれは霧きり島しまさん。ごきげんよう」

「ご、ごきげんようです……」女子生徒は未いまだに状況を測りかねているようだった。「こ、ここで何を……？」

「見ての通りです。うら若き乙女のタイを直して差し上げているのですよ」

「い、いやですお姉さま……そこはタイではありません……」

「おほほほ。タイが曲がっていてよ？」

　真っ白になっている女子生徒の背後で、がさり、と物音が鳴った。びくりと振り返るとそこにはカメラや音声マイク、照明、カンペ（「もっともっと！」）などを構えた集団が整列していた。

「な、な……」

「お、お姉さま……人が見てます……」

「見られることでアナタは輝くのです」

「あぁ……ほ、本当ですか？」

「いやそれはただの痴女です」

　なんとかツッコミを入れる女子生徒に頷うなずき、黒タイの女は立ち上がった。

「満足したところで撤収です」

　と優雅に去っていく。その後ろを下級生が「あぁ、待ってくださいお姉さま！」と追いすがる。

「――あぁ、そうそう。言い忘れてました」くるりと女は振り返り、棒立ちする女子生徒に微笑ほほえみかけた。「霧きり島しまさん。大会の御武運を祈っております」

　そして今度こそ何ど処こかに行ってしまった。撮影集団を引き連れて。

「…………」

「曜よう子こ先輩、もうすぐ出番ですよー！」

　見やると、会場の入り口で女子生徒の後輩が彼女を呼んでいた。

　彼女は頷いた。

「今行きます、あひるさん」

　　　＊

　夜も更け、街が眠り始めるころ――

　とあるアパートのとあるユニットバスにとある撮影集団が飛び込んできた。

「突撃ッ！」先陣を切った黒スーツの女はシャワーカーテンを躊ちゆう躇ちよなく開け放つ。「隣のシャワールーム!!」

　そこにはバスタブに立ってシャワーを浴びる少女がいた。無論、全裸だ。

「――――へ」少女は唐突な集団の闖ちん入にゆうに目を丸くして硬直した。「え？」

「ヘイヘイゆかりちゃーん。カワイイおけつ、拝ませてもらうぜぇ」黒スーツの女は凶悪な口振りで全裸の少女にマイクを突きつけた。「全内世界に生まれたままの姿を放送されてる気分はどうだ？　どうなんや！」

「ちょ、え、は？」

　少女は悲鳴をあげるのも忘れて混乱している。慌ててタオルを探そうとするが用意してあったはずのタオルがない。よくよく見るとＡＤのひとりが見慣れたデザインのタオルを懐の中に仕舞い込んでいるところだった。

「――――ッ!?」少女の悲鳴がシャワーの音をかき消けした。「いやっ、何!?　何なんですかこれ!?」

　少女はとても描写できないようなハレンチな箇所を両腕で隠しながら逃げようとする――が、入り口は撮影スタッフにふさがれていて結局は隅っこに追いやられてしまう。彼女は泣きそうな顔で抗議した。

「と、止めてください！　カメラを止めてください！　こないだ会ったばかりなのに何しに来たんですかっ？」

「げへへぇ。逃げようとしても無む駄だだぁ。お前の大事な部分はモロ見えやぁ」

「な、何を言ってるんですか槍やりヶが岳たけさん!?」

「若い肌がシャワーの粒を弾はじいてるでー。ほんのりと上気した肌が艶なまめかしいでー」

「い、いやああああああ！」

「うっへっへ。安心しなぁ。モザイクはつけといてやるから」

「モザイクが必要になるような映像を撮らないでください！」

　鼻息を荒くする女リポーター。少女の裸体がカメラによって視姦される！

　少女はうずくまって泣き叫んだ。「も、もうお嫁に行けない！」

「安心してください。五十嵐いがらしさんがもらってくれます」



    

  
    
      



    

  
    
      　打って変わったような平静な口調で言い、女はカメラを振り返った。

「これくらいでサービスカットは十分でしょう」

「さ、サービスカット？」

　少女が訝いぶかしげに訊きき返すが女は聞いていない。満面の営業スマイルで、

「はてさて女体やら男体やらで視聴者の心はグッと掴つかんだところで――」

「つ、掴みのためにこんなことしたんですか!?　ちょ、だからカメラ止めてくださいよ！」

「本編にぶっ込んでいきたいと思いますッ!!」

　女は三本の指を立て、

「現在は八月――前回のジューンブライド企画から二ヶ月近くが経過しましたが、その間の謹慎中に私が黙って部屋にニートしていると思ったら大間違いです！　ネタはたんまり仕込んでおきました！　全然謹慎してないジャンとかいうアナタはゴー・トゥ・ホスピタル！　今回はその二ヶ月の間――七、八月にまたがって起きた外世界での出来事をご紹介いたしましょう！　豪華三本立て、とくとご覧ください!!」

「か、カメラを止めてくださいったら！」

「『エトセトラ特別企画《夏休みだよ！　豪華三本立てスペシャル》』、それではスタートです！　司会はこのワタクシ槍やりヶが岳たけがよろしくＤＥＡＴＨ!!」

　少女の悲鳴がこだまする。

「なんで今回の私、こればっかりなんですかー!?」



　カメラ、一時ブラックアウト。



    

  
    
      



    

  
    
      


【ロンリネス上等！】



　　　１



　突然のお便り、ごめんなさい。

　……いきなりごめんなさいと言われてもそちらは困るだけだと思うのですが、でもやっぱりごめんなさいです。この手紙を読んでいる今、多分あなたは戸惑っていると思います。ひょっとしたらあまりに気味が悪いので封も切らずに捨ててしまっているかもしれない。それも覚悟の上です。けれどもしも今、手紙を読んでいただけてるのなら、少しだけぼくの話に付き合ってもらえないでしょうか。

　ぼくとあなたは面識のない、全くの赤の他人です。ぼくはあなたがどんな人なのか知らないし、あなたもぼくがどんな人なのか知らないはずです。

　失礼は承知の上で申し上げるのですが、ここでぼくの素性は一切明かさないつもりです。実際ぼくの名前や住所の類たぐいは封筒の方にも書いていません。カンチガイしないでほしいのは、これが不幸の手紙だとかこれを読んだらあなたに良くないことが起こるだとか、そういうことは決してないということです。ぼくは不特定の人に呪のろいの言葉や罵声を浴びせるような悪趣味なことを好まない。だからそれだけは安心してください。

　ぼくはただ、顔さえも知らない誰だれか、にぼくの話を聞いてほしい。それだけなのです。



　柔らかな風がそよそよと前髪を揺らして、曜よう子こは顔を上げた。木漏れ日が瞼まぶたの中に飛び込み、ふっと視界を失う。目を細め、ぼんやり視界の輪郭が戻るのを待った。

　緑が曜子を取り巻いていた。人の手が加えられていない草花の群れ。頭上をまばらに覆う背の高い木々。真昼の直射日光はちょっと肌に厳しいので、曜子は木の下に避難し、スカートが汚れないようにと芝生しばふの上にハンカチを敷いて座っていた。木々の葉の隙すき間まを日差しがくぐり抜け、きらきらと曜子の身体からだに光の粒子が落ちている。

　濃い緑や薄い緑、白い光、木々の落とす影、土の色。そのたくさんの色たちはそよぐ風に斜めに傾かしぎ、すると曜子もなんとなく身体を傾けてしまう。変な癖だなぁ、と思いつつもやっぱり身体はほんの少し倒れる。右に左に、交互に。右に、左に、みぎに、ひだりに。

　そんなふうにあまり知り合いには見られたくない、緩慢な振り子運動を気の済むまで繰り返してから、曜子は改めて手元を見下ろした。

　白い便びん箋せんと、茶封筒。

「……何なんだろコレ」

　ぺろん、と便びん箋せんをひっくり返してみてもそこに何があるわけでもない。その便箋が入っていた茶封筒には曜よう子こ宛の郵便番号と住所が、お世辞にもキレイとは言いがたい字で記しるされ、八〇円切手の上から消印が押されている。しかし肝心の差出人の住所や名前らしきものは一切書かれていなかった。封筒にも、もちろん中身の便箋にも。

　うーん、ともう一度ざっと文字を追ってみた。封筒の方にあった宛あて名なは乱暴に書き殴られた感があって読みづらいのだけど、便箋の方の――本文の文字は別人が書いたのかと思うほどとても丁寧でキレイなものだった。字のトメ、ハネから差出人の実直さや人柄が窺うかがえる、のだけれど、しかし内容に関してはやはり不親切極まりない。何度読み返しても要領を得ない。結局この人は何が言いたいんだろう？

　この奇妙な手紙が届いたのは、今朝方のことだった。

　霧きり島しま家に届く手紙はいつも家政婦の人が家族ごとに仕分けてくれる。いつもだったら気になる手紙はその場で確認する曜子なのだが、不覚にも今朝は寝坊をしてしまった。時間がなかったので帰ってから中身を吟味しようと思ったのだけど、「宛先だけが書かれた茶封筒」というのが気になってこうして出先まで持ってきたのだった。昼休憩に入り、ようやく封を開けられたと思ったら冒頭のような内容で首を捻ひねったというわけだ。

『ぼく』という人物は話を聞いてほしい、ということだけど。それはつまり手紙を読んでほしい、とそのまま解釈してもいいのかな。曜子はまた首を傾かしげる。ついでに風に揺られて振り子運動、右、左、みぎ、ひだり。

　手紙にはまだ続きがある。曜子が読んでいたのは二枚あるうちの一枚目。とりあえず全部読んでから改めて考えてみようと二枚目の便箋を手に取る。と。

「ぶちょー。どこですかー？」

　木々の向こうで、後輩の女の子がきょろきょろと林の中を見回していた。

　ここです、と心持ち大きな声で答え、便箋を封筒に戻してスカートのポケットに入れる。ハンカチを手に立ち上がったとき、ふわっと風が下から吹き上げた。襟足ロングの長髪が波打つように揺れる。曜子は気持ちよさそうに目を細めて髪を手で押さえた。

　曜子を見つけた後輩は、呆れたような顔で言った。

「部長、また光合成ですか」

「日光浴と言ってください」曜子は不満げに口を尖らせ、それから腕時計を見やった。「もうそんな時間でしたか？」

　休憩の時間はまだあったはずだけど。

「いえ、ちょっと部長にお客さんが」

「あたしにお客さん？」

「はい」後輩は頷うなずき、「なんと入部を希望している一年生が」

　　　＊

　自然の草木が生い茂る広大な敷地。夏のど真ん中にある学園は緑に映はえ、生徒たちもそれに合わせて淡紅色のブレザーを脱ぎ捨て、上は真っ白なブラウスに赤いタイと装いを変えている。えんじ色のスカートは見た目こそそのままだが生地の薄い夏仕様である。

　時は七月中旬。

　私立百合百合学園は、夏休みを迎えていた。

　全国のほとんどの高校が七月の下旬に学期の終業を迎えるのに対し、学園高等部は七月の上旬に終業式が執り行われる。八月に行われる高文連の全国大会に備え、普通であれば一学期の最後にある学期末テストが二学期の頭にシフトされているためだ。学園では体育会系の部活動よりも文化系のそれの方が優遇されている。もちろん体育会系の部活動が冷遇されているわけではないが、部員数は文化系が圧倒的に多い。故ゆえに高文連による大会成績のネームバリューは、学園において評価が高いのである。

　と、そんなわけで。

　霧きり島しま曜よう子この所属する琴部は、来る高文連に向けて練習に励んでいた。

　特に例年の大会成績の輝かしいこの部は、高等部専用の体育館を借り切り、何十人もの部員たちが熱心に十三弦の楽器をつま弾びいている。ゴザを敷き、その上に低い琴きん台だいで箏ことを立てて正座で演奏をする者もいれば、箏を立りつ奏そう台だいに載せて椅い子すに腰掛けて演奏する者もいる。それぞれ真剣に個人練習にふけり、体育館にはどこか張り詰めたような空気が漂っていた。

　その最中――

「日向ひなたあひると申します！」緊張感の欠片かけらもない、元気いっぱいの声でその少女は言った。「所属は高等部の一年生です！　初心者なのでいろいろとご迷惑をおかけしますが、どうぞよろしくお願いします！」

　がばり、とほぼ九十度に頭を下げられる。まるで体育会系のようなノリに曜子はちょっぴり及び腰になった。

　入部希望者だという日向あひるは、なんというかパワーに溢あふれた少女だった。背は曜子よりも少し低いくらい。動作がきびきびとしていて、動く度にショートボブの黒髪が忙せわしなく揺れる。化粧っ気のない素のままの笑顔で快活に喋しやべるところは好感が持てるが、あまり曜子の傍そばにはいないタイプなので気き後おくれしてしまう。

「こ、こちらこそよろしくお願いします。あたしは高等部三年生の霧島曜子です。琴部の部長を務め――」

「存じております！」がばり、と頭を下げたのと同じくらいの勢いで日向あひるは頭を跳ね上げ、びしっと敬礼した。「こうしてお会いすることができて本当に光栄です！」

　個人練習に集中していた部員たちが、あひるの大声にしかめっ面で顔を上げる。曜子はあせあせとあひるの背中を押して体育館の隅の方に導いた。

　こうした、あひるがしたような反応は、実は珍しくない。曜よう子こは琴の演奏者として学園内だけでなくその外でも広く名前が知られていた。本人はさほど大きなアピールはしていないつもりなのだが、反して彼女の才能に注目する声は多い。学内で開かれる演奏会では外部からの観客も多く、ソロによるオファーも数多ある。人当たりのいい性格も手伝ってか特に後輩を中心に慕われ、ミス百合百合学園として選ばれたこともある。何やらファンクラブを作るという動きもあったようだが、それはさすがに勘弁してほしいと曜子自身が止めた。

　というわけでこうした反応は珍しくない。ないのだが。

　――慣れない、んだよなぁ。

　あひるの背中を押しながら、そっとため息をつく。真まっ直すぐすぎるくらいに向けられる好意を、曜子は素直に受け止めることができない。多分それは自分のことを尊敬されるに足り得る人間だと思っていないからだ。

　才能や技術で人は計れない。曜子はそう思う。有言でも不言でもかまわない、結果が思うように出せなくてもいい。とにかく自分で考えそれを実行に移せているか。尊敬に値するとはそういうことなのだと思う。例えばそう――古こ都とゆかりのような人。

　だから自分は誰だれかに敬われるような人間ではない。簡単なことにもうじうじ悩んで、踏み出せなくて、どっちつかずで、優柔不断で、道は決まっているのに、それしかないのに……いつまでも選ぶことができない。筋の通った信念も持ち合わせていない。



    

  
    
      



    

  
    
      　こんなふうに好意を向けられるのは、戸惑いを通り越して苦手でもある。あたしはそんな大層な人間じゃないと、いたたまれなくなってしまうから。

「先輩、何ど処こまで行くんですか？」

　気付くと、危うく入部希望者を体育館の隅っこにぐいぐいと押し込めるワケのわからない先輩になるところだった。曜よう子こはぱっと手を離して誤ご魔ま化かすように笑った。ちょ、ちょっと待っててねっ、と逃げるように自分の楽器を取りに行く。手伝います！とあひるが追いかけてきた。隅っこに移動した意味がなくなった。

　そんなこんなでふたりで楽器をセッティングした。体育倉庫から引っ張ってきたホワイトボードの前に立ち、曜子はごほんと喉のどを鳴らす。「それでは実際の演奏の前に、まず琴部というのが便宜上の名前であることを説明いたします」

　あひるは首を傾かしげた。「琴は弾ひかないんですか？」

　だとしたら琴部とはいかに。曜子は苦笑して、

「もちろん弾きますよ。あたしが言ったのは、正しい名称ではないという意味です」ホワイトボードに『筝』と記しるし、「本来はこうして『筝そう』と書いて『こと』と読ませるのが正しいのです。つまり正式名称は箏こと部、もしくは箏そう曲きよく部と言います。琴部という名称を用いているのは見る人がイメージしやすいようにするため。箏部と書かれてもわかる人は少ないでしょう？　あたしたちの部は初心者の方も歓迎していますから」

　なるほど、と頷うなずくあひる。

「それでは早速、楽器に触れてみましょうか」

　曜子は準備した箏の前にあひるを招き、ゴザの上に座らせた。曜子はその正面に回る。

　そこでふと、あひるが不安そうに訊たずねてきた。

「あの、よろしいんですか？　確か来月には高文連……全国大会ですよね。霧きり島しま先輩は練習しなくてもよろしいんですか？　私の指導なんてしてる場合じゃ」

　あひるが言うのももっともで、現在はすでに七月の中旬。しかも部長である霧島曜子は高等部の三年生。だから来月の高文連が高校生活最後の大会になるのだが。

「大丈夫です。家で練習してますから」曜子はにっこりと笑った。「部活には全体練習のために来ているので、個人練習の間はわりと暇なんですよ」

　その余裕を私たちにも分けてください！　近くでふたりの会話を聞いていた部員たちの心の声に、残念ながら部長は気付かない。

　あれに比べたら、全然――と曜子は胸中で独りごちた。

　あのバレンタインの爆弾に比べたら高文連なんてなんでもない。手を抜くということでは決してないが、バレンタインの騒動以来、大会やコンサートの類たぐいで緊張することはなくなったと思う。仕掛けられた爆弾を爆発させないために、人々の命を救うために箏を弾く――そんなシチュエーションで培われた『気合』と『根性』は、きっと誰だれにも真ま似ねできない。

「それでは練習に入りましょうか」

「はいっ」

　威勢のいい返事に、曜よう子こは微笑ほほえむ。「まずは基本的な姿勢と構え方から。調弦のやり方はまた明日にしましょう。今日は弦に触れて馴な染じむことから」

「ちょうげん？」

「チューニング――よく演奏の前にブラスバンドなどが音合わせをするでしょう？　箏ことは弦の下に柱じを立てて音を調整します。こんなふうに」箏には全部で十三本の弦が張られている。曜子はその内六、七弦の下に三角の形をした柱を立て、弦を弾はじいて音を聴き取りながらその位置を調節していった。「はい、完了です」

　あひるが目を丸くした。「も、もうですか？」

「？　ええ。今日はこのふたつの弦しか使いませんから。本当は十三弦すべてに柱を立てるのでもうちょっとかかりますよ。もちろん調弦用のチューナーがありますから日向ひなたさんはそれを使ってくださいね」

「は、はぁ……」

　箏の調律をチューナーなしでできるのは部内であなただけです！――部員、心の声２。

　楽器に向かって座る位置、膝ひざの向き、角かく爪づめと丸まる爪づめの違い、右手による弦の弾き方、左手の位置などなど基礎的なことをひと通り教えてから、曜子はしばらくあひるをひとりにして弦に指を馴染ませるよう指示した。六、七弦はそれぞれソとラの音を奏でるように調弦したので、まずはその感触を覚えてもらうこと――できるだけ正確に音が出せるようにするための個人練習である。

　あひるは恐る恐る弦に触れ、弾はじいてみた。不安定な振動音が心もとなく響く。むぅ……あひるは唇を尖らせ（それこそアヒルのように）、何度もチャレンジを繰り返した。不意にきれいな音が弾はじき出されると目を丸くし、じわじわと頬ほおに赤みが差して「ふわ、わわ」と落ち着きなくきょろきょろと周りを見回したりする。誰にも気付かれていないと知るとちょっとがっかりな顔をして、再度弦を弾く。しかしいい音が出ない。あひるはまたアヒル口になった。

　ここはこう弾ひく方がいいですよ、と各部員に教えて回っていた曜子は、視界の端にあひるの様子を捉とらえて微笑む。懐なつかしい。曜子も習い始めはあんな感じだった。箏は正確な音を出すのが難しい。故ゆえに、空気が冴さえ渡わたるほどのきれいな音が出せたときは本当に嬉うれしい。そんな初うい々ういしさを思い出すとどうしても頬が緩むのだった。

「霧きり島しまさん。ちょっといいかしら」

　振り返ると顧問の先生が体育館の入り口から手招きしていた。

　なんですか、と駆け寄った曜よう子こに、顧問はニコニコ顔で言った。

「留学の件、考えてくれた？」

　あひるのお陰でふわふわと和なごんでいた気持ちが、一気に落ち込んだ。表情が曇るのを隠せず、返答にも窮きゆうしてしまう。曜子の反応に顧問は意外そうな顔をした。

「あなたには悪くない話だと思うけれど。留学先はとても理想的な環境よ」

「そうなのですが……まだいろいろと、その、思うところがあって」

「そう。まだ焦る時期ではないし、ゆっくり考えてちょうだい。できれば前向きにね」

「はい。ありがとうございます」

　頭を下げながら、曜子はこっそりと嘆息した。

　曜子の夢は箏ことの演奏で世界を回ること。プロの演奏者として活動すること。

　自分の実力は顧問の先生も評価してくれていて、だからその本場である中国への留学を勧めていた。今すぐではなく卒業後の進路として。箏という楽器が主流である国で学ぶことはとても大きな経験になるし、そのデビューの門戸も競争は激しいけれど日本よりは開かれている。本気で箏のことを考えているならば、かの地への留学はとても魅力的な話なのだと、曜子も理解している。

　迷うべきことじゃない。でも曜子は迷っている。

　――あたしは誰だれかに尊敬されるような、できた人間じゃない。

　好きな人と離れたくないから留学したくないなんて、そんな自分はくだらないと思う。

　　　＊

　ぼくはひとりです。

　クラスに弾はじかれ、恋人と別れ、不登校をし、家に閉じこもっています。

　この手紙を読んでいるあなたがどのような人なのかはわかりませんが、こんなぼくはきっと暗い人間だと思われるでしょう。これから伝えようとする内容も、こうした暗い事柄です。

　ひとりは苦しいです。とても苦しいですけど、助けてくれとは当然言いません。ぼくがあなたに望むのはただ話を聞いてもらうこと、それだけです。

　友達にグチをこぼして気休め程度にもスッキリした、という経験はありませんか？　あなたに話を聞いてほしいというのは、そういった類たぐいのものだと思ってください。ぼくはぼくを知らない人に話を聞いてもらって、スッキリしたいのです。ネット上で公開することも考えたのですが、不特定多数の人にこのことをさらすのはどうしてもできませんでした。きっと誰かひとりはぼくを攻撃してくると思うから。だからこうして手紙をしたためています。

　返事をもらえなくてもいい。ただ話を聞いてほしい。こちらの住所を記載しなかったことが、その証明になると思います。あなたの名前と住所は電話帳から無作為に選んで調べたものです。もしもご迷惑でなければ――いえ、迷惑に決まっています。それでもほんの気まぐれ、もしくはちょっとした暇つぶし程度にも思っていただけるなら……これからも手紙を送らせてもらえないでしょうか。

　一方的に押し付けることはしたくない。お嫌であればこのまま無視してください。でももしもこれからもぼくの手紙を読んでくれるというなら、大変お手数ですがその了解の《印》がほしいです。そうすれば誰だれかに読まれている、話を聞いてもらえているという実感も得られると思うから。

　　　＊

　部活の帰り、曜よう子こはある駅で迎えの車を停とめさせ、駅前にあったオブジェに手持ちのハンカチを縛りつけた。

　平日の夕方、この駅前ではテレビ局がニュースの中継を行っている。ハンカチを括くくりつけられたオブジェはリポーターの背景としてカメラに収まり、放送される。そして毎日番組をチェックしているという差出人の目に留まる。それが了解の《印》。

　視線を転じるとテレビ局がカメラのセットを行っている。《印》をつけた曜子はしばらくその様子を眺めていたが、やがて車に戻っていった。

　相変わらず手紙の意図はさっぱりだ。話を聞いてほしいだけ、となるべくソフトになるように表現に気を遣っていたが、それでもぶしつけな内容であることには変わりなかった。面識のない人にいきなり話し相手になってくださいと言われても正直困る。

　それでもこうして《印》をつけたのには……きっと深い意味なんてない。ひとりぼっちの誰かの心を、手紙を受け取るだけで緩和できるのなら付き合ってもいいかなと思った。特にこれといったもののない、あえて言うならば軽い情け心のようなもの。

　手紙にあったような、ほんの気まぐれだった。



　　　２



《印》をつけてから三日後、差出人不明の手紙が再び曜子の元に届いた。前回も思ったことだが封筒と便びん箋せんの筆跡が明らかに違う。それに電話帳に載っているのは家主の名前で、だとしたら曜子宛に直接届くのも矛盾した話だった。

「《印》拝見いたしました。本当にありがとうございます」

　手紙はそうやって始まり、そんな前置きもそこそこにしてすぐに本題へと入っていた。



　ぼくには好きな人がいました。

　彼女はいつも元気でくるくると表情を変える、とても素敵な女性でした。誰よりも存在感があり、誰よりも輝いていました。ぼくは一言挨あい拶さつを交わせるだけで一日ずっと幸せになれたし、逆に一言も話せなかった日はひどくヘコみました。席替えで隣の席になれたときなんて幸せすぎて泡吹いて倒れるかと思った。

　なんでこんなに好きなのか、ぼくには説明できません。ひとめぼれとも違うと思います。それは横をすれ違ったときに感じたシャンプーの香りだったり、授業中の黒板を見つめる真剣な眼まな差ざしだったり、ころころと笑う声だったり、ぼくが落とした消しゴムをなんでもないように拾ってくれたことだったり、窓際で気持ち良さそうに風を受けている様子だったり。そういう細かなひとつひとつが、ぼくをこんな気持ちにさせたのだと思います。

　だから告白した日のことを、ぼくは一生忘れられない。

　ある日ぼくは彼女を放課後の教室に呼び出しました。彼女は何な故ぜ呼び出されたのか全く見当もつかなかったらしく、無邪気にどうしたのと首を傾かしげていました。あぁ、察してくださいよ。ぼくはひとりで汗だくで、声どころか脚もがくがくと震え、毎晩部屋でノートに書き出して考えていた前置きのセリフもつかえまくり、しまいには思い切り舌を噛かんで「あなっ、ああななたふあののこふおととがが好すきひでですふ」と信じられないくらい間抜けな告白を果たしたのです。あのときのカッコ悪さは今思い出してももだえ死ぬことができる。

　あまりに拙つたない告白だったためか、彼女にはいまいち伝わりませんでした。彼女は辛かろうじて「好き」という言葉は聞き取ってくれましたが、それを恋愛の意味でなく単なる友好の意味で捉とらえていて、ぼくがしどろもどろにそうではないことを説明して（説明しながら恥死するところでした。そんな言葉は存在しませんが、なんとなく語感で察してください）、ようやっと理解してくれました。

　彼女は本当に戸惑いを隠せない様子でした。「うそ」と一言呟つぶやき、ぼくが「うそじゃない」と答えると今度は「どっきりでしょ」と呟き、ぼくが「どっきりじゃない」と答えるついでに「本気で好きなんだ。ひとりの女性として」と今度は噛まずに告白すると、ついに真っ赤になって「あ、い、う」とあ行を呟いてうつむいてしまいました。えとおは呟かなかったと思います。

　すぐには返事を出せない、考える時間がほしい。そう言われました。

　三日間、返事待ちが続きました。その間ぼくはずっとどきどきしていて、それは時折呼吸を整えなければいけないほどの激しいものでした。勉強には手がつかず、ご飯も喉のどを通らず、よく何もないところで転びました。同じ教室にいるのですからふとすると彼女と目が合ってしまい、その度にぼくは身体からだごと視線をそらすのでした。

　告白から三日後、返答をもらいました。告白のときと同じ放課後の教室で、彼女は一生懸命答えてくれました。一語一句思い出せます。

「自分には経験がなくてそういうのはよくわからないけど」「あなたの気持ちはものすごく嬉うれしくて」「恋人になれるかどうかまではまだ何とも言えないけど」「少しずつならそんな関係に近付けるかもしれない」「その努力をあなたと一緒にしてみたいと思う――」

　その日から、ぼくと彼女は手をつないで帰るようになりました。

　　　＊

　振動音の余韻が、長く尾を引いていく。

「で、できた」

　最後の一音を弾はじいた手は高々と上げられ、その人差し指も雄々しく天井を指している。箏ことの前にひざまずき右腕を掲げたあひるは、興奮のあまりぷるぷると震えた。

「ミスしないで弾ひけた……っ」

　箏を挟んで向かい合っていた曜よう子こは、ぱちぱちと手を叩たたいた。

「うん。見事な『たこたこあがれ』でした」

「ほ、本当ですか」

「ええ。とてもきれいな音ね色いろでしたよ」

「……もう、この世に思い残すことはありません」

　あひるは儚はかなげにフッと笑い、腕を上げたままぱたりと横に倒れた。

「え。あ、あひるさん――!?」

　そんなショートコントはさておき、今日もまた琴部は高文連に向けての練習中である。レギュラー陣の全体練習をひと通り終え、今は個人練習の時間。相も変わらずそれぞれのパート練習に死に物狂いな部員たちの中で、曜子はマイペースにあひるの指導に当たっていた。

　あひるは自力で身体からだを起こし、しかしぐったりと肩の力を抜いた。

「リピートしてます……頭の中でずっと『たこたこあがれ』がリピートしています……」

　最初の課題曲としてあひるに与えられたのはこの『たこたこあがれ』。八小節の二音しかない、初心者向けの練習曲である。あひるはここ数日の個人練習をすべてこの練習曲に費やし、つい今しがた初めてノーミスで弾き切ることに成功したのだった。

「ふふふ……これからは『たこたこあがれ』マスターと呼んでください」

「マスター。次の課題曲です」

「いやーっ」

　頭を抱えるあひるに、曜子はくすくすと笑った。

　日向ひなたあひるは気持ちのいいくらいに感情表現のはっきりとした少女だった。上う手まく弾けないときはアヒル口の仏ぶつ頂ちよう面づらになり、上手く弾けたときは手を叩いて大喜びする。決して手先が器用なタイプではないけれど、そのぶん努力することを知っている。出会ってまだ数日だが、曜子はあひるとの時間を楽しむようになっていた。

「じゃあマスターの成功を祝して、休憩にしましょう」

　わーい、とあひるは両手を上げ、そのまま「ん！」と大きく伸びをした。ぽきぽきと背骨の鳴る音が聞こえてきそうだ。その様子を微笑ほほえましく眺めながら、曜子は言った。

「それにしても本当によく頑張りましたね。もっと時間をかけて教えるつもりだったのに」

「えへへ。私、根性だけが取とり柄えなんです」

　曜よう子こは思わずにんまりと笑ってしまう。根性と気合はとりわけ好きな言葉だ。

「あひるさんはどうしてこのような時期に入部を？」

　特に返答に困るような質問ではなかったと思う。この気のいい後輩のことをもっとよく知りたくて、だから何気なく口にした問い。ただの世間話とも言う。

　なのにあひるは、不意打ちをくらったように表情を強こわ張ばらせた。

　ほんの一瞬の出来事。曜子が瞬まばたきをしたときには、その顔は元の柔らかい表情に戻っていた。

「曜子先輩の演奏を聴いたんです」

「あたしの？」

「はい。今年の二月に他校との交流会があったんですよね？　そのとき曜子先輩たちが演奏したテープが残っていて、それをつい最近に聴いたのです。とても感動して、私もあんなふうに演奏できたらいいなと思って。いや無理なのはわかってるんですけど」

「……そんなことはないですよ」

　言いながら、曜子は若干の困惑を覚えていた。

　今のは、何？

「箏ことの音ね色いろって、胸に染みますよね」手前の弦を軽く弾はじきながら、あひるは言った。「心に染み渡って、すごく落ち着いた気持ちになります。弾ひいている間はとても必死なんですけど、時々そんなふうに感じるときがあります」

　気のせいだったのかもしれない。曜子は思った。あひるは穏やかな顔つきで箏に触れている。そこに緊張はない。何事もなかったように笑っている。

「ところで時間、大丈夫なんですか？　予定があるから早退するってミーティングのときおっしゃってましたけど」

　え、と腕時計を見やり、曜子は慌てて立ち上がった。「いけない！」

「どなたかと約束ですか？」

「はい。とても大切な方との約束です」

　なので遅刻は厳禁だ。あひるに次の練習曲の楽譜を渡し（う。という顔をされたが問答無用）、急いで帰る準備をする。

　行ってらっしゃい！というあひるの元気な声に送られた曜子は、けれど体育館の入り口辺りで別の部員に呼び止められた。

「先輩。ちょっとよろしいですか」

「あ、はい」

　呼び止めたのはこの春に入部したばかりの一年生だった。彼女は高文連には出られないが、夏休みもこうして部活に参加している熱心な部員だ。曜子にもよく質問をしに来る――

「あの、日向ひなたさんはあんまり相手にしない方がいいと思います」

「え」

　あまりに予想外の言葉だったので、曜よう子こは困惑した。

　一年生部員は歯切れが悪そうに続ける。「私は別のクラスだから詳しくは存じ上げていませんが。なんでも彼女、学校に来てないらしいですよ」

「学校に……来ていない？」

「理由は知りませんけど、なんだかクラスでイジメられていたようで。最近まで不登校だったはずです」

　あひるがイジメられていて、不登校。あの明るい少女からそのような発想はとてもできなかった。「……それが、何か？」

「おかしいと思いませんか。学校に来てさえいないのに、こんな時期に入部なんて」

　曜子の脳裏を、あひるの強こわ張ばった表情がかすめる。やっぱり気のせいじゃなかったの？

「絶対何か理由があるんですよ。例えば……クラスでイジメられていたから、代わりに部活で友達を作ろうとして」

「そういうの、やめましょう」

　一年生部員は口を噤つぐんだ。

　曜子は首を横に振った。「そういう悲しい言い方はやめましょう。どんな理由にしろあひるさんはあたしたちの部に入ってきたんです。今はもう同じ部の仲間なんですよ」

「……」

「あなたは本当に真面目まじめな部員ですから。大切な部活に遊び感覚や別の目的を持ち込んでほしくない、多分そういう気持ちで言ったことなんだと思います。でもあたしの目から見てもあひるさんはとても真剣に練習していますよ。あなたに負けないくらい、とても熱心に。問題なんてあるようには見えません。だから噂うわさで人を評価するのはやめましょう。ね」

　不満そうな顔をしていたが、一年生部員は渋々頷うなずいて個人練習に戻っていった。

　イジメ、かぁ。曜子は遠目にあひるの様子を振り返った。あひるは楽譜と睨にらめっこしてうんうんと唸うなっている。彼女がイジメられていたなんて、とてもそんなふうには見えないけど。一応気にかけておいた方がいいかもしれない。

　――そういえば《ぼく》も。

　例の手紙の差出人も、何やら孤立しているというようなことを書いていた気がする。彼もまたクラスから弾はじかれている、と。

　なんでそんな悲しいことするんだろうと、曜子は不思議に思う。そんなことをしても誰だれも喜ばないのに。誰も幸せになれないのに。悲しいだけなのに。

　――なんとかならないのかな……あひるさんも《ぼく》も。

　あたしにできることって、あるのかな。

　そこではっと思い出した。

「約束！」

　曜よう子こは慌てて体育館を飛び出した。

　　　＊

　思った以上に時間を食ってしまったので、支度は待ち合わせ場所に向かう車の中で済ませることにした。後部座席と運転席との間を備え付けのカーテンで仕切り、制服を脱いで日焼け止めを塗ってから、スポーツバッグに詰め込んであった私服に手早く着替える。膝ひざ丈たけのスカートに、黒と白のモノトーンのキャミソール。ローファーを白いパンプスに履き替える。手鏡相手に髪の乱れを整え、ほんの少しだけ化粧を施した。――概おおむね良し。本当はシャワーを浴びて汗を流しておきたかったが、残念ながらその時間はない。

　目的地まであともうちょっと、というところで車は渋滞に引っかかってしまった。徒歩の方が早いと判断してそこで運転手に礼を述べて下車した。クーラーのきいていた車内とは違い、外は湿った日差しに満ちていた。足元のアスファルトはこれでもかと熱をたらふくこさえ、立っているだけでじっとりと肌が汗ばんでいく。さすがに走って汗だくになるほどの気合はないが、せめて早歩きで街中を行く。

　街はたくさんの人で賑にぎわっていた。親子連れや若者の群れ、杖つえをついた老人、学生服の集団――数え切れない人々の合間を縫って、曜子は焦り気味に歩いた。このままだと約束の時間に遅れてしまう。こういうときに限って客引きや街頭アンケートに足止めをくらい、イライラしつつも律りち儀ぎに小さく頭を下げて通り越していった。

「お願いしまーす」

　進路をふさぐように目の前にティッシュが差し出された。メーカーのロゴ入りの半はん袖そでシャツを着た女性がカゴを片手にティッシュを配っている。曜子は反射的に頭を下げて――

「ぇっ!?」

　思わず足を止めた。うつむきがちに歩いていなかったら、きっと気付かずに蹴け飛とばしてしまっていたかもしれない。

　足元に変なのがいた。

　変な――ぬいぐるみが、立っていた。

　背の高さは曜子の膝ほど。サッカーボールくらいの大きさの頭部。それを支えているのはやたらスマートですっきりとした胴体と四肢。お尻しりからは細長い尻尾しつぽが垂れ、頭部の左右からは三角の耳が生えその上から頭ず巾きんをかぶっていた。どこか眠そうな顔のデザインは恐らく猫をデフォルメしたものと思われるが、しかしそいつは猫にあるまじきことに二本足で直立していた。

　これだけならまだ「ぬいぐるみが落ちてる」でやり過ごせるはずだった――が。

「……何ですか、コレ」

　そいつはなんと立ちすくむ曜よう子このことを見上げ、なまなまと鳴いていたのだ。胴体の左右から生えた腕（？）をぱたぱたと動かし、そしてなまなまと鳴いていた。そいつの鳴き方や声を表現できる言語は「なまなま」しか存在しない。

　要するに猫のぬいぐるみとしか思えない物体が、眠そうな顔でなまなま鳴きながら曜子の目の前に立ちふさがっていたのだ。

「あ、こら」

　それに気付いたティッシュ配りの女性が、ぬいぐるみの腕を掴つかんで引き寄せた。どうやら彼女が謎なぞのぬいぐるみの飼い主（持ち主？）らしい。

「ごめんなさいね、ウチのが邪魔しちゃ――」

　黒い長髪に上縁眼鏡めがねのその女性は、曜子の顔を直視して表情を凍りつかせた。瞳ひとみを見開き、口をぱくぱくとさせている。

「な、なんですか？」

　曜子にはどうしてそんな反応をされるのかわからなかった。

　そうこうしている間に、黒髪の女性はぬいぐるみの手を引いて逃げるように雑踏の中に紛れていってしまった。

「…………」

　なんだったのだろう。今のは。

　全くもって意味不明だった――が、あの女性には見覚えがあるような気がした。いや実際にはこの目で見たことはないのだが、自分は彼女を知識として知っているのではないかという奇妙な感覚。黒い長髪に上縁眼鏡……うーん。

　首を傾かしげ、けれどすぐにそれどころではなかったことを思い出し、曜子は大慌てで雑踏をかき分けた。



　待ち合わせの場所は、街中の大通りだった。

「ごめんなさい、遅れました！」

　息を切らせる曜子に、ベンチに座っていたゆかりが微笑ほほえみかけた。

「全然待ってないから。それよりすごい汗だよ？　走ることなんてなかったのに」

　ゆかりは鞄かばんからハンカチを取り出すと丁寧な手つきで曜子の額の汗を拭ぬぐい始めた。

「ゆ、ゆかりさん？」

「タオルがあったらちょうどいいんだけど。ハンカチでごめんね」

　曜子は顔を真っ赤にしてされるがままになった。

　ゆかりは今度は小さな水筒を取り出し、蓋ふたに中身を注いで差し出した。ありがたく頂ちよう戴だいする。それはとてもよく冷えた麦茶で、あまりの爽そう快かいな喉のど越ごしに曜子はちょっぴり感動さえした。よし、今度これとおそろいの水筒を買おう。

　人心地つくと、ふたりは肩を並べてベンチに腰掛けた。大通りの中央では大きな噴水が吹き上がっていて、その水の粒子が素肌の上で跳ねる。くすぐられるような、噴水の冷たさに曜よう子こは心なし身をよじった。

　――はー、しあわせ……。

　隣にゆかりを感じるだけで曜子はスライムのようにとろけることができる。

　ゆかりをこうして呼び出したのに、実はこれといった理由はなかった。もちろんこうやって定期的に『充電』させてもらうことは非常に大切なことだが、今日に限っては特に何があってというわけではなかった。強いて言うならば――あの手紙。

『その日から、ぼくと彼女は手をつないで帰るようになりました。』

　今朝方に届けられた手紙は、腹が立つくらいにノロケまくった内容だった。どうやらここから暗い話に展開していくようだが、それでも幸せいっぱいの文章に触発され、曜子は我慢できずにゆかりを誘ったのだった。

「ゆかりさん、今日は大丈夫でしたか？」

「もちろん。ちょうど時間空いてたし」

「だったら、五十嵐いがらしくんと……」

「鉄てつ平ぺいくんは茜あかねさんに見張られてるからね。今は仕方ないよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　それにいつも一緒に勉強してるし。わずかに頬ほおを赤らめて、ゆかりはぼそぼそと付け足した。付き合い始めてから半年近く経たつのに、この初うい々ういしさ。曜よう子こはほわんとした気持ちになるが、しかし五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいのことは許すまじ。

　今日はいい天気だね、と眩まぶしそうに太陽を見上げてゆかりは微笑ほほえむ。彼女は青いキャミソールの上に半透明に透けた半はん袖そでのブラウスを羽は織おり、珍しいことにスカートではなくジーンズをはいていた。今日のゆかりは少し大人っぽい。

「やはり今もお忙しいのですか？」

「うーん。ようやく落ち着いてきた、ってところかな。芥あくた川がわグループとの軋あつ轢れきもやっと収まりそうだし、鉄平くんの成績も安定してきたから」

　一ヶ月前の、六月。ゆかりは芥川グループを擁する芥川家、その御おん曹ぞう司しである芥川小こ春はると『第二世界』の生命体ハヤミマコトの陰謀により政略結婚を仕組まれた。その計画は五十嵐鉄平と槍やりヶが岳たけの反撃により失敗に終わったが、事後処理として解決しなければいけない問題が山ほど残っていた。

　婚約式当日の婚約破棄、芥川グループ所有の豪華客船の破壊。当然のごとくマンモス企業ＫＯＴＯは、芥川グループに対して謝罪や賠償の責を負うこととなった。

「でも思ったほどは揉もめなかったかもしれない」

「……彼ですか」

「うん。小春さんが取り成してくれたから」

　そうやって彼の名前を口にするゆかりは、複雑な顔をしているように見えた。

　芥川小春。ブラックユーモアをネタに悪質なテレビを放送する内世界のテレビ局ＢＴＶと手を組み、しかしそれをあっさりと裏切ってハヤミマコトと結託した男。鉄平と槍ヶ岳の殺人を計画し、ゆかりとの結婚を目もく論ろんだ、曜子にとって忌むべき（特に『ゆかりとの結婚』のくだりが）存在だ。

　事件後、しかし彼はＫＯＴＯに対して謝罪してきた。ＫＯＴＯ側が有するあらゆる賠償責任――単純な損害賠償から当日の乗客へのフォロー――を断り、そのすべてを芥川グループが背負うことを自ら申し出た。計画殺人を図ったとはいえ、表向きはＫＯＴＯが加害者的な立場にある。結局はＫＯＴＯと芥川グループとのフィフティフィフティに終決したが、彼の行動は周囲からすれば異常と見なされただろう。

　でも曜子にはわかる。

　芥川小春は、フラレた男としての義務を果たした。きっとそれだけの話。

　女にフラレた男の、義務を。

　そこでふと、曜子は思った。ならば女にフラレた女の義務とは、何だろう？

　ゆかりは知らない。曜子が毎日ゆかりの写真を片手にため息をついているなんて。想おもいを告げられない、好きになった時点でフラレたも同然の女は、どうしたらいいんだろう。

「ところで曜よう子こちゃん」ゆかりが訊たずねた。「何か相談があるんじゃなかったの？」

「えっ。あ、その」

　別に決まった理由はなかったのだが、ゆかりにしてみれば今朝に突然連絡が来たわけだから何か相談があるのだと思うのも無理はなかった。ただ会いたかったからと素直に打ち明けるのは、さすがにアレだ、照れる。

　相談。相談っぽいもの。あ、そうだ。

「進路のことでちょっと」

「進路？」

「はい。実はあたし」

　言いかけて、曜子は言葉を飲み込んだ。

　今、何を言おうとした？

　留学の話があるんです――。

　でもゆかりさんと離れたくないから迷っているんです――。

　それを本人に話してどうすると言うのだろう。

「曜子ちゃん？」

　嫌だなぁと曜子は思った。自分はこれから嘘うその笑顔を作らなければいけない。

「決まってなくて」へらへら笑いながら、大好きな人に、心を隠さなくちゃいけない。「まだ進路に迷っていて。多分このまま学園の大学部に上がると思うんですけど、具体的な学部とかで悩んでて。いや悩むっていうほど深刻には考えていないんですけど」

　どうしてこんな頭の悪い笑顔を浮かべなきゃいけないんだろう。

「進路かぁ。確か百合百合学園の大学部って総合大学だったよね。芸術科はどう？　曜子ちゃんは箏ことのプロを目指してるんだし、ぴったりだと思うけど」

「やっぱりそうですよね。じゃあ芸術科でいいかなー」

「曜子ちゃん、あっさりしすぎ」

　ゆかりさんはどこの大学に？と問うと、彼女は日本でも指折りの私立大学の名前を挙げた。そこで修学しつつＫＯＴＯの会社で下積みの仕事をするらしい。

「もしかして五十嵐いがらしくんも同じ大学ですか？」

　ゆかりは頬ほおを染めて頷うなずいた。おのれ五十嵐。

　しかし鉄てつ平ぺいも厄介な道を選んだものだと思う。ゆかりは推薦の試験を受けるのでほとんど合格は決まったようなものだが（全国レベルの成績に加えてＫＯＴＯの令嬢。落ちるわけがない）、鉄平は極めて凡庸な成績からのスタート。きっと今いま頃ごろは受験勉強にあえいでいることだろう。せいぜい苦しむがいい。

　それからふたりはたわいもない話題で盛り上がった。最近イチオシの喫茶店、気になるブランド、先ほど出会った奇妙なぬいぐるみの話……街を適当に歩き、やがて別れた。

　とても楽しかった。

　とても楽しかったのだけれど、曜よう子この心は曇ったままだった。

　留学のことがぐるぐると頭の中で渦巻いていた。
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　ぼくと彼女は順調でした。

　最初は戸惑いがちだった彼女もすぐに打ち解けてくれて、ぼくらは一緒に行動するのが当たり前になりました。時間と機会を重ねるごとに少しずつ彼女もまたぼくのことを好きになっていくのが、想おもってくれているのがうぬぼれでなくわかった。手をつなげばそれだけでぼくらは通じ合えたし、何もかもわかり合えた。

　ぼくらは幸せで――けれどそれは長続きしませんでした。

　ある日クラスメイトの女子がぼくたちに言いました。普通じゃないよ、と。

　すると他ほかの女子までもが口々に言うのです。

「異常よ」「変態」「絶対におかしい」

　これをきっかけに、彼女たちは僕たちを『攻撃』するようになりました。いわゆるそれはイジメと呼ばれるもので、それが具体的にどういったものなのかは書きません。それはぼくの話したいことではないから。とにかくクラス中がぼくらを『攻撃』し、ぼくと彼女は孤立してしまったのです。

　ぼく自身は、全く平気でした。女子たちの反応は予想できたものだし、元より覚悟の上。何より彼女さえいればぼくはどんなことにも耐えることができた。

　けれど彼女はそうじゃなかった。「平気」と強がっていても、見るからにやつれていくのがわかりました。毎日のように繰り返される『攻撃』。憔しよう悴すいしていく彼女。ぼくは「告白した自分が悪いんだ」とさえ考えるようになっていました。

　そしてとうとう彼女が学校を休んだとき、ぼくは決意しました。

　　　＊

　本日の課題曲は『ゆうやけこやけ』。

　七、八弦を用いた八小節の練習曲。さらにすくいづめという弾ひき方を織り交ぜているので初心者が最初につまずく曲と言える。

「弦を弾はじいた親指を、続けて反対側からすくうようにして弾きます……親指の形を変えないで……」

　思うようにいかず別の弦を弾いてしまう。安定した音ね色いろも出せない。あひるは額に汗しながらそれでも何度も繰り返した。

「力を入れすぎると関節が曲がったり爪がはがれたりするので注意してくださいね」

「そ、そういうことは先に言ってくださいよー！」

　涙目で抗議するあひるに、曜よう子こは小さく笑った。

「あひるさん」

「はい？　なんですか」

「あなたはどうしてクラスでイジメを受けていたんですか」

「そんなことを聞いてどうするつもりですか？」

　あひるには心構えがあったのだと思う。

　いつか曜子からその問いが放たれるだろうことを予測し、だから不意打ちとも言うべきタイミングにも動じることはなかった。

　――だからあたしも動じちゃいけない。

　詰まった方が負けなんだ。曜子は意識して表情を引き締めた。

「あたしはあなたの助けになりたい」

「先輩は」あひるは楽譜を見つめ、顔を上げなかった。「どこまでご存知なんですか」

　曜子は首を横に振った。「何も」

　何もわからなかった。

　部活の休憩や空き時間を利用して、曜子は情報を集めた。他部の顔見知りにお願いして一年生との面会の場を設けてもらい、そこで訊たずねた。日向ひなたあひるについて知っていることを、何でもいいから教えてほしい――。

　収穫はなかった。足を使っての調査は、日向あひるがイジメを受けていたという事実を再確認するだけに終わった。どうしてそんなことになったのか、原因を知ることはできなかった。話を聞いた一年生の中にはあひるのクラスメイトもいたのだが――

「あなたのクラスメイトは、何も教えてはくれませんでした。まるで誰だれかに口止めされているかのように」

「……」

「もうひとつ。彼女らはあなたが琴部に入っていたことにひどく驚いていました。これにはあたしも納得できる。登校拒否をしているあなたがいきなり部活を始めるなんて、ちぐはぐなのです」

　あひるはすくいづめの練習を単調に繰り返していた。何度も失敗し、安定を欠いた音を響かせる。なのにあひるの瞳ひとみは感情もなく震える弦を見下ろし、その口元はかすかに笑みさえ浮かべているように見えた。

　響き続ける歪ゆがんだ音。それはまるで、曜子とあひるとのすれ違い様を表していた。

　決定的な温度差。

　――あひるさんを、引き上げるんだ。

　自分と同じ温度に。そうして対等になって初めて話が通じる。こちらの言葉が伝わるようになる。そのために自分はあひるのことをもっとよく知らなければいけない。

　日向ひなたあひるが、何に苦しんでいるのかということを。

「教えていただけないでしょうか？　あひるさんの孤立の理由をあた――」

「私は同性愛者です」

「し、に……？」

　事前に用意していた言葉は、尻しりすぼみになって消えた。

「……え？」

「ホモ・セクシャル、レズビアン、サッフィズム――呼び方にこだわりはありません。とにかく私はそんなふうに分類される人間だということです」

　あひるの表情は変わらない。平静に、淡々と続ける。

「私は同級生のある女子と付き合っていました。それも仲のいい女友達という感じだったら良かったんですけど、やっぱり周りの目にはそう映らなかったようですね。ある日クラスの皆は私たちを変態呼ばわりするようになって、そして『攻撃』――イジメをするようになりました。きっと彼女たちには同性愛が理解できなかったんだと思います。常軌を逸していて、得体が知れなくて、目障りで、教室から追い出さなくちゃいけなかったんだと思います。私はイジメなんて平気だったんですけど、彼女の方がダメになって。ストレスで身体からだ壊して学校休んじゃって。だから私はクラスメイトにお願いしたんです。彼女とは別れるから、私はもう学校には来ないから、全部忘れてくださいって。全部なかったことにして、リセットして、私は存在すらしていなかったことにして、彼女をイジメるのはやめてください、お願いしますって。それからどうなったのか、学校に来なくなった私にはわかりません。曜よう子こ先輩の話を信じるなら、クラスの皆は私のお願いを聞いてくれたんですね。完全に無視して、口も閉ざして」

　何ど処こかで聞いたことがある、と曜子はぼうっと思った。つい最近、これに似たような話を目にした気がする。何だったっけ――そこまで考えた曜子は、はっと我を取り戻した。

　ダメだ。のまれてる。あたし、動揺してる。

「あひ――」

「これで全部です」曜子の言葉にかぶせるように、あひるは言った。「曜子先輩が知りたかったことのすべてです。おわかりいただけましたか？　問題はもうとっくのとうに片付いていて、全部終わった後なんです。係かかわった人全員の中ですでに結論は下されていて、過去のことなんです。……だから」

　あひるは顔を上げ、にっこりと笑った。

「だから曜子先輩は気に病む必要なんてないんですよ」

　曜子が言葉を失っている間に、あひるはまたうつむいて箏ことの練習に戻ってしまった。もはや会話は終わった、と言うように。

「……」

　拒絶された。

　自分は、拒絶されたのだ。

　助けなんていらない。全部終わってるんだから。今さら。もう遅い。

　差し伸べた手は、そうやって振り払われた。

「……苦しくないんですか？」

「苦しくないですよ」即答だった。「終わったことですから。曜よう子こ先輩ももういいでしょう？　本人がこう言ってるんですから見逃してくださいよ。私、練習に集中しなくちゃ」

「――あたしはっ」

　曜子はあひるの手を掴つかんだ。あひるが息を飲む。反射的に振り払われそうになる手を、ぎゅっと握って押さえた。「あた、あたしはっ」

　曜子の涙目を、あひるがひるんだように見つめ返している。

　喉のどの奥から搾しぼり出すように、曜子は問うた。

「あなたのために、何もできない……？」

　せめて孤独を和らげることも。

　終わったことだと吐き捨てて、苦しくないと強がる心を解きほぐすことも。

　何かひとつでも、できることはないの？

「何も」あひるは目を伏せた。「何もありません。先輩がぼくにできることは、何ひとつ存在しない。……うっとうしいですよ」

　……

　曜子はうつむいてそっと手を放した。

　あひるの言う通りだ。今の曜子にできることは、何もない。あひるの中に届く言葉を持っていない。何な故ぜなら、

　――《理由》が、ないから。

　厳密に言うと『ない』わけではないのだ。同じ部の先輩として、かわいい後輩の境遇を気にかけた。心配し、相談があれば乗ろうとした。

　そんな――弱い理由。

　心底あひる個人のことを思い、是が非でも助けになろうと行動したわけではなかった。それほど強い思いで動いていたわけではないし、ただ気になってできることなら手を貸してあげたい――おおよそそれくらいの考えだった。

　だから二度目の拒絶を、壁を越えようとするまでの意志を、曜子は用意していなかった。

　もう手を引こう。本人が大丈夫と言うのなら大丈夫なのだろう。そうやって曜子は静かに諦あきらめ――ようとした。

「…………え」ふと気が付いた。「『ぼく』……？」

　あひるも失言に気付いたらしく頬ほおを染めた。

「癖なんです。普段は気を付けてるんですが、昔は『ぼく』で通していたから。気を抜くとつい……曜よう子こ先輩？」

　曜子は声もなく放心していた。

　あなたが、そうなの？

　唐突に配達されるようになった手紙。ただ聞いてもらえればいいと、自分の身の上に起こった出来事を綴つづり続ける《ぼく》。

　凍りついた曜子に、あひるは困惑したように目を瞬しばたたかせている。

　――あなたが、手紙の差出人。

《ぼく》は同性愛者だったから、クラスメイトに『攻撃』された。

《ぼく》は――日向ひなたあひる。
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　藤ふじ森もり文ぶん七しちという同い年の少年を、実は曜子はあまり好ましく思っていない。曜子にとって彼はどうにも《軽すぎる》のである。

　オシャレだと勘違いしているのか、いつも服装はだらしなく着崩していて、ボサボサの髪は不衛生としか思えない。ヘラヘラとした緩い笑みやスレた喋しやべり方も馬ば鹿かっぽく見えるし、リアクションもいちいち派手で時々イラッとさせられる。六月の事件のときはいろいろあって行動を共にすることが何度かあったが、積極的に会いたいと思うような相手ではなかった。

　にもかかわらずそんな文七を呼び出そうと思ったのは、相談できるのが彼しかいなかったためだった。ゆかりはこの間無理を言って会ってもらったばかりだし、その恋人である鉄てつ平ぺいと一対一で落ち合うのは曜子の道徳に反する。自然、こういった特殊な相談ができる相手は藤森文七だけになった。

　ただ――消去法による選択ではあったけれど。曜子が大事な相談をする相手は、いつの間にかこのメンバー以外には思いつかなくなっていた。別の世界から持ち込まれた騒動、それを経験し乗り越えてきた仲間たち。

　藤森文七もまた、紛れもないそのひとりだった。



　そのファミレスは冷房がききすぎていて肌寒いくらいだった。

　夏休みは補習のため通学しているという文七は、制服姿で向かいの席に腰を下ろしている。やはり緩みっぱなしの笑みを浮かべ、夏服のワイシャツはだらしなく裾すそをズボンから出している。その傍そばにはなにやら紙袋があった。

「どうしたん？　いきなり呼び出して」

　――あれ。

　曜よう子こはふと気にかかった。文ぶん七しちは見た目こそいつも通りなのだが、その声がいつもより元気のないように感じられた。

「突然呼び出してすみません。迷惑じゃありませんでしたか？」

「全然。こっちも暇してたし。でも意外だなぁ。曜子ちゃんが俺おれにアレだったなんて」

「？　何の話ですか？」

「え？　呼び出しってことはラブなアレでしょ？」

「違います」

「好きだ。愛してる」

「あたしは愛してません」

「曜子ちゃんはゆかりちゃんが大好きだもんね」

　この野郎。元気がないと思ったのはやはり気のせいだったらしい。曜子は頬ほおを染めながら気にかけたことを後悔した。

「で、相談ってのは？」

「……」

　何をどう伝えよう、とちょっと迷った――けれど、自分が今最も答えを欲していることはひとつだった。

「あたしが誰だれかを救いたいと思うことは、間違っていると思いますか？」

　え、と文七は目を見張った。

　当然の反応に躊ちゆう躇ちよする。けれど、曜子は自分で自分の背中を押した。

「詳しい話はその人のプライバシーを侵すことなので話せません。ただ、あたし、助けになりたい人がいるんです。その人はある事情に苦しんでいて、でもあたしの助けなんて要いらないって突っぱねていて。それでもなお助けになろうと望むことは、あたしの傲ごう慢まんなんでしょうか？」

　日向ひなたあひるは、例の手紙の差出人だった。内容の合致、『ぼく』という一人称からしてそれは間違いない。差出人の住所は書かれていなかったが、あひるの住所を調べてみると消印にあった郵便局と同じ市内のものだった。宛あて名なを書いたのはあひる本人なのだから手紙が曜子の元に届いていることも知っているはず……なのだが、シラを切っているのか見た限り彼女がそれを意識している様子はなかった。それともひょっとしてそのことを《知らない》のだろうか？――いや、今はそれは置いておこう。

　とにかくあひるは苦しんでいる。手紙の件でそれは確信した。「苦しんでない」なんて強がりで、本当は胸の内に留とどめておくことができないほど彼女は苦しんでいた。誰かに話して理解してもらわないとダメになってしまうくらいに、深く。

「確かに、最初は軽い気持ちでした」曜よう子こは言った。「相談に乗れることがあれば乗ってあげようって、その程度の考えでした。けれど彼女が抱えていたものはあたしが思っていた以上に重いもので、軽い気持ちでなんか踏み込んじゃいけないものだった……あたしは多分、彼女を傷つけてしまった。苦しいのに苦しくないと口にさせ、思い出したくない傷に、塩を塗り込んだ」

　あひるは恋人と共にいられればそれだけで幸せだった。けれど環境はそれを認めず、ふたりを『攻撃』してきた。恋人が傷ついていく姿に耐えられなくなり、あひるは別れを選択した……。

　どうしようもなかった――あひるはそうやって無理矢理心を納得させようとしている。本当の気持ちを閉じ込めて、リセットさせて、何事もなかったようにしている。だから中途半端に踏み込み、過去を引きずり出そうとする曜子を拒絶した。あひるは否定の声をあげながらはっきりと傷ついていた。

　曜子が傷つけた。のだけれど。

「それでも」

　傷つけてなお、

「彼女を救おうとするあたしは、間違っているんでしょうか？」

　曜子は自分を恥じた。半端な思いであひるの心に踏み込むことは、ほとんど踏みにじることと同義。そのことを考えないで、安い親切心を振りかざした。

　人として、己を恥じた。

　そんな自分が、これ以上あひるに係かかわろうとすることは果たして――

「……あのさ」文ぶん七しちは薄く笑っていた。何ど処こか苦笑めいたものだった。「そんなの、俺おれに聞くまでもなくわかってるんじゃないの？」

　うん、と曜子も少し笑ってみせた。そうなのだ。

　実はもう、わかってる。

　――それでもあたしはあひるちゃんを救いたいんだ。

　間違っているだとか傲ごう慢まんだとか、本当はそんなことどうでもいい。とにかく自分は、あひるにどうしようもなかったなんて諦あきらめさせたくない。自分の前でそんなことはさせない。

　横から無理矢理、あひるの傷にべたべたと薬を塗り込んでやる。ほとんど塩みたいな痛みを伴う劇薬だ。その傷が癒いえるように包帯を巻いてやる。きつく縛り上げて、泣くほど痛い思いをさせて――最終的に完治させてやる。

　なんでここまで自分があひるをかまうのか。それもよくわかってる。

　日向ひなたあひるが同性を想おもい慕ったように、霧きり島しま曜子が想い慕う相手もまた、同性だから。

　彼女には、負けてほしくない。

「ええと」困ったように文七が言った。「そこまでわかってんなら、俺に相談することなんて何もないんじゃないかな？」

「いえ」

　曜よう子こは首を振った。自分が何をしたいのかはわかってる。やり方もすでに決めてある。あと他ほかに足りないのは。

「背中を、押してほしいんです」

　文ぶん七しちは眉まゆをひそめた。「まだ迷いがあるってこと？」

「はい。自信が……ないんです」

《ぼく》の――あひるの手紙について考えたとき、ある仮定が浮かんだ。

　この手紙は、本当に『スッキリする』ためだけのものなんだろうか？

　本当はもっと別の意味があるのではないか？

　例えば――そう。

「あたしにちゃんと救えるのか、失敗しないのか……怖いんです」

　遺書という意味。

　そのことに思い至ったとき、足がすくんだ。この感覚には覚えがある。これはあのバレンタイン交流企画で、爆弾付きの箏ことを演奏したときと同じ感覚。

　人の命を背負う、恐怖。

　曜子は目を伏せ、掌てのひらを見つめた。微かすかに震えている。この手があひるを救うでも止めるでもなく、却かえって背中を押すような――突き飛ばすようなことになったら、どうすればいいんだろう。

　――怖い。

　自分があひるを殺す。そんな可能性を思うと、曜子は一歩も動けなくなった。

「あたしは」

「俺おれは時々てっぺーのことを超人のように思うことがある」

　唐突に、文七が言った。

「あいつはゆかりちゃんのためなら――好きな女の子のためならなんでもする。自分が傷つくのもかまわないし命だって懸ける。その過程でたくさんの人の命まで救ってみせた。本当にすげーと思う。神かみ懸がかってるよ、あいつは」

　何を言わんとしているのかはわからなかったけれど。文七の言葉には曜子も賛成だった。クリスマスでテロリストと闘い、バレンタインで爆弾を解体し、ホワイトデーで戦車を退け、六月の婚約式でたったひとりの恋人のために突貫してみせた――五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい。その行動力だけを取って見たら、今こうやって足がすくんで動けないでいる自分はなんと情けないことかと思う――

「でもやっぱり、あいつは普通の男なんだ」

　文七はきっぱりと言い切った。

　目を見開く曜よう子こに、文ぶん七しちはへへと笑った。

「ぐちぐち悩んで、泣き言吐いて、つうか本当に泣いて、逃げ道作ってトンズラこいたりする、ただのヘタレなんだ。特にここ最近なんてひでーよ？　受験勉強に相当参ってて愚ぐ痴ちを吐かない日はないぜ。いつも傍そばで見ている俺おれが言うんだから間違いない。あいつは、特別な人間なんかじゃない。ちょー凡人」

　言いたいことはわかる。わかる、けど。

「……テロリストと闘うような人が、凡人なんですか？」

「うん」

「爆弾解体するような人が？」

「うん」

「戦車と追いかけっこしてても？」

「うん」

「婚約式に乗り込むようなことをしても？」

「うん」

　曜子は今さらながら思い出した。藤ふじ森もり文七はこういう少年なんだ。

　普段はどうしようもなく抜けているんだけど。彼は彼なりの考えを持っていて。友達を見る目は本物で。友達のためなら一緒に戦車に追いかけられることも厭いとわない、そんな少年。

「あいつができることは、全部俺らにもできる」

　そして今も、こんなにも楽しそうに親友のことを語る。

「だから曜子ちゃんにもできる。俺が保証するよ」

　――なんだか、力抜ける。

　曜子は苦笑した。こうも簡単に自分が欲していた言葉を与えられると、悩んでいたことが馬ば鹿か馬鹿しく思える。

「……はい」当のあひるにはいい迷惑かもしれないけれど。「あたし、やってみます」

　怖いけれど。足はすくむけれど。

　でもこの気持ちは止められないんだ。

　――あたしは、あなたを救いたい。

　文七はにぱっと満面の笑みを浮かべた。曜子は照れくさくなって頬ほおを染めた。

「迷うのも無理はないと思うけどね。一度は関かかわるなとか言われたんだし」

「はい……でもあたしは受け取っちゃったから」

「受け取った？」

　うん、と曜子は頷うなずく。

「手紙ＳＯＳを」

　苦しいよ、助けてよ――そんな思いが込められた手紙を、受け取ってしまったから。

　もう立ち止まれないんだ。

「だからあたしは……藤ふじ森もりくん？」

　文ぶん七しちが、ぽかんと口を開けて硬直していた。

「藤森くん？」

「ＳＯＳ……そうか。そうだよな」

　文七は額に手を当て、何やらぶつぶつと呟つぶやいて苦渋の表情を浮かべた。いきなりの変化に曜よう子こは戸惑ってしまう。

　それは数秒足らずの時間だった。文七はすぐに「あ、ごめんごめん」と繕ったけれど、彼はこのとき何かに気付いて――まるで何か失敗を犯したような顔をしていた。誤ご魔ま化かすように笑って訊たずねてくる。

「と、とりあえずこれで悩みは解決かな？」

「……？　はい。あ、いえ」

　手紙について、ひとつ引っかかっていることがあった。それは封筒の宛あて名なの文字と、中身の便びん箋せんの文字との筆跡の違いについて。そして宛名に家主でなく曜子の名前が書かれていたことについて。それらに自分がこの手紙を受け取ることになったヒントが秘められているような気がしていた。今日はそのことについても相談するつもりだった。

「ええとですね――」

　それが曜子の目にその光景が飛び込んできたのは、そのときだった。

　ふたりがいるファミレスはチェーン店だがそういう店にありがちな安っぽさがない、全体的にお洒落しやれな作りをしていた。要所要所に観葉植物をあしらっていて内装にも気を遣っている。ただしボックスの席の仕切りは曖あい昧まいで、他ほかの客の顔が一望できた。

　曜子の視線の先、文七の後方。別のボックス席の中に、見知った顔を見つけた。

　そこには見慣れたツインテールがあって――そしてそれと向かい合うように。

　黒スーツを着た女が座っていた。

「――――」

　女が曜子の視線に気付き、そしてクスリと笑うように口元を歪ゆがめた。

　――――氷解した。

　すべてがわかった。

　この手紙を自分が受け取ることになった理由――その『必然』。曜子は理解した。

「曜子ちゃん？　どうかしたの？」

「……いえ」

　文七はあの女がこの店にいることに気付いていない。曜子はそれを悟さとらせないようににっこり笑った。「今日はありがとうございました」

「あ、うん」

「たたかってきます」

「……曜よう子こちゃんなら、きっとできるよ」

　曜子は微笑ほほえみ、そして気まぐれに口にした。

「藤ふじ森もりくん。あたし、卒業したら留学するかもしれない」

　その言葉の意味を、文ぶん七しちはすぐに察してくれた。わずかに瞳ひとみを見開いてから、小さく笑った。そっか、と。

「応援してる」

「はい」

　決心はついた。謎なぞも解けた。

　あとは、やるだけ。



　　　５



　ぼくは彼女を除くクラスメイト全員を教室に集め、頭を下げました。

　ぼくは彼女と別れます。もう学校にも来ません。だからお願いです。ぼくと彼女が付き合っていたことは聞かれても誰だれにも話さないでください。記憶から抹消してください。ぼくと彼女が付き合っていたことも、ぼくという存在も、なかったことにしてください。ぼくの存在を無視してください。全部なかったことにして、だからこれからは彼女を『攻撃』しないでください。彼女を傷つけないでください。お願いします。お願いします。お願いします。

　クラスメイトは何も言いません。ひどく戸惑っているようにも見えました。

　ぼくは土下座しました。お願いします。

　クラスメイトたちはやがてぼくを強引に立たせ、ぼくのお願いを聞き入れてくれることを約束してくれました。

　その後ぼくは彼女の家に行き、「別れよう」と言いました。もう誰も君を『攻撃』しない。だから安心して学校に行っていい。

　彼女はうつむき、泣きながら、言いました。

「ばか」

　こうしてぼくはひとりになりました。



　以上です。

　以上で、ぼくの物語を終わります。

　終わりにします。

　　　＊

　外は厳しい日差しが照りつけていた。セミの鳴き声が体感温度を上げ、涼やかな風はそよとも起こらずただただ静かに凪なぐ。蒸むし風ぶ呂ろのような空気。

　体育館にはクーラーがついていたが、先ほど部活が終了してからはすべて停止させたので徐々に室温は上がってきている。館内がサウナ化するのは時間の問題だった。

「で、なんで私だけ居残りなんですか？」

　あひるが言った。

　体育館には曜よう子ことあひるがふたりきりで向き合っていた。ゴザの上に正座し、いつものように箏ことを間に挟んで。

　昼の中ほどに部活が終了し、解散してから残ったのは曜子とあひるのふたりだけだった。いつもは無む駄だに残って談笑する部員たちにも今日はお願いして帰ってもらった。

「ゲームをしようと思って」

「ゲーム？」

「ええ。あたしとゲームをしませんか？」

　背筋を立て、一点の隙すきもない姿勢で、曜子は微笑ほほえみかけた。

　あひるは訝いぶかしげに曜子を見つめ返す。昨日ああしてやり合ったばかりなのだ、警戒するのも無理はない。現に今日の練習はお互い無言だった。

「ゲームって、何ですか？」

　――うわ、酸欠起こしそう。

　曜子は死ぬほど緊張していた。

　表面上は笑顔だけど、心臓は爆発しそうなほど高鳴っている。ぴんと立てられた背筋も実は筋肉が強こわ張ばっているだけの話で、言い方を変えれば曲げられない。背中はじっとりと汗で濡ぬれ、気を抜くと身体からだが震えてしまう。

　失敗を恐れるな。曜子は心に言葉を叩たたきつける。あたしは誓ったんだ。

　目の前の女の子を救うと。

　今度こそ手を放さないと――誓ったんだ。

「三曲です」曜子は三本の指を立てた。「『たこたこあがれ』『ゆうやけこやけ』『一番星見つけた』――あひるさんが今日までに習った三曲を、一度もミスすることなく、通して完かん璧ぺきに演奏できるかどうか。そういうゲームです」

　あひるは目を細めた。「私が弾ひくんですか？」

「はい」

「……『一番星』は今日習ったばかりなんですが」

「『ゆうやけこやけ』が弾けるなら『一番星』も弾けるはずです。この二曲はどちらもすくいづめの練習曲ですから」

　あひるはじっと曜よう子こを見つめ返す。

　一歩たりとも退ひかない。曜子は真正面からその視線を受け止めた。

「ゲームなので賞品をつけましょう。あひるさんが見事三曲弾ひき切ることができたなら、何でもひとつだけ、あたしはあなたの言うことを聞きます。逆にできなかったなら、あたしの言うことをあひるさんに聞いてもらいます」

「……何を企たくらんでいるんですか？」あひるは不可解に眉まゆをひそめ、「ひょっとしてまだあの話を引きずっているんですか。言ったはずです。あの話はもう終わっ――」

「ゲームという言い方がマズかったんですかね？」

「は？」

「これはあなたの居残り練習ですよ」

　あひるがむっと顔をしかめる。曜子は薄く笑った。

「あひるさんに拒否権はありません。これが終わるまでは帰しませんよ」

「……後輩イジメってやつですか」

「心外ですね。あたしなりにかわいがっているのに」

　きつくあひるが睨にらんでくるが、曜子はニヤニヤと笑うだけだった。

　――お願いだから乗ってきて。

　口元を歪ゆがめつつも、心臓はバクバクだ。今この瞬間にも心が見破られないか不安で仕方がない。

「チャンスは何回ですか」

　よし、と曜子は内心でガッツポーズ。ここまで聞いて「やめます」はナシだ。

「あなたが諦あきらめるまで」

　なっ、とあひるは目を見張った。

「言ったでしょう？　これが終わるまであたしはあなたを帰さない。好きなだけチャレンジしてください。あひるさんが条件をクリアするか、諦めて放棄するか。これはそういうゲームです」

　あひるは呆あつ気けに取られている様子だった。本気で曜子が何を考えているのかわからない、そういう顔をしていた。

「どうするんですか。どうしても嫌だと言うならあたしも強制はしません。ただしその場合は、やる気がないと見なしてこの部はやめていただきますが」

「やりますよ」あひるは憎々しげに曜子を睨ねめつけつつ、言った。「絶対にクリアしてみせますよ」

「よろしい」

　さあ、勝負だ。曜子は表情を引き締めた。

「それではゲームスタートです」



　セミの鳴き声が体育館の中にまで響き渡っていた。断末魔の声のような悲鳴が、やかましく鼓膜を刺激する。館内には徐々に熱がこもり始め、肌をうっとうしく湿らせた。

　あひるは軽く深呼吸をし、いきます、と弦に触れた。

　最初の曲は『たこたこあがれ』。八小節のとても短い曲だ。最も基本の弾ひき方――親指の形を固定させ、そのまま向こう隣の糸へ押し出すように弾はじく――を忠実にこなせば、初心者でも簡単に完奏できるようになる。

　入部してから二週間近く、基礎を繰り返してきたあひるは目立ったミスもなく完かん璧ぺきに弾き切った。

　あくまで目立ったミスはなく、だが。

「三小節目のテンポがずれていました。やり直しです」

　衝撃を受けたようにあひるが顔を上げた。悔しそうに歯を食いしばる。

「そういうことですか……」

　曜よう子こは答えなかった。無表情にあひるの指先を見つめている。

　あひるはふいとうつむき、再度『たこたこあがれ』を弾き始めた。

「七小節目の音が歪ゆがんでいます。やり直しです」

「五小節目の入りが早い。やり直しです」

「二小節目の六弦を弾いたとき、隣の五弦も微かすかに弾いていました。やり直しです」

　結局あひるが『たこたこあがれ』の演奏に成功したのは、七回目の挑戦でやっとだった。

　最初の一曲だけで、あひるは相当量の汗をかいていた。額に前髪が張りつき、こめかみを雫しずくが伝う。

「汚い」あひるは吐き捨てた。「汚いですよ。難癖なんていくらでもつけられるじゃないですか」

「次は『ゆうやけこやけ』です。どうぞ」

　あひるの目に怒りが宿った。何を言っても無む駄だだと悟さとったのか、黙ったまま二番目の曲に取りかかった。

　二番目の『ゆうやけこやけ』はこれまた八小節の練習曲である。長さこそ『たこたこあがれ』と変わらないものの、すくいづめという技術が入るため難易度はぐんと上がる。あひるはこの弾き方を習ってから数日しか経過していない。成功率は極めて低かった。

　案あんの定じよう、三小節目のすくいづめの部分で失敗した。

「最初からです」

「わかってますよっ」

　吠ほえて、あひるは一曲目からやり直した。怒りに任せて指を走らせる。

「二小節目が」

「言われなくたってわかってます！」



　それから不毛な挑戦が続いた。

　繰り返すことにより『たこたこあがれ』の成功率は上がっていったが、いかんせん二曲目の『ゆうやけこやけ』がダメだった。あひるは完全にすくいづめを習得したわけではない。辛かろうじて弾ひき切ったとしてもどうしてもすくいづめの部分は音が歪ゆがんでしまう。

　加えてこの暑さ。冷房が止められた体育館は完全にサウナと化していた。汗で手が湿り、集中力も欠いてしまう。再三再四のチャレンジにも拘かかわらず三曲目の『一番星見つけた』にすら進めず、あひるのイライラは募っていった。

「六小節目のすくいづめの音が鳴っていませんでした。やり直しです」

「一小節目の七弦の二分音符が付点二分音符になっています。やり直しです」

「全体的にテンポが乱れています。やり直しです」

「五小節目の六弦と一緒に五弦も弾はじいています。やり直しです」

「二小節目のリズムが違います。やり直しです」

「やり直しです」

「――――いい加減にしてくださいッ!!」

　あひるの怒声が、セミの声をかき消した。

　荒く息をつき、あひるは膝ひざを立てて身を乗り出した。その拍子に顎あごから汗が滴したたる。

「一体、あなたは私に何をさせたいんですかッ!?」

「もう終わりなのですか？」激情に駆られるあひるとは対照的に、曜よう子こは冷ややかに言った。「ゲームはもう放棄ですか？　根性が取とり柄えというのもたかが知れていますね」

「私の質問に答えてください！　このゲームの意味をっ。私を負かして、先輩は何をさせたいんですかっ？」

「『日向ひなたあひるがこの部を訪れる理由』」

　あひるは息を飲んだ。その瞳ひとみに動揺が浮かんだ。

「登校拒否をしているあなたが――死を選ぼうとしているあなたが、何な故ぜ琴部にやって来たのか。その理由を、あたしは聞きたい」

「――――なん、で」

　あひるは驚きよう愕がくに瞳を揺らした。

「なんで、私が、死な……」

　――やっぱりそうなんだ。

　曜子の危き惧ぐは現実のものとなった。

『以上で、ぼくの物語を終わります。

　終わりにします。』

　曜よう子この元に届いた、最後の手紙。その末尾の言葉がこれだった。

　物語を終わらせる――人生ものがたりを終わらせる。命を絶つ。曜子にはそういう意味にしか読み取れなかった。元々懸念はあった。それが確信に変わっただけ。

　あひるの手紙は、あひるの遺書だった。恋人と別れ、生を投げ出そうとした彼女が、このまま命を絶つことへの一抹の心残りとしてしたためられた書。それを誰だれかに読んでもらい、理解してもらう――それだけを慰めにして死のうとした。おおよそこんな感じだと曜子は思う。

　あひるは自分の手紙が曜子の元に届けられていることを知らない。そこにはある作為があったためなのだが――今は関係ない。

「先輩……どうして」

「あたしはあひるさんの中にもっともっと踏み込んでいきます」

　びくり、とあひるから震えが伝わってきた。曜子は止まらない。

「たとえあなたが拒もうとも」逃がさない。「あたしはあなたの傷をえぐり取る。傷口をさらけ出してこの指で触れる。それが嫌なら――乗り越えてみせなさい」

　絶対に、逃げなんて許さない。

「このゲームに勝利してみせなさい」

　――――……セミの声と、沈黙。

　あひるはぶるぶると震えてうなだれていた。顔面を蒼そう白はくにし、瞳ひとみを濡ぬらし、金縛りにあったように動かなくなった。多分、と曜子は思う。多分あひるは見破られたことに大きく動揺している。一度は決意した死を、改めて他者の口から聞かされて――恐怖している。

　死と、そして曜子に恐怖している。

「……」

　曜子はおもむろに箏ことを持ち上げた。竜りゆう尾びと竜りゆう頭ずの方向を逆にして置き、付け爪をはめる。その様子をあひるは訝いぶかしげに見つめた。

「目を閉じて」

「え」

「早く」

　困惑げに、あひるはぎゅっと目をつむった。

「よくお聴きなさい。これが――手本です」

　言うが早いか、曜子は弦の上に指を走らせた。



　瞬間、体育館を満たしていたセミの声が消失した。



　そして入れ代わるように、ゆったりと流れるような流線形のメロディが満ちる。

　それは不思議な現象だった。決して大きな音量ではなかったのに、あひると同じ曲を演奏しているのに、それは圧倒的な存在感で体育館を満たし、支配した。

　爪つま弾びかれる旋律。琴線を優しく撫なでる触感。音。

　単調なリズムに少ない音数。扱う弦もたった三つ。なのに空気は極限まで冴さえ渡わたる。涼やかな調べが熱を冷たく塗り替え振り払っていく。

　体育館中央のゴザの上。そこから奏でられるメロディは確実に世界を支配し、掌握した。

　それは時間にして一分足らずの演奏。三つの曲を立て続けに弾ひき終えた曜よう子こは、最後にそっと指を離して顔を上げた。

「――――」

　あひるが茫ぼう然ぜんと曜子を見ていた。閉じろと言われた瞳ひとみは見開かれ、涙を浮かべていた。顔中の汗はすべて引き、その頬ほおは赤みを帯びていた。

　こんなにも違うのか、とか。演奏者が変わるとここまで表現は変わってしまうのか、とか。そのような小さな感想を放棄して。

　彼女は感動していた。

「投げ出さないで」

　え、とあひるの喉のどから呼気が漏れる。

「諦あきらめないで。逃げないで」

　一言一言、曜子は丁寧に、真しん摯しに紡ぐ。

「あなたの大切なものを、その手で守ってあげて」

　放心していたあひるは、やがて噛かみ締めるように呟つぶやいた。

　投げ出さない。諦めない。逃げない。

　大切なものを――この手で守る。

「私に……いえ」あひるは嗄かれた声で言った。「ぼくに、時間をください」

　曜子は頷うなずいた。

　あひるは今までに与えられたすべての楽譜を取り出し、真剣な眼まな差ざしで洗い直しを始めた。テンポの確認。音符の確認。リズム、すくいづめのタイミング。一度は習得したはずのものを、今一度ぶつぶつと呟いて吸収していく。唇の形は自然にアヒルのくちばしのようになる。曜子はじっと見守った。

　楽譜の確認を終え、次にあひるは使用する弦を一音ずつ弾はじいていった。手ごたえを確かめるように、じっくりと。飽きずに何度も――アヒル口で。三十分たっぷりその作業を繰り返してから、今度はすくいづめの練習に取りかかった。六弦のすくいづめと七弦のすくいづめ。弦の位置や力の入れ具合の調節。納得がいくまで続けた。

　一時間ほど繰り返したところで、指を離した。今度は――瞳を閉じた。

　その姿勢のまま一分少々。あひるは微動だにしなかった。

「……できた」

　あひるが瞼まぶたを開いたとき、曜よう子この全身に鳥肌が立った。館内にこもった熱が一斉に引いていく。

　――来た。

　あひるの瞳ひとみには憤りも動揺も涙もなかった。

　ただただ凪ないだ、けれど確かな輝きだけがあった。

「いきます――」

　一曲目冒頭の七弦が、弾はじかれた。焦りも迷いもなく四分音符が続く――。

　……それは曜子のものに比べると、とても拙つたない旋律だった。

　どうしたって技術の差は見過ごせない不完全な演奏。けれど。

　――とても頼り甲が斐いのある旋律。

　少ない音数が連なり曲を描いていく。いつの間にか『たこたこあがれ』は『ゆうやけこやけ』に移行しつながっていた。まるで同じひとつの曲のように連鎖する。

　三、五、六小節の三箇所にあるすくいづめ。うねる指が完かん璧ぺきにそれを再現した。

　最後の曲『一番星見つけた』。ゲームが始まってから初の挑戦であるにもかかわらず、あひるは演奏を止めずにつなげた。汗が滴したたる。

　冒頭から続け様のすくいづめ。弾いた糸を裏側から再度すくい上げる――ミスはない。そのまま八小節目まで一気に弾ひき切る。

　そして九小節のすくいづめ、十小節の六弦の連続、十一小節目の六、七弦。

　十二小節。

　七弦の長音――！

「――――っは」

　あひるは顔を上げた。汗と涙が弾ける。

　曜子は微笑ほほえんだ。

「おめでとう。ゲームクリアです」

　あひるは唇を噛かみ、そして、

「お願い、です」頭を下げた。「ぼくを助けてください……」



　セミの鳴き声と熱が体育館に戻っていた。

　泣き崩れるあひるに、

「あたしには好きな人がいます」曜子は言った。「その人は女性の方です」

　びくりとあひるの肩が揺れ、涙と鼻水でぐしゃぐしゃの顔が上げられた。

「え……」

「そして、その人には恋人がいます」

　曜よう子こは知っている。

　どうして自分でなくてはいけなかったのか。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいではなく。古こ都とゆかりでもなく。藤ふじ森もり文ぶん七しちでもない。どうして手紙を受け取るのが自分、霧きり島しま曜子でなくてはいけなかったのか。そう仕向けられたのは何な故ぜなのか。そこには差出人が知り合い云うん々ぬんではなく、もっと大きな、大切な要因がある。

　――あたしが、あひるさんと同じだから。

　あひると同じように同性を好きになった自分だから。

　――だから今、あたしだけなんだ。

　今この場であひるを救えるのは、霧島曜子だけ。

　だから、曜子は、進む。

　――五十嵐くんができることは、全部あたしにもできるんだ。

　日向ひなたあひるを、救う。

「ふたりはとても仲が良くて、あたしの踏み込む余地なんかなかったけれど。あたしは一度も自分のことを異常だと思ったことはありません」

　涙をまとう視線を受け止め、曜子は言う。

「あたしがゆかりさんを想おもう気持ちは、誰だれかに否定されて踏んづけられるようなか弱いものじゃありません。あたしはゆかりさんが好きで、大好きで、好きすぎて、そうやって彼女のことを好きでいられる自分に後悔なんてしない」

　異常と言われても。変態と罵ののしられても。人間扱いされなくても。

　この気持ちは、誰にも否定できない。

「……ぼく、だって……後悔なんか」

「だったら甘えないで」

「――――」

「投げ出さないで。諦あきらめないで。逃げないで。あなたの大切なものを――その手で守ってあげて」

　あひるの瞳ひとみは揺れている。

　涙で濡ぬれた瞳に――力が宿る。

「あなたの気持ちは誰かに認められて、肯定されて成り立つんじゃない。あなたの意志があって初めて芯しんが通るんです。あなたたちが想い合っているのなら、その手を放さないで」

　曜子はあひるの頬ほおに触れ、涙をすくい取った。

「日向あひる」

「は、い……」

「根性だけが取とり柄えなんでしょ？」

　あひるは頷うなずく。

「彼女のことが好きなんでしょ？」

「はい」

「死ぬほど好きなんでしょ？」

「はい」

「だったらそれを証明してみせなさい」

「はい……ッ」

　あひるは何度も頷うなずき、言った。

「はい……っ！」

　曜よう子こは微笑ほほえんだ。

「だったら、後ろを向いて」

　え、とあひるは振り返る――すると涙を溜ためた瞳ひとみが、大きく見開いた。

　体育館の入り口にひとりの少女が立っていた。学園の制服を着た女の子が。

「――――ッ」

　あひるは少女の名前を呼んで立ち上がった。つんのめるように少女の方に駆け出す。少女もまた、涙を流しながら両腕を広げ――

　ふたりは抱き合った。

　あひるは子供のように泣きじゃくり、

　少女は涙声で小さく囁ささやいた。

「ばか」
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　あひると少女を残し、曜子は体育館を後にした。

　木漏れ日の降りる道をひとり黙々と歩いて――立ち止まる。

　曜子の前に、黒い影が立ちふさがっていた。

「……槍やりヶが岳たけさん」

「お務め御苦労様です」黒スーツの女――槍ヶ岳はニコニコと笑いながら労ねぎらった。「大成功でしたね」

「やはりあなただったんですね」

　曜子は嘆息した。言うまでもなく彼女がファミレスで見た女性は、槍ヶ岳だった。

　それですべてがわかった。

「あなたが封筒を入れ替えて、手紙があたしに届くように細工をしたんですね？」

　何のことやら、と槍ヶ岳は明らかに何のことやら察している表情で肩をすくめた。

　本来あひるの手紙は自分に宛てられたものではなかったのだ。あろうことかこの女は中身を別の封筒――曜よう子こ宛の――に移し替えたのである。

「ランダムに選ばれた住所がたまたまあたしのだった――そんな偶然を信じられるわけがないんです」曜子は静かに言った。「あひるさんがよりにもよってこのあたしに手紙を送りつけるわけがない。そもそもあのときあのタイミングであなたがあたしの前に姿を見せたこと――それは何より、そういう可能性をあたしに示唆するために他ほかならなかったんじゃないですか？」

　槍やりヶが岳たけはとても嬉うれしそうに口元を歪ゆがめた。

「さすが霧きり島しまさん。私の期待通りです」

　槍ヶ岳はこの世界とは別の世界『内世界』の人間である。

　内世界のテレビ局ＯＴＶの《ザ・外界ウォッチング》という番組の専属リポーターで、今までも特別企画と称して様々な厄介ごとを主に鉄てつ平ぺいに持ち込んできた元凶だ。彼女の目もく論ろ見みにより、鉄平などは様々な仕掛けに翻ほん弄ろうされてきた。

　そういった経験を顧かえりみるのならば、今回のケースもこれまでと同様のものと考えるべきなのだ。届くはずがない手紙が届くという不思議な現象――それと同時期にこの女リポーターの姿を発見したら、それはもう完全に関連しているということ。

「たまたま別の企画でこちらの外世界にお邪魔していた私たちは、偶然にも不幸電波をぶっ放しまくっている手紙が投とう函かんされるのを目撃しました。差出人は奇くしくも霧島さんと同じ学園生。私たちは封筒を差し替え、それが霧島さんに届くように仕向けました」

「そうやってあたしがあひるさんを救うように仕向けた、ということですか」

「いいえ」槍ヶ岳は首を横に振った。「私たちはあくまで封筒を差し替えただけです。強制はしなかった。あひるさんを救ったのは、霧島さんの純粋な意志によるものですよ。だからこそ霧島さんは日向ひなたあひるに手紙のことを話さなかったのでしょう？」

　図星だった。

　手紙のことがなくたって、自分はあひるを救っていた。その意思表示として、あくまで手紙のことには触れなかった。

　――あたしはひとりの先輩として、ひとりの後輩を救いたかった。

　自分なりの意地だった。

　曜子は疲労の濃いため息をついた。何にせよ槍ヶ岳の望む通りの結果になったことには変わりない。

　あひるの恋人である《彼女》を探すのは簡単なことで、イジメのことをネタに、半ば脅迫的にクラスメイトの口を割らせた。あひると別れて以来、《彼女》は『攻撃』こそされなくなっていたもののクラスからは無視の状態が続いていたらしい。

　住所を調べ家にまで押しかけた曜子に、《彼女》は言った。

「あひるが苦しむのを見ていられなかった」

　強がってはいたけれど、《彼女》だけでなくあひるもまた、『攻撃』の日々に消耗していた。《彼女》はそれを見るに耐えられなくなり、あひるからの別れを受け入れた。とどのつまりあのふたりは、お互いが傷つく姿を見ていられなくなっただけなのだ。

　曜よう子こに残された仕事は、あひるの正直な気持ちを引き出すこと。あとはふたりの問題。

　ふたりがたたかい続けるだけなのだ。

「ところで何な故ぜ日向ひなたあひるが琴部に入部したのか、霧きり島しまさんはご存知ありませんね」

　槍やりヶが岳たけの質問に、そういえばと曜子は首を傾かしげた。そのことを聞き忘れていた。

「彼女は霧島さんの箏ことが聴きたかったのですよ」

「え……」

　ふふ、と槍ヶ岳は笑い、「日向あひるが交流会の霧島さんの演奏記録を聴いて感動した、というくだりは本当の話です。実際はもっと早いペースで、遺書である手紙を投とう函かんし終え自殺するつもりだった彼女は、けれど霧島さんの箏が聴きたくてその日を引き延ばしていたのです。文章を細かく区切り、できるだけ長い間アナタの音楽が聴けるよう。死ぬのも惜しんでしまうような最高の音楽を聴くために」

　曜子はぽかんと呆ほうけた。

「つまり霧島さんの音楽は、人知れず誰だれかを救っていたのですよ」

　あ、やばい。曜子は慌てて槍ヶ岳に背中を向けた。いきなり溢あふれてきた涙を隠すために。

　ものすごい勢いで実感が込み上げてくる。――できたんだ。

　自分にも誰かを救うことは、できたのだ。

「霧島さん。今度はアナタの番ですよ」

　曜子は肩越しに振り返った。

　槍ヶ岳は柔らかな笑みを浮かべていた。

「今度は、アナタが闘うときです」

「…………はい」

　頷うなずき、曜子は携帯電話を取り出した。履歴からある番号を呼び出す。

「……もしもし。ゆかりさんですか？　はい。曜子です。今お電話大丈夫ですか？……ありがとうございます。いえ、すぐに終わります」

　すう、と曜子は小さく深呼吸した。

「ゆかりさん、実はあたし」

　負けるな。

　この恋を、解き放て。

「卒業したら――中国に留学するんです」



　後日、名無しの差出人から手紙が届いた。

　ぼくは元気です、と。
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　なんでなんだろう、と不思議に思う。

　確かにこれまでも努力を怠ってきたと言われればこれっぽっちも否定はできない。そのツケが今こうして回ってきたのだということも理解している。自業自得と言えば全くその通りだし、むしろこんな自分は少数派であることもわかっている。

　けれど……もっと別の形でツケを支払うことはできなかったのか？とも思うのだ。だってそうじゃないか。奴らはどうしてこうも無慈悲に自分たち学生の有限で貴重な時間を奪おうとする？　今という時期が将来への重大な一歩になり得る――そんなことはわかっている。自分だけでなくここにいる全員が、いつでも未来に漠然と不安を抱いていて、でもそうとは悟さとられないように肩かた肘ひじを張って生きているんだ。

　そう。俺おれたちは毎日闘っている――一見遊んでいるように見えて、その実、曖あい昧まい模も糊ことした未来、その存在の重圧に懸命に耐え、闘っているのだ。なのにそんな自分たちをこのような空間に押し込めてしまうのは果たして正しいことなのか？

　答えは断じて否だ。あり得ない。

　だから、要するに――藤ふじ森もり文ぶん七しちはこう言いたい。

「このクソ暑い中、どうして俺は補習なんか受けなくちゃいけないんだ！」

　時は七月の下旬、季節は夏のど真ん中。

　窓を開ければ涼を得るのと引き換えにけたたましいセミの声が飛び込んできて、突き刺す日差しに蜃しん気き楼ろうのように視界が歪ゆがみ、夏服の半はん袖そでワイシャツは汗でべったりと肌に張り付く。そんな不快指数満点な日中。

　羽は原ばら羽ばね高校３‐Ｃの教室では六名の生徒が『夏季補習中』という不快度割り増しな状況で机に向かい――そのイチ補習生である文七はとうとう耐え切れず涙を流しながら机に拳こぶしを叩たたきつけた。

「海だ……海が俺を呼んでるんだ！」

　この期ごに及んで無造作ヘアを主張する文七の髪は湿気にへにゃりと萎しおれている。夏休みにもかかわらずまたしてもピアスは没収され、いい加減その耳のピアス穴もふさがりつつある。クラスでは文七は中途半端なチャラ男として適当な感じに認知されていた。

「落ち着け藤森」窓際にパイプ椅い子すをセットし、教科書で顔を扇あおいでいた葉は山やま光みつ利としがだるそうに言った。「お前を呼んでいるのは海じゃなくて目の前のプリントだ」

「嘘うそだ、そんなの嘘だ！」

「嘘じゃない。そもそも海が呼んでいるのは俺おれだからな」

「……え」

　これには眠りに落ちる寸前だった他ほかの補習生（約一名を除く）たちも顔を上げた。葉は山やまは扇あおぎながら無気力な顔で言う。

「海は俺を呼んでいる。この俺を呼んでいるんだ」

「先生？」

「なのになんで俺は補習の監督をしてるんだ？　しかも一、二年生には補習生なんてひとりもいないというのに、三年生だけ……何な故ぜか進学クラスの奴までいるし……ぶつぶつ」

「先生、何ぶつぶつ呟つぶやいているんスか」

「というか藤ふじ森もり……お前は卒業したら実家を継ぐんだろ……？　なんで進学クラスに入ったんだよ……しれっとした顔で『俺、進学します』なんて嘘つきやがって……ぶつぶつ」

「あの、できれば本人に直接言ってください。ここにいる俺に」

「あー。海行きてー」

「……」

　悲しくなってきたので文ぶん七しちは席に座り直した。他の生徒はすでにテキストに戻っている。

　文七は改めてプリントを見下ろすがどうにもやる気が出ない。嘆息し、教室をぼんやりと見渡した。

「……おぉ」

　隣の席の補習生が、死んだように机に突っ伏していた。知恵熱だろうか、心なしか頭から湯気が立ち昇っているようにも見える。プリントに涎よだれを垂らし白目を剥むいてぴくりとも動く気配がない。

　文七は手を挙げた。「せんせー。てっぺーが腐ってます」

「ん？　ああ、五十嵐いがらしは大変な時期だからな。そのまま腐らせてやれ」

　葉山は「あちー。うみー」と再び顔を扇ぐ。

　文七のクラスメイトであり悪友であり腐った死体でもある鉄てつ平ぺいは今、受験勉強のピークを迎えていた。元々が文七と変わらない成績の持ち主でありながら、無謀にもハイレベルな大学を目指し始め、最近は連日連夜の勉強に文字通り死に物狂いらしい。ゆかりの家庭教師のお姉さんに手取り足取りスパルタ授業をされているおかげか、模擬試験の成績に限っては少しずつではあるが右肩上がりにあるとのことだ。

　そんな鉄平が低成績者を対象とした補習に参加しているのは、六月に起こったとある事件により欠席が続いてしまったためである。足りない出席数を補習で補おうという学校側の取り計らいだった。

　こいつも苦労してるよなぁ。と文七は他ひ人と事ごとのように思う。受験勉強に加え、鉄平はその事件で一度は《死んだ》と見なされ、《社会的に抹殺》されてしまっていた。諸もろ々もろあって生きて帰ってきたわけだが、戸籍関係の訂正はもちろんのこと近所や学校への生存報告で随分と苦労したらしい。それが終わってからもひと息つく間もなく勉強勉強勉強の日々だ。時々かわいそうになってくる。いや嘘うそ、わりと面白い。

　ふといたずら心が湧わいて、文ぶん七しちは鉄てつ平ぺいの真横に椅い子すをずらした。耳元でそっと囁ささやく。

「てっぺー。槍やりヶが岳たけさんが来たぞ」

　鉄平の顔が苦しげに歪ゆがみ、「うぅ……勘弁してくれ……」と低く寝言を呟つぶやいた。

「てっぺー。合格発表だったけど、お前の番号載ってなかったぞ」

「うぅ……茜あかねさんに殺される……」

「てっぺー。ゆかりちゃんがピンチだぞ」

「うぅ……何度目だよ……」

　鉄平はとうとう脂あぶら汗あせまでかいて苦く悶もんの表情を浮かべている。興が乗ってきた文七はさらに続けた。「てっぺー。夏といえば怪談。学校の怪談だ」

「かい、だん……？」

「ウチの学校には昔、屋上から飛び降りて自殺した女子生徒がいるらしい。その霊が屋上に棲すみついてるって話だ」

　入学してから毎年、生徒間で夏の怪談として語られるオーソドックスなネタだった。その真偽のほどはわからないが、場を盛り上げる内容としては格好の怪談だ。

「これだけなら、よほどの怖がりじゃないなら別段どうってこともない。しかしこの話の一番のホラーは……特にてっぺーにとってのホラーは」

　ごくり、と寝ているはずの鉄平の喉のどが鳴る。

「その女子が、受験戦争を苦に自殺したっていう――」

「うわああああああッ！」鉄平は飛び起きた。「死にたくねー！」

　突然の悲鳴に、教室にいた全員がびくりと肩をすくめた。鉄平は滝のような汗を流し肩で息をしながら「……あれ？」と教室を見回した。

「五十嵐いがらし」

　教科書で扇あおぎながら、葉は山やまが言った。

「海、行くか」



　昼前に補習の初日は終わった。

　葉山の自主的な申し出により鉄平は車で自宅に送られることになった。誰だれもえこひいきだとは思わなかった。家に帰ったら宿題が……茜さんの課題が……源げん之の助すけさんから電話が……と青い顔でうなされる鉄平は葉山の自家用車に押し込まれ送還されていった。

「さて、と」

　玄関から外に出た文ぶん七しちは、く、と背伸びした。どこまでも青い空、眩まばゆい日光、緩やかな夏風。気持ちよさそうに目を細め、考える。これからどうしようか？

　こんな天気のいい日は思い切り遊んでしまいたい。街にでも繰り出すか。しかし鉄てつ平ぺいは誘えないし。別の友達に声をかけてみようか。あまりに気持ちがいいから気まぐれに実家の酒屋の手伝いをしてもいいかもしれない。

　そうやって何とはなしに背伸びしながらピンクの校舎を見上げたとき、

「……ん？」

　屋上の人影に気付いた。

　風にたなびくスカートに、遠目にもそれが女子生徒だということはわかった。屋上のフェンスはおおよそ肩くらいまでの高さしかなく、彼女はフェンスに腕を乗せて身を乗り出していた。

　文七は硬直した。それは決してスカートの中が見えそうになったからというヤマシイ思いからではなく（ほ、本当だぞ）、先ほど鉄平に囁ささやいた怪談が脳裏に蘇よみがえったためだった。

　屋上。女子生徒。受験を苦に。自殺。幽霊。

「いやいや。まさか。ンな馬ば鹿かな」

　文七は苦笑した。幽霊なんて。そんなものいるわけないだろ？

　もしくはあれが幽霊でないとしても――まさかいきなり飛び降りるなんてことはないだろう。こんなお気楽な学校で受験に悩んで自殺を図ろうとする奴など、それこそ鉄平くらいのものだ。

　あそこにいる彼女はきっと、屋上で涼んでいるだけなのだ。

「そうそう。屋上って気持ちいいもんな――ってなんで俺おれは屋上にいるんだよ!?」

　気が付けば文七は屋上に続く扉の前に立っていた。しん、と静まり返る階段の踊り場。いつの間に階段を上ったのか覚えていないが、ここまで来たら引き返せない。うんうん、確認しなきゃね。け、決して確認しないと怖いからとかそんなんじゃないぞ。ぶつぶつと呟つぶやきながら文七は扉のドアノブを掴つかんだ。

「……ん？」

　扉と壁の間に薄く隙すき間まがあり、そこから話し声が洩もれてきたような気がした。声はひとり分しか聞こえないが、独り言というよりは誰だれかがもう一方に話しかけているようなニュアンスだった。先ほどの女子以外にももうひとり誰かいたんだろうか。首を捻ひねりつつもドアノブを回す。……これで誰もいなかったらホラーだ。鉄扉は施錠されておらず重い抵抗の後に開いていく。外から吹き込んできた風が前髪を持ち上げた。

　屋上のコンクリートの床一面が日差しを受け、光の絨じゆう毯たんのように輝いていた。文七は目を細めて屋上に足を踏み入れる。そしてそこに確かに女子生徒の姿を見つけてほっと胸を撫なで下ろした。よかった、飛び降りてもいないしちゃんと足もある。

　彼女はフェンスに寄りかかり、鉄扉の軋きしむ音に驚いた様子でこちらを振り返っていた。髪留めをつけたショートカットの黒髪が風に揺れ、半はん袖そでのセーラー服が日の光を弾はじいている。目に見える範囲で屋上にいるのはこの少女だけだった。

　よっ、と文ぶん七しちは少女に向かって手を上げた。少女はぎこちなく会え釈しやくを返し、目を伏せた。

　うつむきがちなので、目元が前髪で隠れていた。両手は何かをガードするように胸の前で組まれ、小さな身体からだをこれでもかというくらいにさらに小さくしている。肩が少し震えていて、なんだか肉食動物に遭遇した小動物のような反応だった。

　どうやらかなり大人しい子のようだ。自分の容姿が優等生のそれとは真逆であることくらいは文七もわかっていたので、なるべく友好的に見えるようヘラッと笑って親しげに話しかけた。

「落ち着いて。俺おれは怪しくないよ」文七は自分が馬ば鹿かだということをあまりよくわかっていなかった。「俺は３‐Ｃの藤ふじ森もり文七。君は？」

「……１‐Ａ、滝たき本もとゆず、です」

　か細く、控えめな声だった。

「ゆずちゃんか。かわいい名前だね」

　滝本ゆずは頬ほおを染め、さらに深くうつむいた。

「ゆずちゃんはここで何を――」



    

  
    
      



    

  
    
      　言いかけたとき、ふわ、と強い風が屋上を吹き抜けた。

　下から上へと吹き上げる風は、ゆずの前髪をふわりと持ち上げ、ついでにゆずのスカートもふわりと持ち上げた。おぅ、と文ぶん七しちは小さく唸うなる。

　身体からだは小柄だが、スカートの下から現れた両脚は意外としっかりとした筋肉をしていた。腰から足元に至るまでのラインに張りがあり、太ふと股ももは細身ではあるが力強いバネを秘めていそうだ。そんな太股の付け根には純白のパ――

　がばりとゆずはスカートの前を両手で押さえた。

「……」

「……」

　うつむいていたゆずは、恐る恐る前髪の間から文七の方を覗のぞき見た。

　文七はふるふると首を横に振った。

「落ち着いて。俺おれは何も見てないよ」

　ゆずの顔が沸騰した。



　　　２



　屋上は施錠されてなかったの？という問いに、ゆずはたどたどしく答えた。

「今年の二月頃ごろに一度、屋上の入り口が壊れたのはご存知ですか」鼓膜をかすめるようなか細い声なので、注意して聞かないと風に流されてしまう。「私もそのときはまだ中学生だったので噂うわさで聞いただけ、なんですが」

「あ、うん」文七は曖あい昧まいに頷うなずく。それは鉄てつ平ぺいが止やむを得なく爆破したためなのだが、とりあえず言わないでおく。「で？」

「それで、修理したらしいんですけど……扉が壊れたときに壁も歪ゆがんじゃって、その調整がされてないんです。それで鍵かぎも上う手まくかからなくて」

「へー。じゃあゆずちゃんはちょくちょく屋上には来てたんだ？」

　ゆずは頬ほおを赤らめてこくりと頷いた。ちゃん付けで呼ばれることに照れがあるようだ。

　ふたりは並んでフェンスに背中を預け、床に腰を下ろしていた。文七は床に直接座り、ゆずはハンカチを敷いてその上にスカートを抱き込むようにして体育座りをしている。

「先輩はどうして屋上に……？」

「屋上を見上げたらかわいい女の子がいたから」

　反応がない。横目で隣を窺うかがうと、ゆずは顔を折り畳んだ太股に埋めていた。「か、かわいくありません」とぼそぼそ呟つぶやくのが聞こえた。

　あれれ、と文七は目を丸くした。こういうリアクションは想定外だった。クラスメイトの女子だったら鼻で笑うところである。なのにこうピュアな反応をされると……こ、恋が始まっちゃうぞ？

「ゆ、ゆずちゃんはここで何してたのかな？　せっかくの夏休みなのに。あ、俺おれは補習だったんだけど」

　はっとゆずは顔を上げ――そのまま前方を見つめて動きを止めた。

「え？　ど、どしたの？」

　戸惑う文ぶん七しちをよそに、ゆずは何やら「うん……やってみるよ」と小さく頷うなずいている。まるで彼女の前に誰だれか人がいるかのように。

　ゆずは器用にお尻しりを動かし、体育座りのまま文七に向き直った。「先輩」

「あ、うん」

「バカにされるかもしれないんですが」

「？　しないよそんなこと」

　ゆずは微笑ほほえみ、言った。「私はここに、友達に会いに来たんです」

「友達？」

　そういえば屋上の扉を開ける前に、話し声を聞いたような気がする。しかし見たところその友達とやらの姿は見当たらない。

「……友達は来なかったのかな？　約束をすっぽかすなんてひどいな」

　ゆずは首を横に振り、

「彼女はもういます」ゆっくりと前方に人差し指を向けた。「そこに」

　文七はその指差された先を目で追うが、当然のごとく誰もいない。首を傾かしげる文七に、ゆずは心得ているように頷いた。

「彼女は、私にしか見えないんです」



　ふたつにひとつだ――文七は普段使わない脳をフル稼働させる。

　単純に霊感があるということなのか、はたまたただの電波系頭がおかしいか。

　幽霊の存在を信じるかと訊きかれたら、文七はちょっと返答に困る。自分はこれまで考えもしなかった異世界――『内世界』という存在を知っている。そんな超常的なものを知った今では、幽霊なんていてもおかしくないように思えてしまうのだ。かといって頭から信じるかといえばそれも悩みどころで、正直幽霊話は人並みに怖いが、それはなんというか人間の想像力が引き起こす妄想に因よるところが大きいと思う。要するに「幽霊？　よくわかんねえけど怖いッス」というレベルだ。そして電波系に関しては、その筆頭のような人物を異世界の人間に知っていたのでまだ抵抗は少ない。

　ふたつにひとつ。だが絞り切れない。ここは慎重に様子見と行こう――文七はゼロコンマ数秒の時間でそこまで考えると、恐る恐る問いかけた。

「それは……幽霊ってこと？」

「正確には幽霊“〝っぽい”〟ものです」

　どこが正確なんだ。突っ込んでやりたいところを文ぶん七しちはぐっと我慢する。

「彼女の名前はユー子と言います」

「ユー子？」

「はい。《幽霊っぽい女の子》だから、ユー子。彼女は自分の名前を忘れてしまったらしいので、私が名付けました」

　にしても安直すぎやしませんか。という声を、文七はやはり飲み込んだ。

「ユー子は……私たちと同じ制服を着た、この学校の生徒です」

　それは先月のことだった。

　偶然にもゆずが屋上を訪れたとき、そこに女の子がいた。女の子は羽は原ばら羽ばね高校の制服を着ていたので、当然ゆずは生徒だと思って話しかけた。すると彼女は目を丸くし、

『あなた、私が見えるの？』

『え』

『見える。見えるのね!?』

　後にユー子と名付けられる少女は、涙を流しながら言った。私の姿は誰だれにも見えないの――。それから彼女は少しずつ事情を説明してくれた。

　ユー子はふたつの記憶を失っていた。

　ひとつは『どうして自分が屋上にいるのか』という記憶。気が付けば――本当に「気が付けば」としか表現できないような唐突さで、ユー子はひとり屋上に立ち尽くしていた。いつも通り登校してきたところまでは思い出せるのだが、そこで不意に記憶は飛んでしまう。自分がどうやって、どうして屋上を訪れたのか、その経緯が思い出せない。

　ふたつ目の喪失は『名前』。ユー子は自分の名前を思い出せないでいた。例えば友人や家族が彼女の名前を呼ぶ場面を思い返すことはできても、肝心の名前の部分だけが欠け落ちてしまっているのだ。まるで放送禁止用語でも喋しやべっているかのように、セリフの中に空白が生まれる。自分のセリフでさえ同様だった。

　この不可思議な事態に、当然ユー子は混乱した。一体自分の身の上に何が起こっているのか、まるでわからない。とりあえず誰かに話を聞いてもらおうと思い屋上を出ようとした。すると不思議なことに彼女の脚は床に縫い付けられたかのように動かなくなる。何度も試したが結果は同じだった。屋上を歩き回ることはできるのだが、「屋上を出る」ということを意識すればそれだけで身体からだは固まってしまう。

　つまりユー子は屋上から出られなくなっていたのだ。

　屋上には時折人が訪れたが、ユー子の姿を目に留め、話しかける者はいなかった。視線はユー子を素通りし、身体はユー子をすり抜ける。ユー子の声は誰にも届かない。無論、誰かが彼女を捜しに来るということもなかった。

　自分はまるで「幽霊」にでもなってしまったようだった――。

　そうして原因不明のままユー子が《屋上の幽霊っぽいもの》になったのは、今年の春。ゆずと出会うまではただひとり、孤独に、誰だれにも捜されることなく――ここにあり続けた。不思議と飲まず喰くわずでも彼女は死ななかった。

「ユー子はずっとひとりで、こんなところにいたんです」ゆずはまつ毛を伏せた。「私に見つけられるまで、誰にも知られずに……想像できますか？　透明人間のように身体からだをすり抜ける視線。存在を無視されるということ。その寂しさと悲しさが想像できますか？」

　屋上から見下ろした景色の中で、たくさんの生徒たちが笑っている。

　ひとりぼっちでそれを見ている。

「自殺を図ったこともあるそうです。ここから飛び降りようとして。でもそれも『屋上を出る』ことには変わりないから、意識しただけで身体が動かなくなる。頭を床に叩たたきつけても全然痛くないし傷も付かない。それでも、涙は出るんです。胸が軋きしむんです。心は傷つくんです……」

　ゆずの瞳ひとみが湿り気を帯びていた。

　文ぶん七しちは恐る恐る訊たずねた。「……ゆずちゃんは、その、ユー子ちゃんに触さわれるの？」

「はい。それも何な故ぜか私だけは」

　ゆずは虚空に右手を伸ばした。ユー子、手をつなごう。そう口にするとその手が握手の形になった。見えない何かに握られたように。ありがとう、と微笑ほほえんでゆずは手を離した。

「ユー子は泣いたんです。私となら会話することも手で触れることもできると知って、『嬉うれしい』って泣いたんです」

「……」

「それから私はユー子に会いに来るようになりました。たくさん話して、たくさん触りました。……ユー子は女の子なんです。幽霊でも透明人間でもない、ひとりの、ちゃんとそこにいる女の子なんです。私の大切な友達です。だから私は夏休みもここに、友達に会いに来たんです」

　少し強い口調で言うと、ゆずはこわごわと文七の方を見やった。

「先輩は……信じてくれますか？」

　文七は答えず、ゆずが先ほど手を伸ばした空間に、自分も手を伸ばした。

「ここにユー子ちゃんがいるの？」

「……はい」

　文七の手はやはり空くうを切るだけだった。何度も往復させて手を動かしてみたが、何の手ごたえもない。

「あの、先輩……」振り返ると、ゆずが赤い顔をうつむかせていた。「そ、そこは、ユー子の……その、む、胸の……」

　おぅ、と文ぶん七しちは慌てて手を引っ込めた。

「信じてくれなくていいんです」ゆずは言う。「とても信じられないのが普通です。でも、先輩に折り入ってお願いがあるんです」

「お願い？」

「ユー子の友達になってもらえないでしょうか」

「……」

「ユー子の姿が見えなくてもいい。ただそこにいる、それだけを感じてもらえればきっとユー子も喜びます。ユー子がどんな女の子で、どんな思い出を持っているのか。全部私がお話しして伝えます。先輩はその話を聞いてくれるだけでいいんです。補習の後の一時間、いえ三十分だけでもいいので、私たちに付き合ってはもらえないでしょうか？」

　ゆずは抱えていた膝ひざを解き、立ち上がって深々と頭を下げた。

「お願いします。今はまだ、信じてくれなくてもいいから。私を、頭のおかしい人だと思ってもいいから……どうか先輩の時間を貸してください」

「……」

　信じる信じないの話をすれば、信じないになる。と文七は思う。

　ゆずに言われた場所を見ても何も見当たらないし、手を伸ばしても何の手ごたえもない。そこにはただただ生ぬるい空気が漂っているばかりで、信じろという方が無理な話。

　それどころか文七は、得意のジョークも出ないくらいに困惑している。ゆずが語ったことは明らかに電波でぶっ飛んだ内容だったが、それにしてはゆずの瞳ひとみには曇りがなかった。夢想するように遠くを見つめるのでなく、真まっ直すぐに目の前の文七を見つめてくる。この目が妄想を語っているようにはどうしても思えない。

　何がなんだかわからない。この状況もゆずの話も全部意味不明。

　ただ――ただひとつだけ、そんな文七にもわかることがあった。

「……ゆずちゃんは、ユー子ちゃんが大好きなんだね」

　ゆずは頭だけを上げて、ぱちくりと瞬まばたき――微笑ほほえんだ。

「はい。ユー子は私の一番の友達です」

　それまでの控えめなそれではなくて、迷いのない微笑み。

「……」

　信じる信じないの話をすれば、信じないになる。――理性に従って言えば。

「わかったよ」今の顔を見られたくなくて文七はうつむいた。「時間はあり余るほどあるから。補習の後でいいならいくらでも付き合うよ」

　ゆずは表情を輝かせた。「ありがとうございますっ」

　理性は、とても信じてくれない。自分を納得させられない。ゆずは自分を騙だまして何か企たくらんでいるのかもしれない。

　でもその笑顔はとてもきれいで。

　ちょっとの間だけ騙だまされてみようかな、なんて思った。

　顔？　赤くねーよ。
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　二日目の補習はぐだぐだだった。

「冷やし中華ひとつ。羽は原ばら羽ばね高校の３‐Ｃの教室まで。二階の中央辺りな。よろしく」

　と葉は山やまが携帯電話で出前を呼ぶほどぐだぐだだった。生徒たちがジト目で見るのもかまわず、鼻歌なんぞを歌って余裕たっぷりだ。

　今日も天気は快晴、気温は絶好調で上昇中。葉山はうちわで顔を扇あおぎながら出前待ち。生徒たちはぶつぶつと非難の声を呟つぶやきながらプリントと格闘。補習生のひとりである鉄てつ平ぺいは、出席はしていたがぐったりと泡を吹いて机の上で死んでいた（昨日はあの後もゆかりの家で勉強させられたらしい）。

　文ぶん七しちは葉山のダメ教師ぶりもプリントも放置して、シャープペンを回しながら別のことを考えていた。

　――ゆずちゃんは本気なんだろうか。

　考えても仕方のないことはわかっていたが、それでもふとすると考えている。ゆずは本当にユー子という少女が見えているのか。それともただの妄想に過ぎないのか。自分を騙しているだけなのか。それとも――思考の堂々巡りを繰り返し、文七はぐしゃぐしゃと髪をかきむしった。わかんねえ。わかるわけもない。でも考えてしまう……。ちなみに文七のその様子を見て、葉山が「めずらしく藤ふじ森もりが集中してるな」などとひどいカンチガイをしていた。

　そうこうしていると教室の戸が開いた。

「出前です」

「お、ご苦労さん」

　文七は視線を上げた。入ってきたのは白い前掛けに三さん角かく巾きんをかぶった女性で、彼女はおかもちを重そうに抱えて危なげに戸をくぐっているところだった。

「……え？」それは見覚えのある人物だった。「お、大おお目め玉だまさん？」

　文七の声に、はっと女性――大目玉が振り返った。彼女の特徴とも言うべき上縁眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが見開き、ホクロ付きの口元が強こわ張ばる。

「――――っ！」

　大目玉は踵きびすを返して教室の外に飛び出した。文七も慌てて席を立って後を追う。お、俺おれの冷やし中華ー!?という葉山の声を背中越しに聞いたがどうでもよかった。

「なんで――出前なんてやってるんスかっ？」

　逃げる背中に問うが、大おお目め玉だまは振り返らない。おかもちの重さに振り回されながらもよたよたと逃げ続けている。

「待ってください！　ちょっと聞きたいことがあるんスよ！」文ぶん七しちはすぐに追いつき、「ぶっちゃけ幽霊っていると思いますか!?」

　引き止めようとその手に触れたとき、ぐるんと目の前の背中が回転した。

「え」視界の右端に銀色のおかもちが現れて――、「ぶべらっ」

　凄すさまじい膂りよ力りよくで横面を殴打された。文七は床を転がり壁に衝突した。おかもちが床に投げ出され食器の割れる音が廊下に響き渡る。たったったと遠ざかる足音。空耳か「またクビよぉぉぉ」という声を聞いた気がする。

「だ、大丈夫か――」

　ようやく追いついてきた葉は山やまが、叫んだ。

「俺おれの冷やし中華は!?」

　　　＊

　屋上に行くとゆずが虚空に向かって何か話しかけていた。文七に気が付くとほっとしたように前髪の奥の目を細める。

「本当に来てくれたんですね」

「もちろん。男の中の男、藤ふじ森もり文七。約束は破らんですよ」

「……その顔の痣あざ、どうしたんですか？」

「え、ああ、うん。気にしなくていいよ」

　文七は誤ご魔ま化かすように笑った。

　結局あの人は何をしに来たのだろう。いや出前をしに来たのはわかるのだが、何な故ぜ大目玉が……まあ、どうせいつものように槍やりヶが岳たけの嫌がらせにでも遭あっているのだろう。自分が気にかけることではない。

　文七は昨日もそうしたようにフェンスに背中を預け、床に腰を下ろした。ふぅ、と空を仰ぐ。殴られた痛みは徐々にだが引いてきていた。じんと頭に痺しびれが残っている。

「……で、どうするのかな」

「あ、はい」

　文七と同じようにぼうっと空を見上げていたゆずが、はっと目覚めたようにかくかくと頷うなずいた。わりと天然な子なのかもしれない。

「昨日も言ったように、先輩にはユー子の話を聞いてもらいます」

「ゆずちゃんが話すの？」

「はい。私がユー子から聞いた彼女の思い出、私自身のユー子の印象、全部お伝えします。友達になるにはまず相手のことを知らなければ始まりません。ユー子のことをたくさん知って、お友達になってあげてください」

　と言われても。正直コメントに困るのだが、沈黙を了承と受け取ったのかゆずは勝手に語り始めた。



「ユー子は足が速いんですよ。小学校の時は毎回徒競争で一番で、中学では陸上の百メートルで全国まで行ったらしいです。でも全国の予選でいきなり何もない地面でつまずいて転んで、それで予選落ち。なんだか年寄りみたいですよね」

「頭はあんまり良くないです。走ってばかりいたから全然勉強してこなかったって。数学と英語が特に苦手で、国語ははったりが利くから好きだって言ってます。私も話してて思うんですが、ユー子って結構感情的なところがあるんですよね。なんて言いますか、視野が狭くて、かっとなりやすい。こうと決めたらそれだけしか見えない、イノシシみたいな子です」

「ただ、口数は少ない方です。元々上がり症らしくて。こういう状況だから私とはすぐに打ち解けましたけど、普段はもっと引っ込み思案で人前に立つとおろおろしちゃうって言ってます」

「そんな性格だから初恋は実らず――え？　これは話しちゃダメなの？　ダメらしいです。えっと、あとはですね」



「ちょ、ちょっと待ったぁ！」文ぶん七しちはとうとうストップをかけた。「ゆずちゃん。いきなりそんなに詰め込まれてもついていけないよ」

　このまま止とめ処どなく語られそうだった。さすがにそれでは頭の処理が追いつかない。

「そ、そうですか？　ごめんなさい……」

　しゅん、とゆずは肩を落とした。

「い、いや、だからさ。順を追って話してくれればいいんだよ。まずは……ええと、そうだ。ユー子ちゃんの特徴とか！」

　何言ってんだ俺おれ。文七は心の中で自分にツッコミを入れた。いるのかいないのかもわからない女の子の特徴なんて、そんなのあるわけないだろう。

　そうは思うのだけど、取り繕うように口は動いてしまう。「髪型とか体型とか、ルックスを知っておいた方がイメージもしやすいと思うんだ。ど、どうかな」

　案あんの定じようゆずは押し黙ってしまった。目の前の虚空を見つめ、唇を引き結んで何やら考え込んでいる。痛いところを突かれて言い訳のひとつでも考えているのだろうか。

　ゆずは「……うん」とひとり頷うなずくと、文七を振り返った。

「ごめんなさい。先輩の言う通りだと思います」

「あ、いや、うん」

「なのでこれからユー子の外見をお話しします。しっかりイメージしてくださいね？」

　説明できるのか。文ぶん七しちは驚きを胸の内に留とどめ、「お、おう」と頷うなずいた。

「ユー子の身長はほとんど私と変わらないです――」

　陸上部にしては珍しく色白で、汗もかきにくい体質。陸上で全国に行く実力を持っていたりするが体格は小柄。髪型はショートカットで、屋上に閉じ込められて以来伸びる気配がないとのこと。爪なども同様で、ユー子の成長はどうやら停止しているらしい。細長くて整った指がちょっとした自慢。瞳ひとみは深い黒色をたたえている。唇は薄く赤みがかり、笑うとえくぼができる。

　文七は試しに訊たずねてみた。

「スリーサイズは？」

「上から七――いて、いでで。髪、髪引っ張られてます」

　不思議なことにゆずの頭は本当に誰だれかに引っ張られているかのように揺れた。ゆずは何もない宙に向かって「痛いよユー子」と抗議した。文七はなんとも言えない心境でふたり（？）のやり取りを見ていた。

　それにしても咄とつ嗟さに嘘うそを並べているとは思えないほど、事細かな説明だった。やはりユー子という少女は本当にいるのだろうか。うーんと文七は顎あごに手を当てる。

「もしかしてユー子ちゃんってゆずちゃんに似てる？」

「……そうですか？」

「だって体格も髪型も同じなんでしょ？　ゆずちゃんも肌白いし。人前に立つとおろおろしちゃうとか、まんまゆずちゃんだよ」

「私はユー子よりも明るいしクールです」

「何その対抗意識」

「ユー子なんて根暗です。頭よくないし、走ることしか取とり柄えが――痛い。痛いよユー子。のけぞってるのけぞってる」

　やっぱり、嘘をついているようには見えないなぁ。

　首を後ろに倒して腕をあわあわとさせるゆずを見ながら、文七は思った。とりあえず一晩考えて様子を見ることに決めていたが……やはりまだ、結論は出せない。

　文七はユー子の姿をイメージしてみたが、似ている部分が多すぎるせいかもうひとり分のゆずがそのまま出来上がるだけだった。ゆずと同じように大人しく、ゆずと同じように小声で喋しやべり、ゆずと同じように顔を真っ赤にする――ユー子という名の女の子。

　文七はふたりのゆずがじゃれ合っているところを想像して、思わず笑った。

「ど、どうして笑うんですか」

「ゆずちゃんとユー子ちゃんって、友達というよりは仲のいい姉妹みたいだと思って」

　ゆずはきょとんとしてから、口元を綻ほころばせた。

「私も、そんな感じがします」

　ゆずは隣を振り返り――きっとそこにユー子がいるのだろう――、「ね？」と首を傾けて微笑ほほえみかけた。

　二日目はそんなふうに平和に過ぎていった。
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「およ」

　今日も約束通り補習を終えて屋上にやって来たが、そこにゆずの姿はなかった。

「トイレかな」

　この夏休みの間、ゆずはユー子に会うためだけに学校に来ている。文ぶん七しちがこうして足を運ぶようになって数日経たつが、決まってゆずは何時間も早く屋上を訪れユー子との会話に興じていると言っていた。風邪で休んでいるのでもなければ、そのうち戻ってくるだろう。

　今日もあっぱれ日本晴れ。文七は床に腰を下ろして足を投げ出した。プリントの数式と英作文で頭に溜ため込んだ疲労を吐き出すように、深々とため息をつく。

「……やばいよなぁ、俺おれ」

　独りごちて、苦笑した。

　ゆずからユー子の話を聞くのは今日で四日目になる。あれからもゆずはたくさんの話をしてくれた。ユー子の愛読書、好きな俳優、嫌いな食べ物、誕生日、靴のサイズ、子猫を拾って親に怒られた思い出、小学校の頃ころに授業参観が嫌で親からいかにしてプリントを隠すか試行錯誤したこと――そしてユー子が陸上部で俊足を誇っていたことを「ほら今、そこ走ってます走ってます」と語った。その他ほかにもいろいろ。文七はゆずの口から語られるユー子の話に相あい槌づちを打ち、時に笑ったりもした。

　気が付けばこの屋上でのやり取りが、随分と心地良いものになっていた。やばすぎると自分でも思う。頭のおかしな少女の絵空事にマジに聞き入ったりして。特に厄介なのが、自分がそんな状態を楽しんでしまっているということ。これは相当にやばい。電波の仲間入りだ。

　ただやはり頭ごなしにゆずの作り話だと決め付けることはできなかった。彼女が語るエピソードはどれも平凡でありふれていて、けれど思った以上に豊富だった。そのすべてを妄想で作り上げたとは、どうにも考えにくい。もっとも「ユー子ちゃんの家族や友達の名前や住所はわからないの？　それがわかればこの状況を解くヒントにもなるんじゃないのかな」という問いには、ゆずは「そ、そういえばそうですね。今度ユー子に聞いてみます」とぎこちなく答えていたのでそこは怪しいのだが。

「ユー子ちゃんって、本当にいるのかなぁ……」

　呟つぶやきは青い空に吸い込まれる。ふと思いついた文ぶん七しちは、屋上を見渡した。

「なあ、そこにいるのか？」

　無論、返事はなかった。狙ねらいすましたかのように寂しい風が吹き抜ける。……暇だ。

「おうっ？」突然胸ポケットに入れておいた携帯電話が振動した。補習の間からマナーモードのままだった。「なんだ。メールか……ん？」

　メールは知らないアドレスからだった。誰だれかのアドレス変更の報告かな。首を捻ひねりながら文七はメールを開いた。

『いるよ』

　本文にはただ一言、そうあった。その意味をたっぷり十秒考えてから、汗が額を伝う。

　文七は恐る恐る顔を上げた。当然のことながら屋上は無人。

「ゆ、ユー子ちゃん……なのか？」

　反応はない。ゆずのイタズラ？　そんな考えが浮かぶが、ゆずとはまだ番号やアドレスの交換をしていない。

　しばらく待ってみたが、それきり携帯電話が鳴る気配はなかった。謎なぞのアドレスに返信してみても、サーバーから『メールは届きませんでした』という報告が返ってきただけだった。

　風は、寂しく吹きすさぶ。この真夏日に肌寒さを覚えた。

「……先輩？」

　びびくっ、と文七は背中を震わせた。慌てて振り返るとそこにはきょとんとした顔のゆずが立っていた。

「ゆ、ゆずちゃんっ」

「は、はひっ？」

　今度はいきなり肩を掴つかまれたゆずがびびくっ、と背中を震わせた。

「ユー子ちゃんからメールってもらったことある？」

「え？　あ、ありませんけど」ゆずは首を傾かしげる。「どうしてそんなことを？」

「俺おれのケータイにこんなメールがっ」

　ゆずは突きつけられた携帯電話のディスプレイを覗のぞき込んでから、隣に頭を傾けた。

「ユー子、メール送った？　あ、首振ってます。送ってないらしいです」

「う、嘘うそでしょ!?　絶対に送ったでしょ!?」

「いえ……首振ってますが」

　じゃあこれは何なんだ。ユー子ちゃん以外にあり得ないだろ。疑心暗鬼に駆られた文七は屋上の隅っこで膝ひざを抱えてびくびくと震えた。鉄てつ平ぺいには怪談がどうなどと嘯うそぶいていたが、実際自分の身の上に降りかかると徹底的に弱い。

「うぅ……ホラーだ。ホラーだよぅ」

「先輩、そんなに怯おびえなくても」

「いやビビるって！　いきなりメール届くとか！　何でもアリの幽霊にしかできないよこんな芸当！」

「……ユー子が悲しい顔してます」

　振り返った先にあったのは、ユー子の悲しい顔――ではなくてゆずの泣きそうな顔だった。不意を突かれて文ぶん七しちは息を飲む。

「ユー子は確かに幽霊みたいで、よくわからない状態ですけど……でも、ひとりの女の子であることには変わらないんです。確かにそこにいるんです。痛みを感じる心も持ってるんです。だからそんなふうに言わないでください……」

　ゆずは悲しげに目を伏せた。

　なんだよ、それ――文七は胸を締め付けられるような感覚に囚とらわれた。

　確かに今幽霊っぽいものを感じたけれど、だとしても相手は『幽霊』なんだ。人間じゃない。そんなものに、どうして自分がそこまで言われなくちゃいけないんだ。

　と、そう思った。思ったはずなのに――どうしてこんなにも罪悪感が湧わく？　どうしてこんなにも『やらかした』って気分になるんだ。

「……その、ごめん」

「私に謝らないでください。ユー子は先輩の目の前にいます」

　本当かよ。そう疑う心は一時的に閉じ込めることにして、文七は正面に頭を下げた。何もない空間に頭を下げることへの抵抗は、不思議となかった。「本当に、ごめん」

「……特別に許してやるって言ってます。あとメールを送ったのは自分じゃないって」

　見るとゆずが微笑ほほえんでいた。文七も苦笑めいたものを浮かべた。

　――ユー子ちゃんは、本当にいるのかもしれない。

　幽霊であろうがなんだろうが、とにかくひとりの傷つきやすい女の子が。

「悲しいですよね」

「え？」

「見えないって、悲しいですよね」

　文七は呼吸を止めた。

　ゆずの瞳ひとみが、ガラス玉のように無機質で鈍い輝きを帯びていた。

　微笑んだままなのに、それは数秒前とは明らかに違う種類の微笑だった。

「先輩って、まだユー子のこと……私のこと疑ってますよね」

　そんなことないさ。今、確かにユー子の片へん鱗りんを感じた――そう口にしようとした言葉は、喉のど元もとで引っかかった。気休めを拒絶するような何かが、ゆずの目に込められていたから。

「ユー子はいつまでも認識してもらえない……でもこんなこと、ユー子に限らず何ど処こにでも転がっている話なんですよ」

　文ぶん七しちは金縛りに遭あったように身動きひとつ取れない。

「そこにいるのに、そこに確かに存在しているのに、いないものと思われて無視される。誰だれかの視線が自分を突き抜けて後ろの風景を見ている。この声は誰にも聞き届けてもらえず、この手で触れようとしても見えない壁がある。これ、よくある話ですよ」

「よく、ある……？」

「自分以外の誰にも認識してもらえないってことは、その人は透明人間と同じということです」ゆずはガラス球のような双そう眸ぼうを文七に向けた。「ユー子と同じようにいないも同然の存在になるんです。人は他人の認識にすがらないと存在できない。この身体からだも心も記憶も思い出も、何もかも全部認めてもらわないと、存在することすらできないんです」

　ゆずは何を言ってるんだ？

　そんなにも悲しい笑い方をして、何を伝えようとしている？

「逆を言えば誰かに認識されさえすれば、その人は存在しているということになるんです。そこにいることを許されて初めて、そこにいられるんです」

「ゆずちゃん……君は一体」

「――――こんな感じで、滝たき本もとゆず的哲学でした！」

　急にゆずは高い声をあげ、あははと笑った。ガラス球だった目が黒みを帯びる。

「最近哲学に凝ってるんですよ。自分哲学ですけど。ちょっと語ってみたくなりました」

「そ、そう……」

　今のはそんな単純なものじゃなかった。文七にはわかっている。

　けれど、何な故ぜか聞けなかった。

　聞いてしまったら、あのガラス球が戻ってきてしまう気がして。



　　　５



　ここ数日は腐乱臭を発してくたばっていた鉄てつ平ぺいだったが、その日の補習では文七の隣の席で珍しくプリントに向かっていた。聞くところによると、ゆかりの家庭教師である遠とお山やま茜あかねにハッパをかけられたらしい。

『この程度で何バテてんの？　腹くくったって言ったじゃない。辛つらいのはわかるけど今が辛抱時だって何度言ったら――いや。もういい。あんたはもういい。どうでもいいや。落ちろ。浪人しろ。どうせ無む駄だなのよ。あんたがいくら頑張ったってゆかりに追いつけやしないよ。キャンパスライフなんて夢のまた夢。大学どころか社会にも出られないさ。ゆかりにもいつかは捨てられて、あんたはそのショックで引きこもってやがては親にまで見限られてひとりで死んでいくのよ。むしろ死ね。腐ってしまえ』

　鉄平は赤く泣き腫はらした目で問題を解いていた。その腕は屈辱に震え、あまりの筆圧でシャープペンの芯しんは書くというよりは彫るといった感じにプリントの解答欄を埋めていく。気のせいか教室の空気がよどんでいた。他ほかの補習生はやりにくそうにため息をつき、氷水を張ったバケツに足を突っ込んでいた葉は山やまもさすがに居心地の悪い顔をしている。

「……なあ、てっぺー」文ぶん七しちは隣の席で漫然とシャープペンを回していたが、ふと鉄てつ平ぺいに話しかけた。「透明人間っていると思うか？」

　ぎろり、と鉄平が横目で睨にらんできた。邪魔するなオーラをぷんぷんに放っていたが、文七は考え事に気を取られていたので気付かなかった。

「誰だれにも姿が見えない人間なんて、本当にいるのかなぁ」

「……見たことある」

「へー。マジでか。ってマジでか！」文七は身を乗り出した。「ど、何ど処こでっ？　いつっ？」

　鉄平はうんざりと答えた。「ハヤミだよ」

「ハヤミって――あのハヤミマコト？　『第二世界』の？」

　この世には三つの世界が存在する。

　文七や鉄平のいるこの世界――『外世界』。そして槍やりヶが岳たけたちが住む世界――『内世界』。そのふたつの世界の狭間に存在する世界が、『第二世界』である。

　槍ヶ岳の話によれば『第二世界』は悲運な事故により滅びてしまったが、そこにはとある生命体が棲すんでいたと言う。複数の個体を持ちながらひとつの意思によってつながっていた生命体。彼らは個々が独自の個性を持たない故ゆえ、他者の個体情報をまとうことでそれを見る他者の認識を歪ゆがめ、どんな姿にも変化することのできる『擬態』という能力を有していた。その生命体のひとりが、昨年のイヴの日に鉄平を苦しめたハヤミマコトだった。

「あいつが透明人間になって俺おれを襲ってきたことがあるんだよ。よくわかんねえけど槍ヶ岳が言うには、『擬態』の《認識を歪める》とかいう能力を使って、俺の脳に『そこには誰もいない』って認識させてたらしい。それで俺は目の前にいるハヤミに気付かずやられたってわけ……で文七。透明人間がどうかしたのか。文七？」

　文七は呆ほうけた顔をしていた。

　――信じられんことを聞いたぞ。

　鉄平からもたらされた情報により、ある仮説が頭の中に浮上していた。

　ユー子は『第二世界』の生命体である――という仮説。

　昨日のゆずが話していた認識の話。そして透明人間にもなれる、『擬態』という能力。

『第二世界』が崩壊し、そこで暮らしていた生命体はすべてが息絶えたわけではなかった。ハヤミマコトのように別の世界に流されたモノもいる。ユー子もそのひとりだとしたら。

　仮説に推測を足してみる。ユー子が自分のものと思っているのは、別の誰かの個体情報。誰にも見えない透明という状態は『擬態』の暴走が引き起こした現象。『第二世界』での記憶がないのは世界が崩壊したときのショックによるもの――

　――やべえ。信しん憑ぴよう性せいあるぞ。

　しかし疑問はまだある。何な故ぜゆずにだけユー子は見えたのか。もしかしたら『擬態』には見る相手によって別々の認識を与えることもできるのかもしれない。……あれ。これも推測だけど説明できちゃうぞ？

　ユー子は『第二世界』の生命体。文ぶん七しちの中でその仮説がむくむくと現実味を帯びてきた。

「な、なあてっぺー。その話もう少し詳しく」

「お、もうこんな時間か」

　監督の葉は山やまが時計を見上げて立ち上がった。タオルで足を拭ふいて靴を履く。

「もう終わり？　いつもより早くないスかセンセー」

「ちょっと用事があってな。俺おれは先にあがらせてもらう。お前らはちゃんと決まった時間までプリントやってろよ。終わったら誰だれか集めて職員室の俺の机の上に置いといてくれ」

　葉山はそう言い残して教室を後にしたが、彼の言葉は即座に補習生の頭の中から抹消された。お疲れーと誰からともなく席を立ち解散ムード。鉄てつ平ぺいも手を止め、ほっとした顔でプリントを放り出した。

「ま、待てよてっぺー。まだ話は」

　終わってない、という言葉は轟ごう音おんにかき消された。

　教室中の生徒が振り返った。視線の先には、入り口の戸が歪ゆがみヒビが入るほどの膂りよ力りよくで扉を開け放ったひとりの女性が立っていた。

　白い半はん袖そでのブラウスを豊かな胸が押し上げ、細身のパンツが理想的なラインを描いている。首元には黒いチョーカーを巻き、髪はところどころが外ハネのショートカット。くわえタバコをした顔は怖いくらいに不機嫌な顔をしていた。

　誰だこの人――という生徒たちの疑問に、鉄平の悲鳴が答えた。

「あ、茜あかねさん!?　なんでここに!?」

　この人が噂うわさの家庭教師、遠とお山やま茜先生なのか。

　茜は先ほどの鉄平とは比べ物にならないほどの攻撃的なオーラを放っていた。眉まゆは不機嫌にしかめられ、なんだか話しかけただけでぶん殴られそうな雰囲気である。

　茜がタバコをくわえたまま器用に言った。

「おい根性無し。お勉強の時間だ。わざわざこの私が迎えに来てやったぞ」

　ひいい、と鉄平は椅い子すを蹴け倒たおして後ずさった。その反応にむっとしたらしい茜は、つかつかと歩み寄ってきた。よく見るとハイヒールを履いている。

「な、なんで学校に来てんスかッ？」

「ゆかりに頼まれた。鉄平くんを見放さないでくださいだとよ。というわけでお前が逃げないように迎えに来てやった」

　鉄平が逃げ腰になるのは生存本能が働くためだろう。しかし茜は問答無用で鉄平の首根っこを掴つかみ、物でも扱うように引きずった。



    

  
    
      



    

  
    
      「茜あかねさん、待って――いで！　机に頭ぶつけた！　いでっ！　いでででで！」

　そのまま鉄てつ平ぺいは教室の外に連行されていった。最後の瞬間、鉄平は救いを求める目で生徒たちに訴えかけたが、全員一斉に目をそらした。文ぶん七しちも例に漏れず。

　お助けええええという悲鳴が、廊下を遠ざかっていった。

　しん、と静まり返る教室。遅れて文七は気付いた。

「話、途中だったのに……」



　何にせよ補習はいつもより若干早く切り上げられた。

　文七は口笛交じりに階段を上った。話は途中だったが、とりあえずユー子について少しわかったかもしれないのは確かだ。このことをどうやってゆずに話そうか。異世界の話なんて信じてもらえるかな。いや、お互い様だろ。そんなことを考えていたとき、ふと足が止まった。

　ちょうど四階にたどりついたところだった。何ど処こかの教室から声が聞こえた。張りのある大人の声。四階は一年生の教室範囲だから一年生を対象にした補習――いや、葉は山やまが補習は三年生だけだと嘆いていたからこれは講習だろう。文七は興味を惹ひかれて廊下の窓から中を窺うかがってみた。

　教室の中には二十人ほどの生徒が黒板の板書をノートに写し取っていた。教師が黒板の数式を解説している。

「……あれ？」

　その生徒の中に――ゆずの背中を見つけた。

　文ぶん七しちの知る限り、羽は原ばら羽ばね高校の講習はクラスごとでなく希望者を募って行うものだったはず。案あんの定じよう生徒たちは仲間同士で好き勝手に集まり席は不規則に空すいていた。

　けれど何な故ぜかゆずの周りだけが、ぽっかり空いていた。

　ゆずだけが誰だれともくっつかずにひとりで座っている。隣同士で何か囁ささやいて声を殺して笑う奴がいる中で、ゆずだけは――その背中だけは、ひとりで無む駄だに熱血な教師の解説に耳を傾けていた。

「――じゃあ、今日はここまで」

　連絡事項もそこそこに、唐突に講習が終わった。待ってましたと言わんばかりに生徒たちは一斉に席を立ち、教室からぞろぞろと出てきた。

　やべ、と反射的に文七は隣の教室に隠れた。

「……あれ？　隠れる必要ないよな？」

　と呟つぶやきつつも、うつむき加減にゆずが階段を上っていくのを物陰から見送った。

　教室から出た文七は、廊下を歩いていた一年生のふたりを捕まえた。

「え？　俺おれらッスか？　はい、講習ですけど」

「滝たき本もと？　ええ。あいつも参加してますよ」

　……妙だ。

　ゆずは講習に参加しているなんて一言も言っていなかった。ただユー子に会いに来ていると、それだけのために夏休みに学校の屋上に足を運んでいると、そう自分に話していたはずなのに。ひょっとして昨日、屋上にいなかったのは講習が長引いていたせい？

　嘘うそをつく必要なんてないのに。いや、ゆずにはその必要があったのか。

　あの、と恐る恐る一年生が声をかけてきたのに気付いて、文七は慌てて手を振った。

「あ、引き止めて悪かったね。さんきゅ」

「先輩は、滝本の知り合いなんですか？」

　ホワイトデーの一件のせいか、文七のことはわりと校内で知られており、それは一年生の間でも語り継がれていた。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと共に戦車と闘った男、藤ふじ森もり文七。ゆずは全く知らなかったようだが。

「ああ、うん。なんつうか駄だ弁べり仲間なんだ。彼女」

「駄弁り……あの滝本とですか？」

　あの？　首を傾かしげる文七に一年生たちは顔を見合わせた。

「だってあいつ、なんか暗いじゃないスか」「ぼそぼそとちっせぇ声で喋しやべるから何言ってんのかわかんないし」「トロくてイライラするし」「存在薄いし」「あと屋上でひとりでぶつぶつ呟つぶやいてるの見たって奴いる。電波系？」「クラスで孤立してますよ。別にハブってるわけじゃないスけど」「こういうの、なんていうんですかね」「空気のような存在？」

　一年生はふたりで笑い合い、声を合わせた。

「透明人間？」

　文ぶん七しちは一年生の頭を交互にはたいた。

「痛っ。な、何するんスか」

「ゆずちゃんは俺おれの友達だ」

　文七は一年生を睨にらみつける。彼らは気まずそうに目を伏せた。

　まだ出会ってから一週間も経たっていない。

　補習の後の一時間ちょっと、もうひとりの少女《ユー子》について語るだけ。文七とゆずは、たったそれだけの関係。それを『友達』などと口にするのはいささか思い上がりかもしれない。

　けれど文七はゆずと言葉を交わす。彼女に笑顔をもらい、自分も笑顔をあげる。屋上でのあのわずかな時間はどうしてか自分の深いところに触れ、気持ちを穏やかにしてくれる。これからゆずに会えると思うと楽しくなってくるし、だからあんなに嫌だと思っていた補習にも今は感謝している。

　文七ははっきりと言える。

「俺の友達を、バカにするな」

　藤ふじ森もり文七は、滝たき本もとゆずに会いたい。



「わかってる」

　文七は屋上の鉄扉のノブを掴つかんだところで立ち止まった。扉の向こうから洩もれてきたのはゆずの声で、それはいつもとは微妙に異なった響きをしていた。

「わかってるけど、怖い。怖いんだよ。……いや、うん。大丈夫。今さら引いたりは、しない。ちゃんと渡す。渡すから」

　文七はドアノブを回した。「ゆずちゃん？」

　屋上にいたゆずが慌てて強こわ張ばった笑みを浮かべた。「こ、こんにちは」

　いつもはコンクリートの床にハンカチを敷いて腰をおろしているゆずだったが、今は立ったままだった。その足元にはぱんぱんに膨らんだ紙袋がある。……何だ？

「何かあったの？　今」

「な、何もないです」

「いや、あったでしょ」

「ないです。なかったです」

　ゆずはぶんぶんと首を振る。明らかに何かあった。文ぶん七しちはふーんとジト目で見つめてから、「じゃあ」と切り出した。

「今日はゆずちゃんのことを話そうぜ」

「……え？」

　ぽかんとするゆずに、文七は続けた。「いつもはユー子ちゃんの話だったけど、今日はゆずちゃんの話を聞いてみたい。考えてみたら俺おれはゆずちゃんのことを何にも知らないんだよな。だからゆずちゃんがどんな女の子なのか教えてよ。ユー子ちゃんのことを語っていたように、ゆずちゃんのことを語ってみせてよ」

　沈黙が降り、生ぬるい風が肌に打ちつけてきた。

　ゆずは茫ぼう然ぜんと立ち尽くし、迷子のように視線を泳がせた。すがるようにスカートの前を握り、「ど、どうしていきなりそんなこと……」

「なんか、ゆずちゃんのことを知りたいなぁと思って。その、相談とかあれば乗るし」

「見たん、ですか？」ゆずはか細い声で訊たずねた。「私が講習に出てたのを、見たんですか？」

「……うん」

　教室の中で孤立していた背中。あれは十分にゆずの現状を表していた。

　それを知られたくなかったから、ゆずは文七に内緒にしていたのかもしれない。

「……だから、何なんですか。同情してるんですか」

「同情なんかじゃない。俺はゆずちゃんの友達だから」

　びくっ、とゆずの肩が震えた。

「ゆずちゃんが苦しかったり辛つらかったりすることがあれば、俺は力になりたい。相談に乗りたい。同情とかじゃなくて、本当に俺――」

「もう、終わりにしましょう」

　……へ？と気の抜けた声が文七の喉のどから漏れた。

　ゆずは文七の胸に紙袋を押し付けた。戸惑いつつもついつい受け取ってしまう。

「え？　何コレ？」

「読んでください」顔は伏せられたまま。「ユー子の日記です」

「ユー子ちゃんの日記？　こんなの何ど処こから」

「ユー子から住所を聞き出して、直接取りに行きました。家族の方は誰だれもユー子のことを覚えていませんでした。日記についても誰の物なのかわからなくて不気味だったから、くださいって言ったらすぐにくれました」

「ちょ……なんで俺に」

「読んでください。ユー子のことを知ってください。それで終わりです」

「終わり……？」

　全然意味がわからない。紙袋の中に視線を落とすと、それはものすごい量のノートの束だった。これを読めって？

「って、ちょっと待って！」隣を行き過ぎてしまうゆずの腕を、文ぶん七しちは咄とつ嗟さに掴つかんだ。「話はまだ終わってない！」

「終わりです。全部、何もかも」

　文七ははっとして手を離した。

　ゆずの頬ほおが濡ぬれていた。

「……もう遅いんです」

　文七を振り切り、ゆずは屋上を出て行った。
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　文七はやたらと重い紙袋を手に、街をぶらついた。ワケのわからない焦燥感のせいで真まっ直すぐ家に帰る気になれなかった。なんでゆずはあんな態度を取ったんだろう。俺おれの言い方が悪かったのか。だから彼女ができないのか俺――と、ぐるぐると考えた。

　文七が電話で呼び出されたのは、そうやってゲームセンターのパンチングマシンにやるせない思いを叩たたきつけていたときだった。



　文七が入り口からおそるおそるとファミレスの中を覗のぞくと、先に座っていた霧きり島しま曜よう子こが手を振った。店員に「知り合いがいるんで」と断って曜子の向かいの席に腰を下ろした。

「突然呼び出してすみません」

　曜子は小さく頭を下げた。曜子は私立百合百合学園の学園生で、忘れられているが文七とは合コンを通して知り合った仲だ。

　今日の彼女はノースリーブの白いワーク風シャツに、花柄を散りばめた暖色のボトム。学園の制服とドレス姿しか見たことがなかったので、なかなか新鮮な光景だった。ちょっと疲れた顔をしているのが気になったが。

「迷惑じゃありませんでしたか？」

「全然。こっちも暇してたし」本当はひとりで悶もん々もんとしていた。それを隠すように軽口を吐く。「でも意外だなぁ。曜子ちゃんが俺にアレだったなんて」

「？　何の話ですか？」

「え？　呼び出しってことはラブなアレでしょ？」

「違います」

「好きだ。愛してる」

「あたしは愛してません」

「曜子ちゃんはゆかりちゃんが大好きだもんね」

　曜よう子こは言葉を切って頬ほおを染めた。おお、かわいいな。

「で、相談ってのは？」

　迷うような振りをしてから、けれど曜子は唇を引き締めて言った。

「あたしが誰だれかを救いたいと思うことは、間違っていると思いますか？」

「え？」

「詳しい話はその人のプライバシーを侵すことなので話せません。ただ、あたし、助けになりたい人がいるんです」勢いがついたのか、曜子は一気にまくし立てた。「その人はある事情に苦しんでいて――」

　文ぶん七しちは黙って聞き役に徹した。

　ひどく抽象的な話だった。具体的に何があったのか文七にはさっぱりわからない――でも漠然とだが何を言わんとしているのかはわかった。曜子には助けたい人がいた。そして助けようとして失敗した。多分こんなところだろう。

　曜子はそのことで傷ついている。そのショックのせいなのか、普段は連絡も取らないような文七に声をかけてきた。それこそ何な故ぜゆかりではなく自分だったのかはわからないけれど、とにかく曜子は助けを求めているのだと文七は思った。

　だから。曜子ちゃんは悪くないよ、とそう言ってあげようと思った。それが慰めになるのなら。それを望むのなら。文七は口を開きかけた。

「それでも彼女を救おうとするあたしは、間違っているんでしょうか？」

　がばっ、と曜子が顔を上げ、言った。

　文七は目を瞬しばたたき……笑った。なんだよ。

　こちらを見つめる曜子の目は、無力なんかじゃなかった。助けを求めてなんかなかった。

　そこにあったのは、揺るぎない光だった。

「そんなの、俺おれに聞くまでもなくわかってるんじゃないの？」

　曜子にはすべてわかっている。その証拠に、彼女も少し笑った。

　救おうとしたけれど、救えなかった。傷つけてしまった。

　そしたらなおさら立ち止まれない。自分に相談するまでもなく曜子はその人を助けなきゃいけないんだ。理屈じゃない――心がそうしろと言っている。

「そこまでわかってんなら、俺に相談することなんて何もないんじゃないかな？」

「いえ」曜子はまた、うつむいてしまった。「背中を、押してほしいんです」

「まだ迷いがあるってこと？」

「はい。自信が……ないんです。あたしにちゃんと救えるのか、失敗しないのか……怖いんです」

　失敗を繰り返す恐怖。傷つける恐怖。これが曜子の文七を呼び出した理由だった。

　――オーケイ、オーケイ。了解だ。

　それがわかれば充分。今ここで文ぶん七しちがやることはひとつ。曜よう子このお望み通り、背中を押してやろう。押しまくってやろう。あの親バ友カを例に挙げて。

「俺おれは時々てっぺーのことを超人のように思うことがある」

　曜子が上うわ目め遣づかいに文七を見やった。

「あいつはゆかりちゃんのためなら――好きな女の子のためならなんでもする。自分が傷つくのもかまわないし命だって懸ける。その過程でたくさんの人の命まで救ってみせた。本当にすげーと思う。神かみ懸がかってるよ、あいつは」

　お前、本当に人間かと全力で突っ込んでやりたくなるような奴。だけど。

「でもやっぱり、あいつは普通の男なんだ」

　これだけは間違いない。目を見張る曜子に、文七はへへと笑った。

「ぐちぐち悩んで、泣き言吐いて、つうか本当に泣いて、逃げ道作ってトンズラこいたりする、ただのヘタレなんだ。特にここ最近なんてひでーよ？　受験勉強に相当参ってて愚ぐ痴ち吐かない日はないぜ。いつも傍そばで見ていた俺が言うんだから間違いない。あいつは、特別な人間なんかじゃない。ちょー凡人」

　曜子はぽかんとした顔で尋ねてきた。

「……テロリストと闘うような人が、凡人なんですか？」うん。「爆弾解体するような人が？」うん。「戦車と追いかけっこしてても？」うん。「婚約式に乗り込むようなことをしても？」うん――。

　あんな奴を神格化なんてしない。直情型で泥臭いやり方しかできないようなあいつは、自分たちとそうは変わらない。だから、

「あいつができることは、全部俺らにもできる」

　文七は確信する。誰だれかのために身体からだを張ること。命を懸けて救うこと――

「だから曜子ちゃんにもできる。俺が保証するよ」

　絶対、自分たちにもできる。

　ぽかんとしていた曜子は、吹っ切れたように笑って頷うなずいた。

「……はい。あたし、やってみます」

　もう曜子の顔には迷いはなかった。あとは全力で人を救うだけ。問題なし。

　文七は肩をすくめた。「迷うのも無理はないと思うけどね。一度は関かかわるなとか言われたんだし」

「はい……でもあたしは受け取っちゃったから」

「受け取った？」

　うん、と曜子は頷いて、言った。



「ＳＯＳを」



　文ぶん七しちの頭の中で、何かが弾はじけた。

　ＳＯＳ。その言葉を皮切りに、脳裏を映像と声が駆け巡る。

　屋上でひとり、見えない少女を友達だと主張すること。

『見えないって、悲しいですよね』

　教室で孤立した背中。

『そこにいるのに、そこに確かに存在しているのに、いないものと思われて無視される』

　取り繕ったような、明るい声。

『――――こんな感じで、滝たき本もとゆず的哲学でした！』

　俺おれは、バカか。文七は額に手を当てた。じわじわと後悔の念が胸に膨れ上がっていく。

　たった数日間。一週間足らずの期間。

　それでも、ヒントはたくさんあった。たくさんのヒントが自分に向けられていて、そして愚かにも見過ごしてきた。全部そうだ。今まで見聞きしてきたもの、全部がそうなんだ。

　全部――ゆずからのＳＯＳなんだ！

　滝本ゆずは、クラスで孤立している。だから屋上で見つけたユー子という少女は、そんな彼女にとっての唯一の友達。救い。それもわかりやすいＳＯＳのひとつ。

　ゆずは助けを求めている。ひょっとしたら本人はそんなこと考えてないと否定するかもしれないけれど、でも今の文七にはわかってしまう。聞こえてしまう。

『寂しいよ』

　そんな声が。そんなＳＯＳが。ゆずの今までの言動の節々から感じられてしまう。

　文七は今、それを受信した。受信したから、考えなくてはいけない。

　……さあ、どうする。自分は彼女に何をしてやれる。

　最高の笑顔で「寂しくないよ」と言わせるには、どうしたらいい？

　　　＊

　曜よう子こと別れてから家に直帰すると、どっと疲れを覚えて布ふ団とんに倒れ伏した。補習したり街中を練り歩いたり女の子に逃げられたりといろいろあって随分と疲れがたまっていたらしい。いつの間にかうとうとと眠りこけ、夕ゆう餉げの香りと共に目覚め、飯を平らげてひと風ふ呂ろ浴びてから――ようやくノートのことを思い出した。

　ゆずが自分にくれた『ユー子の日記』。文七は布団の上に無造作に寝転がりながら、紙袋からノートを一冊取り出した。

「……ん？」

　何のことはない、普通に文房具屋で売っているようなノートだった。表紙の中央には『diary』と心許ない字で記しるされ、その下には日記の書かれたであろう年月が書かれている。その上に『７』と真新しいインクの跡があった。つなげると『７・diary：‥２０××年３月～９月』となる。紙袋をあさり別のも見てみると『９・diary：‥２０××年２月～７月』『４・diary：‥２０××年12月～２０××年５月』などといったように次々と番号別のノートが出てきた。ノートは大学ノートもあればかわいらしいキャラクターモノもあった。

　番号が振ってあるのはノートの順番で、番号が大きくなるに連れて年月は新しくなっていた。初めは汚かった字が徐々に丁寧な字に変化していくのは、筆者の成長の証あかしだろう。

　ゆずの言葉を額面通りに受け取れば、これはユー子の日記。そんなものを自分に読ませて、一体ゆずは何をさせたいのだろう。ゆずの言う「友達」は日記まで見なくちゃいけないのか？

　ホントに読んじゃっていいのかと気が咎とがめたが、こうしていても始まらない。文ぶん七しちは腋わきの下に枕まくらを挟んでうつ伏せになり、ノートを開いた。一冊目は『１・diary：‥２０××年４月～10月』。日記はユー子が小学五年生になった春から始まっていた。



『２０××年４月３日。

　今日から５年生。でもクラスは変わらない。つらい。だから日記を書く。新しいことをはじめたら、なにかいいことがおこる気がした。おくびょうな私も素直にありがとうとかごめんなさいとか言えるようになれたらいいな』

『２０××年５月10日。

　石をけったら玄関のガラスが割れた。先生に「誰だれがやったのっ？」と聞かれた。近くにいた低学年の男子をゆびさした。男子が怒られて泣き出した。いやなきもちになって、私は本当のことをしゃべった。ほほをひっぱたかれた。まるまる一週間、顔だけデブになった。そのせいでクラスのみんなが私からはなれた。やっぱりなにも変えられない』

『２０××年４月７日。

　下ろし立ての制服にそでを通して、今日から中学校が始まる。同じ地区だから知り合いは少ないわけじゃないけれど、知らない顔も多い。いいことが起こりそうな気がする。楽しい予感がする。新しい場所で、私の新しい生活が始まる。今度こそ私は変わりたい』

『２０××年４月17日。

　勇気を出してついに隣の席の坂ばん東どうさんに話しかける。でも全然盛り上がらなかった。坂東さんはつまらなそうな顔をして別の女子のところに行ってしまった。私は小学生のとき上う手まく人と話せなかった経験を、今もまだ引きずっている。声が出ない。はきはき喋しやべれない。相手が何を考えているのかわからない。自分がわからない』

『２０××年５月１日。

　今日、クラスの女子に無視された』

『２０××年７月。

　陸上部でも私はひとりだけど、走ることはまだ楽しかった。走っている間は、何もかも忘れていられた。そのはずなのに、予選会で先輩より速く走ってしまった。全国に行くことになった。同じ短距離の部員にお腹を殴られた』

『２０××年８月。

　本番でわざと転んだ。顧問の山やま田だ先生が舌打ちをした。私はどうすればよかったんですか』

『孤独は辛つらい。最近は走ることも孤独を忘れさせてくれない。教室で孤立。部活で孤立。すぐそばで誰だれかが笑っているといたたまれなくなる。逃げ出してしまいたくなる。いっそのこと死にたくなる。でも死ぬことはなんかひきょうだと思う。親が悲しむと思う。でも死にたい。助けて』

『私が悪いのかな』

『誰か私を見てよ』

『生きてる意味、あるのかな』



　長い。長い日記だった。

「……なん、だ。これ」

　一字一字を追う度に、心が軋きしんだ。

　成長に準じて上達していった筆跡も、途中から歪ゆがんでしまう。中学校の中盤辺りから日付は日を失い月を失い、ただただ苦しみだけが乱暴な文字で綴つづられるようになっていた。日記はやがて良よし悪あしを問わず記憶に残っている出来事と感情の吐露、心に縫い付けられ忘れられないものたちを書き殴った――悲しみの捌はけ口になっていた。

　日記を読む限り、ユー子は随分と不器用な少女だった。伝えたいことも上う手まく伝えられず、会話もしどろもどろで、だから孤独だった。中学に上がっても対人関係に萎い縮しゆくするところは変わらず、やはり彼女は孤立する。陸上では稀まれに見る才能を開花させられたけれど、却かえって部員内の反感を買う。何もかも上手くいかない。

　文ぶん七しちはあるひとつの違和感を抱えていた。重大なミスを犯しているような感覚。このまま読み進めることに躊ちゆう躇ちよを覚えるときもあった。これは本当にユー子の日記なのか。ゆずは一度もこのような暗い出来事を語らなかった。故意に話さなかったのか？　じゃあ今ここでこの日記を自分に読ませることに、何か意味はあるのか？

　――俺おれは、何かをカンチガイしてないか？

　最後のノートは中学卒業まで。すべてのノートを読み終わる頃ころにはとっくに朝は明け、昼前になっていた。

「目がしぱしぱする……」文七は目元をこすり、大きく欠伸をした。「……あれ？」

　最後のノートの最後のページ。そこにセロハンテープで便びん箋せんが貼はり付けられていた。取り外し、睡眠不足で朦もう朧ろうとする頭で便箋の文字を追う。

　そして部屋から飛び出した。

　　　＊

　藤ふじ森もり文ぶん七しち様――

　告白させてください。

　私は先輩を騙だましていました。



　文七は玄関の扉を蹴け破やぶり、庭先に停とめてあったママチャリに飛び乗るようにまたがった。ノートの入った紙袋をカゴの中に放り入れ、えぐるようにペダルを漕こぎ出す。

　後ろから――開けっ放しの玄関から母親の怒鳴り声が追いかけてきたけど、振り切った。



　先輩は、もしかしたら気付いていたかもしれませんね。

　私はクラスで孤立してます。

　イジメとかそういうのじゃありません。昔から私は引っ込み思案で、人付き合いが下へ手たで、だからいつもひとりぼっちでした。先輩とあんなにたくさん話せたのは奇跡に等しいです。きっと先輩が聞き上手なんだと思います。あの屋上での時間は本当に楽しくて、私はまるで生まれ変わったような気分でした。

　でも先輩に会うまで私はずっとひとりで、寂しくて、いっそのこと消えてしまいたい、そう思って生きてきました。

　私がユー子と出会ったのは、そんなときです。



　猛スピードで駆ける自転車は商店街の景色をぐんぐん追い抜いていく。照りつける日差しに焦げるように肌は熱を持ち、たちまち汗が吹き出す。激しい呼気を繰り返して文七はペダルを漕ぎまくる。

　汗が目に入り、右目をつむった。



　先輩はまだ疑っているかもしれないので、はっきり言います。

　ユー子は実在します。

　ちゃんとそこにいて、私に話しかけてきて、私にその手で触れてきて、そして同じことを私もしてあげることができます。それらの点は今までお話しした通りです。

　ただしユー子には明確な形というものがありませんでした。確かにそばに気配を感じるんですけど、それも「いる」と感じるだけ。彼女の声も、性別や年齢の判然としない、聞こえるのだけど非常に不確かな、なんだか矛盾したものでした。



　太ふと股ももの筋肉がつりそうだった。規則性の欠片かけらもない息継ぎに、滝のように流れる汗。前髪から滴したたった雫しずくがジーンズの上に落ちた。そのときようやく自分が私服だったことを思い出したが、今さら引き返すつもりはなかった。

　遠目に、校舎の影を捉とらえた。



　消えてしまいたい。そのことをユー子に話すと、彼女は「くれ」と言いました。

　身体からだ、気持ち、思い出――私という人間を作るすべての情報をユー子にあげたら、私は消えることができると。

　そのためにはもうひとり必要だと言われました。誰だれか別の第三者に、私の情報をユー子の情報として話して聞かせる。その第三者が私の情報をユー子の情報として認識することで、譲渡が完了する。だそうです。

　ユー子は私の情報を得ることで第三者に認識され、存在を許される。そして情報を失った私は認識されなくなって、この世から消える。私が「認識」の話をしたのを覚えてますか？　実はあれ、このことだったんですよ。

　それにしても変なやり方ですよね。幽霊の間でのルールなんでしょうか？

　……もうおわかりですね。

　私は先輩を利用したんです。



　校門は開いていたので自転車でそのまま突っ込んだ。駐輪場へは向かわず真まっ直すぐ玄関までママチャリ爆走。正面玄関の手前で乗り捨て、上靴に履き替えるのももどかしくばたばたと廊下を走り抜けた。

　階段を三段飛ばしで駆け上がる。ここまで来ればもはや疲れたなどと考えている余裕はなかった。たちまちたどり着いた屋上の鉄扉をぶち抜くように開け放った。



　ある日ユー子に言われました。もっともっとたくさんの情報を先輩に与えなければ条件は満たされない。まだ足りないって。

　一晩考えて、悩んで、それで決心しました。私がたどってきた過去を伝えることは辛つらいけれど、それで願いが叶かなうのならばやるしかない。さすがに直接話すことはできませんでしたから、日記という形で先輩にすべて知ってもらうことにしました。

　先輩がこの手紙を読んでいるということは、もう日記を読み終わった後なんだと思います。

　これがあたしのすべてで、あたしの終わりです。



　屋上には、吹き抜ける風に髪を押さえる、ひとりの少女がいた。

　前髪が長めのショートカット。小柄な体格を縮めるように背中を丸め、控えめな視線をこちらに送っている。

「先輩――」

　風に流されてしまいそうな、か細い声。文ぶん七しちはこの声に耳を傾けるのが好きだった。一語たりとも聞き逃さないように寄り添うのが、心地良かった。

　文七は叫んだ。

「君は誰だ!?」

　全力で否定の声をあげた。

　確かに目の前にいる少女は滝たき本もとゆずそのものだった。容姿も雰囲気も何もかもが滝本ゆずで、それ以外の何者でもなかった。

　でも、違うのだ。

　文七にとってこの少女は、滝本ゆずではないのだ。

「君は――」

「滝本、です……」少女は言った。「私の名前は、滝本――」



　先輩との時間、本当に楽しかったです。

　最後にくだらない言葉遊びを。

　私の名前である「ゆず」。

　これ、漢字だと「柚ゆ子ず」って書くんですよ。これを別の読み方で読むと、



「――――柚子ユー子」



　　　７



　ゆずの手紙を読んだ今、文七は確信していた。

　ユー子は『第二世界』の生命体だ。

　そう思う根拠は以前考えた仮説がほぼ当てはまる。そしてゆずの手紙がそれをさらに裏付けた。

　ユー子はゆずの個人情報を得ることで、ゆずに『擬態』しようとしたのだ。その情報の獲得がどうして文七という第三者を介さなければいけなかったのかはわからないが、おおよそ間違ってはいないはずだ。

　ゆずはずっと、ユー子のことでなく自分自身のことを語っていた。

　考えてみればすべて当てはまる。ゆずの話していたユー子の特徴は、そのままゆずの特徴だった。陸上部にしては珍しく色白で、汗もかきにくい体質ということも。小柄な体格も。髪型も。細長くてとてもきれいという自慢の指先も。深い黒色をたたえた瞳ひとみも。唇は薄く赤みがかり、笑うとえくぼができるということも。コミュニケーションが苦手だということも陸上部だったという過去も、走ってばかりいたからあまり成績が良くないことも。

　そしてあの日記も。何もかも全部、ゆず自身のことだった。

　情報の譲渡は果たされた。ユー子はゆずの個性を奪い、『擬態』に成功したのだ。

「なんで」文ぶん七しちはうめくように言った。「なんで、こんなことに……」

「彼女が望んだんです」ゆずの姿をしたユー子が、ゆずと同じ声、同じ口調で言った。「その日記を読んだのなら、先輩は知っているはずです。ゆずはずっと苦しんでいて、この世界から逃げ出したいと思っていた」

「だから君に全部あげて、ゆずちゃんは消えちまったって言うのか？」

「その通りです」

　ゆずの顔をしている、とはいえユー子の浮かべる表情はいささかのっぺらとしているように感じた。表情の作り方にまだ慣れていない、そんな不器用さが窺うかがえた。

「ゆずちゃんはずっと逃げたいと思っていた……けれどそんな彼女の背中を押したのは君なんだろう？　なんでそんなことしたんだ。君が変なことを言い出さなければ、こんなことには――」

　文七は言葉を切った。

　ユー子の頬ほおを、一滴の涙が流れていたから。

「ゆずは何もかも先輩を偽っていたわけではありません。私が寂しいと感じていたこと、それは本当のことでした」

「……」

「始まりはいつだったのか。私にはわかりません……気が付けばここに立っていて、記憶は虚うつろで、自分という型もなかった」

　ユー子は自分が一体どういう存在なのか、それすらも理解できなかった。

「この屋上には時々、人が訪れました。彼らは誰だれも私に気付きませんでした。この声も届きはしなかった。すると私は、自分の中で何かが欠けていくのを知りました。少しずつ、けれど確実に」苦しげに瞼まぶたを閉じる。その拍子にまた一滴、涙が落ちた。「そのときはそれが何なのかわかりませんでした……でもこうして身体からだを得た今ならばわかります。私は」

　噛かみ締めるように、ユー子は口にした。

「心が――痛かった」

　ぽろぽろと涙をこぼし、「だから先輩と話のできる今、私は嬉うれしくてたまらない。これからたくさんの人が私の存在を認めて、言葉を交わし、触れてくれることを想像したら……この胸がはち切れそうなほどの喜びに、眩暈めまいがします」

「だからって」黙っていられなくなり、文七は口を挟んだ。「ゆずちゃんから何かを奪っていい理由にはならない」

「奪ってなどいません」

「奪ったじゃないか。君は苦しんでいるゆずちゃんの隙すきに付け込んだんだよ」

「先輩はゆずのことをどれだけ理解していますか」

　不意打ちに、文ぶん七しちは面食らった。

「ゆずは私と同じだったのです。そこにいるのに、いないものとして見なされる。誰だれにも話しかけられない。相手にされない。空気のような存在。透明人間」

　ユー子はふっと笑う。それが自じ嘲ちようのように見えたのは文七の見間違いか。

「人間って不思議ですね。そこにいるのに、確かに存在してるのに。相手にそれを意識してもらえなかったら、ほとんどいないものとして扱われる。いわば他者の認識にすがらなければ生きていけない、悲しい生き物」

「……それがゆずちゃんの言っていた『認識』か」

　例えば誰の目にも留まらない人間がいたとしたら、その彼は存在しないものとして見なされる。この世にしっかりと存在するものだったとしても、誰にも認識されないのならば不在であると同意。

　逆に言えば目にさえ留まれば――『そこにいる』と意識さえしてもらえれば、その彼は存在しているものとして見なされる。本当はこの世に存在しないものだったとしても、幻覚を本物と誤認するように。

　つまり第三者である文七の脳は――ユー子を誤認してしまった。

　一瞬でも存在を認めてしまった故ゆえに、ユー子はこうして具現化したのだ。

「この不思議な法則は、記憶のなかった私が唯一覚えていたもの」

　文七は思う。それは『第二世界』の生命体としての記憶だと。

《個性を得る》ということを知ってしまった彼らが残した、個を得たいという願望の記憶。

「認識してもらえないということ。私とゆずは、同じ。誰よりも私が彼女を理解できる」

　そして誰よりもゆずが、ユー子を理解してくれた。相互理解の果てにふたりは両者の利害が一致する方法を見出す。その結果が――これ。

　それらはすべて上う手まくいったのだ。ふたりの思惑通りに。

「……もうすぐ講習が始まりますので、これで失礼します。私はゆずのようには失敗しない。私はこの世界で存在を許される。もう透明人間なんかじゃない」

　ユー子は文七の横を通り過ぎ、屋上を去っていた。

　文七は、

「…………」

　うなだれて唇を噛かむだけで、動かなかった。

　――俺おれは、取り返しのつかない失敗をしたのか。

　昨日のあの問答が最後のチャンスだった。あのときゆずの背中を追い、問い詰めていれば少なくとも最悪の事態は免れたのかもしれない。日記を読むことはなく、手遅れにもならなかった。

　――やっぱり無理なのか。

　誰だれかさんみたいにスッキリキッパリ人を救ってやることなど、自分には無理だったのか。

　文ぶん七しちは瞼まぶたを閉じて、考えてみる。心が納得できるか試してみる。

　ゆずは自分で考えて自分で行動を起こした。たとえユー子からの誘惑があったとしても、それを選んだのはゆず自身。そこに文七が割り込んで「救ってやる」など空回りもいいところ。

　好きにやらせればいい。それがゆずにとっての救いになるのならば。彼女を友達と思うのならば、友達の紡いだ決意を黙って見送るべきなのだ。

　何もできない。する必要もない。文七にその権利はない――。

　緩やかに、じわじわと文七は心を追い込んでいく。言い聞かせてみる。

　諦あきらめちまえよ、俺おれ。と。

　……

　……

　……

　文七はやがて瞼を開いた。そして、

「ごめん。無理だわ」苦笑した。「やっべー。考えるまでもないじゃん俺」

　そう口にすると、スッキリした。うん。やっぱり人間は素直に生きなくちゃ。

「諦めるなんて無理」

　諦められるわけがない。何な故ぜなら文七は知っていたから。

　感じていたから。



　この屋上にいる――自分以外のもうひとつの気配を。



《彼女》の存在に最初から気付いてしまっていたから、諦めるなんて問題外。

　文七は屋上の片隅を見つめた。いつもゆずがそうしていたように、目を細めてそこを見つめる。

「俺は君と友達になりたい」

　目の前の空間が、ぶるっと震えたような気がした。

「だから、君を取り戻す」

　――俺はゆずちゃんと一緒にいたい。

　心がそれを望んでいる。

　あの笑顔が消えるなんて考えられない。文七的にあり得ない。

　自分はあの笑顔が好きだから。あの笑顔が始まりだったから。ゆずにもっともっと笑ってほしいから――連れ戻す。ゆずを、この世界に。

　ゆずの事情なんてどうでもいい。ただ自分が一緒にいたい。それだけの話。

　とても利己的で自分勝手な理由だと思う。でもそれでいい。ぐちぐちあれこれ考えるのは自分の性に合わない。そんなのは藤ふじ森もり文ぶん七しちじゃない。

　心が望んでるんだから、どうしようもねえじゃん。

　――さあ、どうする。自分は彼女に何をしてやれる。

　――最高の笑顔で「寂しくないよ」と言わせるには、どうしたらいい？

　考えるまでもない。

　男の中の男、藤森文七がやることはただひとつ。

　ニカッ、と文七は満面の笑みを浮かべた。

「俺おれを相手に選んだことを、後悔させてやる」

　さあ――走ろうじゃないか。



　どたばたと騒がしい足音に、廊下を歩いていたユー子はぎょっとした顔で振り返った。

「――なんで」

　階段から転がるように廊下に飛び出してきた文七。ユー子は慌てて走り出した。

「いい加減にしてください！　ゆずも私も納得して選んだことなのですよっ？」ユー子の背中が叫んだ。「先輩が口を挟む権利はありません！」

「あるんだよッ！　大そうご立派な権利が!!」

　一年生の教室の前を通り過ぎ、階段の踊り場に飛び込んだユー子を追って、文七はさらに加速した。

「俺はゆずちゃんと友達になりたいんだッ！」

　これ以上の理由が何ど処こにある？

　ユー子は階段を駆け下りてゆく。さすがに全国まで行った俊足。帰宅部である文七を余裕で引き放していった。

「――っこの」文七は、「行かせるかァアッ」

　思い切り踏み込み、十三段の階段を一気に踊り場まで飛び越えた。着地の瞬間、両脚に衝撃と痺しびれが走る。が、それをねじ伏せて文七はさらに階段を跳ぶ。

「――――やっ」

　真後ろで着地音を爆発させられ、ユー子は小さな悲鳴をあげた。逃れるように二階の廊下に滑り出し、空き教室に潜り込む。

　文七が教室の入り口までたどり着いたところで、中から椅い子すが飛んできた。文七はむこうずねを強したたかに打ち涙目になるが、気合で我慢。椅子を蹴けり除のけて教室の中に飛び込んだ。

　ユー子は教室の中央に立っていた。

　肩で荒々しく息をし、立ち止まった文ぶん七しちを睨にらみつけながら、

　泣いていた。

「友達って……なんですか」吐き捨てるようにユー子は言った。「適当なことを言わないでください。そんなこと、口でならいくらでも言える」

「ゆずちゃんはまだ、消えちゃいない」

　唐突な文七の言葉に、ユー子は目を見開いた。

「も、もしかして――見えたんですか？」

「見えてはいない。でも、感じた」

　ゆずは完全に消えたわけではなかった。

　以前のユー子のように形を失った状態で、屋上に漂っていた。姿は見えないけれど、その気配をはっきりと感じることができた。完全に消えるのではなく、ふたりはただ立場を入れ替えるだけに終わったのだ。

　ゆずはまだ、屋上にいる。つまり――

「情報の譲渡ができる」

　ゆずを取り戻す方法。それはゆずが文七にしたことを、今度はユー子がやればいいということ。

　ユー子がゆずの情報を語り、文七がそれを聞く。文七という第三者を経てユー子からゆずへと情報が譲られる。一度目が成功したならば、二度目も成功するはずだ。現に言い当てられたユー子の顔は真っ青になっていた。

「俺おれは絶対にゆずちゃんを取り戻すぞ」

　文七は一歩前へ踏み出す。ユー子がびくりと後ずさった。

「どうして、そんなにこだわるんですか」

「ゆずちゃんと一緒にいたいから。ゆずちゃんの笑顔が見たいから。ゆずちゃんと友達になりたいから！」

　滝たき本もとゆずは藤ふじ森もり文七の大切な人だから。

「絶対に取り戻すッ！」

　文七は高らかに宣言した。

「俺は絶対にゆずちゃんを逃がさない。そんな選択はさせない。嫌がったって知るもんか。それが俺のやり方なんだ。そんなやり方しかできない。逃げられねえよ。どこまでも追いかけてやる。どこまでも追いかけて引きずり上げてやる。俺を相手に選んだことを後悔させてやる――感謝させてやる！」

　文七はずんずん進み、ユー子はどんどん壁際に追いやられていった。

「来ないで……来ないでくださいっ」ユー子は肩を抱き、「ひとりは嫌。ひとりになるのはもう嫌なの！　あんな寂しい思いはしたくないの！　ひとりぼっちになりたくない！」

「じゃあ俺おれと友達になろう」

　ユー子は凍りついた。

「俺と友達になってよ。そしたら俺、絶対に君をひとりにさせない。君がどんな姿になろうともいつだって肩を貸してあげる。君が苦しいときは駆けつける。俺が力になる」

「う、そ」

「嘘うそじゃないから、君はここにいるんだろ」

　とうとう文ぶん七しちはユー子の目の前で立ち止まった。ユー子はほとんど壁際に追い詰められ震える肩を抱き締めていた。

「君がこうして姿を得ているのがその証拠なんだ。俺が君を認識したから――君をひとりの女の子として、ひとりの友達として認めたから、君はゆずちゃんの形を手に入れられた」

　とても短い時間だったけど。

　この屋上でのやり取りは、時間は、空気は、確かに三人をつないだ。

《友達》という関係性を作った。

「ゆずちゃんもユー子ちゃんも、俺の大切な友達なんだ」文七はユー子の手を掴つかんだ。「だから俺は俺の友達を不幸になんかさせない」

　ユー子はぼろぼろに泣いていた。

「ほんとうに？」子供のように喉のどを鳴らし、泣きじゃくっていた。「私を、ひとりにしないでくれるの？」

「約束する。破ったらリアルに針千本飲む。……だから」

　ぎゅっと文七はユー子の手を握り締めた。

「こんな間違ったことを、終わらせてくれ。ゆずちゃんを――返してくれ」

　ユー子はくしゃりと顔を歪ゆがめ、大粒の涙をこぼした。嗚お咽えつを漏らし、それでも瞼まぶたは閉じず文七から目をそらさなかった。

「……ゆずは、優しい子なんです」

「うん」

「彼女はこの世界から逃げ出したかった。そのことに嘘はないけれど、同時にそれは私を救うためでもあった。ゆずは私の気持ちを知っていたから……同じだったから、私を助けようとしたんです。誰だれにも見えない私を、見えるようにしてくれた」

「うん」

　言われるまでもなく文七は知っていた。

『もう遅いんです』

　ゆずはああ言っていたけど、実際は手遅れではなかった。日記を文七に渡しさえしなければふたりの入れ替わりは完了しなかったのだ。ゆずはまだ引き返すことができた。でも彼女にとってはすでに手遅れでしかなかった。

　ゆずは知ってしまったから。ユー子の孤独を理解してしまったから。

　それを見ない振りなんか、できなかった。

「だから先輩……ゆずを、あの優しい女の子を救ってあげてください」

「嫌だ」

　え、とユー子は瞳ひとみを見開いた。

　文ぶん七しちはニヒッと意地の悪い笑みを浮かべた。

「俺おれだけじゃない。俺とユー子ちゃんのふたりで、ゆずちゃんを救うんだ」

　とうとうユー子は爆発した。

　子供みたいに、文七の胸で泣きじゃくった。

　　　＊

　屋上に戻ったふたりは、向かい合って腰をおろした。文七は床に、ユー子はハンカチを敷いて。

　ユー子は語り始める。長い長い、あるひとりの少女の話を。

　それは少女の特徴や性格から始まり、そして彼女の歩んできた人生を追う。小さな身体からだで必死に孤独とたたかい、潰つぶれそうになりながらも懸命に耐え続けてきた少女の半生。時には彼女の日記を挟んで語らった。

　語る内に、ユー子は泣いた。涙を流しながら語り続けた。

　私の中のゆずの記憶が、泣いているんです。

　誰だれかに聞いてもらえることが、嬉うれしいって。

　文七はユー子の話に何度も相あい槌づちを打った。

「そいつマジでひどいな。……よし。今から殺しに行こう」

「うーん。でもその点についてはゆずちゃんの方が悪かったと思うな」

「確か日記によるとその辺りに初潮が――がへっ！　今後ろから殴られた！　形はなくなっても羞しゆう恥ち心しんはちゃんとあるんだね、ゆずちゃん!?」

「ゆずちゃんの走り、見てみたいなぁ」

「……うん。本当に、頑張ったね」

　とても小一時間で話せるような内容ではなかった。文七は途中、家に帰り母親に拝み倒して冷蔵庫から食料を調達し、足りない分はコンビニで買い漁って来た。担任の葉は山やまに見つからないように屋上へと舞い戻り、少女の物語を再開する。

　ずっと話し続けた。ユー子が話して、文七が合いの手を打って、ゆずがセクハラ発言をする文七にツッコミを入れて。日が暮れても話し続けた。屋上に見回りが来ないことをいいことに、夜になっても月明かりを頼りに語らった。《三人》で肩を寄せ合って、ずっとずっとずっと喋しやべり通した。文七は二夜連続の徹夜となったが、不思議と眠くならなかった。

　やがて夜が明ける頃ころ、

「……あ」

　ユー子が声をあげた。

　――いや。

　彼女はもう、ユー子ではなくなっていた。

　あっさりと――その《譲渡入れ替わり》は完了した。

「ゆずちゃん？」肩を並べて体育座りしていた文ぶん七しちは、気配の変化をすぐに察する。「ゆずちゃん、なんだろ」

　隣で膝ひざを抱いていた少女は、涙を浮かべて頷うなずいた。

「おかえり。元に戻ったんだね」

「戻って……ないです。ユー子が」

　慌てて屋上を見回して、文七は気付いた。

　自分たち以外の気配を、感じることができなかった。

「ユー子ちゃんは……消えちまった、のか？」

「いいえ」ゆずは首を横に振り、「消えてません」

　胸に手を当てた。

「わかります。ユー子は、私の中にいる……ずっと一緒です」

　そしてゆずは文七に向き直り、言った。

「私、先輩にいろいろと謝ったりお礼を言ったりしなきゃいけないんですけど……その前にまず、お願いがあります。先輩にお願いを聞いてもらえたら、私、きっと踏み出せる。もう何も恐れない。……聞いていただけますか？」

　ん、と文七は先を促した。――ダメだ。笑みが止まらねえ。どうしても頬ほおが緩む。

　ゆずは泣き顔で微笑ほほえんだ。

「私と……お友達になってください」



　　　８



　後日談が、ふたつある。

　まずひとつは、ゆずが陸上部に入ったということ。文七の知り合いに陸上部の人間がいたので「超強力勧誘よろしく。口く説どいたら殺す」と頼んでおいたのだ。実際は彼女の方から入部するつもりだったらしくあっさりとしたものだったが。その積極さがあればきっと、休み明けには部活でもクラスでも打ち解け始めるだろう。きっと上う手まくいく。

　さらに。

　理由はわからないが――ゆずとユー子は《ふたりでひとり》になってしまったらしい。

　その証拠が柚子ユー子という名前だった。周囲の人間はゆずのことを「ゆうこちゃん」と呼ぶようになったのだ。生徒手帳も保険証も何もかも、『滝たき本もと柚ゆ子ず』という氏名欄の振り仮名はすべて『たきもとゆうこ』という文字に変更されていて、この不思議な現象に文ぶん七しちとゆずは素直に笑った。

　今ではゆずも、「ゆうこちゃん」と呼ばれると照れくさそうにはにかみ、振り返るのだ。

「はいッ！」

　　　＊

　もうひとつの後日談。

　それは文七と鉄てつ平ぺいが教室でふたりきりでプリントの問題を解いていたときのこと。

　通常の補習はすでに終わっていたのだが、文七はまるまる二日サボってしまったのでその未消化分のプリントを処理するために残らされていた。鉄平の方はと言えば補習始めにろくにプリントを進めていなかったツケが今さら回ってきていた。一抹の空しさを覚えながら、ふたりは黙々と問題を解いていた。そこへ、

「五十嵐いがらしさん！　協力してください！」

　と何の前触れもなく突然槍やりヶが岳たけが現れた。鉄平は毒づいて席を立ち、追いすがる槍ヶ岳から逃亡を図る。結局ふたりは狭い教室の中をぐるぐると回って追いかけっこを始めた。

　……やってられっか。文七はシャープペンを投げ、ふんぞり返った。

　そこでふと、槍ヶ岳に今回の一件を聞いてもらうのはどうかと思った。結局いろいろと不可解な点が残ったままだった。槍ヶ岳なら疑問に答えてくれるかもしれない。

「あの、槍ヶ岳さん」

「はい何でしょう」

　ぴたりと立ち止まった槍ヶ岳に、文七はかいつまんで話した。実名は伏せて、今回起こったことを簡単に。ちなみにその間鉄平はじりじりと教室の隅で距離を取っていた。

「――で、めでたしめでたしッス」

　どうですか？　と反応を窺うかがうと、何な故ぜか槍ヶ岳がニヤニヤと笑っていた。

「？　なんで笑ってんスか」

「五十嵐さん」槍ヶ岳は鉄平を振り返った。「今のお話のご感想をお聞かせください」

　いつの間にか文七の隣に戻ってきていた鉄平は、ぽりぽりと指先で頬ほおをかきながら言った。「……なあ、文七」

「何さ」

「そいつ、本当に『第二世界』の奴なのか？」

　とんでもないことを言ってきやがった。

「え？　だって姿を消してたのもその能力だろ？　認識とかの話もしたし……」

「じゃあ誰だれにも見えないはずのＵ子は、どうしてＹさんにだけは見えたんだよ？」

「だからそれは『擬態』で……その、調整して」

「確かに『擬態』には自分を透明に見せる技術もありますが、特定個人にだけ見えるようにする、という例は聞いたことがありませんね。ついでに言うと身体からだをすり抜けることなんてできません」

　槍やりヶが岳たけが解説した。

「そもそも『擬態』はあくまで模倣するものであって、情報を奪うものではありません。よってＵ子さんが『擬態』に成功したからといって、それでＹさんの姿が消えることはありません。最後にはひとつになった――そんなこともあり得ません。藤ふじ森もりさんはこれが『第二世界』の生命体の仕業に違いないと決め付けて、いろいろとこじつけているだけです」

「……」

「そもそもそれではメールの件を説明できません」

　あ、と思った。『いるよ』と一言だけ届いたメール。そういえばあれは何だったのだろう。ユー子は否定していたけれど。

「あれを送ったのは私です」

　またしてもとんでもないことを言われた。

「藤森さん、ダマちゃんに会いましたね？」

「あ」

「今私はワケあって彼女と行動を共にしているのですが、その彼女から聞いたのです。あなたが幽霊が何だかと言っていたと。これは美味しいネタになりそうだと思い、我々ＯＴＶスタッフは藤森さんを張らせていただきました。いやー、青春してましたね」

　文ぶん七しちは真っ赤になって顔を背けた。マジかよ。全部見られてたのかよ。

「状況を見て、これは藤森さんが彼女の存在を信じなければ事態は動かない。そう判断し、タイミングを見計らってあのメールを送ったのです。いやー、面白いリアクションでしたよ」

　全部っ、見られて……ッ！

　しかし、あのメールがなければ話は平行線をたどっていたのかもしれないことは確かだ。ああして事態が動いたことが果たして良かったのかどうかはわからないけれど、それはまあ結果論で済ませるしかないだろう。

「……ん？　それじゃあ」文七はようやく気付いた。「つまるところ、ユー子ちゃんはなんだったんですか？」

　槍ヶ岳は即答した。「わかりません」

「わ、わからないって」

「わからないものはわからないのだから仕方ありません」

「……ああ。ひょっとして槍ヶ岳が言いたいのは、こういうことなのか？」横で聞いていた鉄てつ平ぺいが、あっさりと言った。「この件は俺おれらにも、槍やりヶが岳たけにも説明できないようなこと――」

　文ぶん七しちは不意に、自分のセリフを思い出していた。

『何でもアリの幽霊にしかできないよこんな芸当！』



「Ｕ子は、本物の幽霊だった」



    

  
    
      



    

  
    
      


【裏クリスマス上等！】
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　油断していた。

　転々とバイト先を変え、その度に仕事を覚え直しては不思議なほど失敗を繰り返してクビにされてきた。だからこのコンビニでようやくレジ操作も店内業務もパートのおばちゃんとの間合いの計り方もわかってきて、とうとう腰を落ち着ける場所を見つけたとほっとしていた――それが油断を生んでしまったのだと思う。

　カゴを持ってレジに現れた客に「いらっしゃいませー」とやる気のあるとも言えない、さりとてないとも言えない絶妙な声こわ音ねでうつむきがちに挨あい拶さつし、カゴを手元に引き寄せる。中身は大学ノート、三枚入りの食パン、牛乳、ミネラルウォーターのペットボトル、ミニ天てん丼どん……ふん、一分足らずで片付けてみせるわ。心の中で不敵に笑いつつ高速でピッピとバーコードを読み取り、口頭で価格の読み上げをこなす。弁当をスキャンした時点で彼女は顔を上げた。

「お弁当は温めま、」

　すか、という声は異次元にでも放り込まれたみたいにかき消えた。

　彼女の目の前には小銭入れを手にした少女が、同じようにして固まって立っていた。ノースリーブのワンピースという小ざっぱりとした、いかにも小腹が空すいたので近所のコンビニにお買い物に来ましたという格好。後頭部の左右で結われたツインテールは少女のトレードマークと言っても過言ではないだろう。

　少女――古こ都とゆかりはぽかんと口を半開きにしてこちらを見つめていた。

「…………」

　対する店員の彼女は、作業用のジーンズにコンビニ制服のシャツ。日光を余さず吸収しそうな黒い長髪に、黒フレームの上縁眼鏡めがね、口元のホクロ。胸元には『おおめだま』と書かれたネームプレート。どちらかと言えば苦笑に近い、およそ接客には適さないような笑顔のまま凍りついている。

　ふたりはレジを挟んで向かい合っていた。

「……」

「……えと」数秒間の沈黙の後、意を決したゆかりが恐る恐る訊たずねてきた。「大おお目め玉だまさん、ですよね……？」

「おべ、おべん、おべんとっ、あたっ、あたたたためますかっ？」彼女――大目玉は激しく舌を噛かみつつも豪快に質問をスルーしてみせた。「あたた、あいたたたためるわよっ!?」

　明らかに誤ご魔ま化かしているのだが、そのあまりの動揺ぶりに押し切られる形でゆかりは頷うなずいた。「お、お願いします」

「かし、かしこまりまりましたー！」

　ぎくしゃくと強こわ張ばった動きでレンジにミニ天てん丼どんを放り込み、確認もせずに闇やみ雲くもにスイッチを連打した。ぶーんと電子音を発してレンジ内がオレンジ色に染まる。大おお目め玉だまはぎゅるんと一八〇度回転で振り返ってゆかりを慄おののかせ、合計金額を発表した。

「ごーけーで八五八えんになります」

「は、はい……」

　きっと自分は見てはいけないものを見てしまったんだ……という気まずそうな顔でゆかりは小銭入れを開く。会計を早く終わらせたくて急いでいるのか、焦り気味に小銭を取り出そうとする――が結局は一枚一枚ちまちまと小銭を出しているのでよけいに時間がかかった。大目玉は「早くしろ……早くしろ……」とぶつぶつ呟つぶやきながら凝視している。

　ようやっと金額ぴったりの小銭がレジの上に広げられた、その瞬間。

　ぱんっ！

　大目玉の後ろ――レンジの中でミニ天丼が爆発した。押すボタンを間違えたらしく、従来の時間より数十秒長く温められた弁当は内側から破裂しフタを跳ね飛ばしメイン食材である海え老び天をまるで獲とれたてのようにびちびちとぶちまけた。

「…………」

「…………」

　ふたりは再度硬直し、時が止まった。

　どうする。どうしよう。大目玉は必死に考えた末――

「あっ！」

　とゆかりの背後を指差した。ゆかりは「え」と反射的に振り返ってしまう。

　大目玉はレジ台の上に手をつき、全身のバネを使って一気に飛び越えた。その拍子にレジ周りにあったシュークリームの入った小さなカゴを蹴けり飛ばす。着地と同時に前のめり気味に駆け出し、ちょうど入り口の自動ドアから入ってきた客を突き飛ばして店の外に飛び出した。

「まっ、待って――待ってください！」

　古こ都とゆかりの声が追いかけてくるのもかまわず、街中を駆け抜ける。走りながら肩越しに振り返るとゆかりもまた走ってこちらに向かっているところだった。舌打ちしてさらに加速する。また何人か通行人を撥はね飛ばした。

　……時は七月下旬の昼下がり。真夏日の照りつける日差しが肌を焼く。早くも全身は汗まみれになり駆ける足も鈍くなる。

　公営住宅の小さな公園の辺りまで来たところでとうとうゆかりに追いつかれた。大おお目め玉だまは日ひ頃ごろの運動不足を呪のろうが、これは現役女子高生の勝利である。

「っは、はぁ、はぁ……待って、くださいよ……」ゆかりはうつむいて過呼吸を起こしつつも、大目玉のシャツの端を掴つかんで放さなかった。「なんで、ん、逃げるん、ですか」

「うる、さい……うぇ、はな、放しなさいよ……」

　大目玉も逆流する胃液に嘔おう吐としそうになっていた。炎天下に全力で疾走するというのは実に心臓に良くない。

　しばらくして呼吸を落ち着けたゆかりが、訊たずねてきた。

「なんでコンビニでバイトしてるんですか。内界人のあなたが」

「あなたには関係ないわ」

「私にはあるんです」

　大目玉は眉まゆをひそめた。汗でずれた眼鏡めがねを直しながら、「どういう意味よ」

「ずっとお礼が言いたかったんです」

　首を傾かしげる大目玉に、ゆかりが勢い良く頭を下げた。

「ありがとうございました！」

「へっ!?　ちょ――」

　わけがわからず大目玉はおろおろとなった。公園で遊んでいた子供たちがきょとんとした目でふたりの成り行きを見ている。

　ゆかりは頭を下げたまま、

「あの日、大目玉さんが私を叱しかってくれなかったら、私は私のままでいられなかった。信念を曲げていました。だから今改めてお礼を言わせてください。本当に――ありがとうございました！」

『あんたはあんたなのよッ!!』――先月行われた婚約式、東京湾の豪華客船上で大目玉はゆかりに罵声を浴びせた。勢いから飛び出したものとはいえ、紛れもなく大目玉の本心からなる、嘘うそ偽りのない言葉だった。

　大目玉とゆかりは本来的に敵同士の立場にある。ブラックユーモアを信条とし陰険とも言うべき企画でゆかりたちを苦しめて来たＢＴＶ、その専属リポーターである大目玉。しかし彼女はどうしてもこの少女を憎めず、前回も肝心なところで本人の背中を押すようなことを言ってしまった。結果としてそのことに後悔はないが――

「――べ」やっぱり、恥ずかしい。「別に、私は、そんな、何も、その、ね、いや、うん」

　ゆかりは顔を上げ、柔らかく微笑ほほえんだ。

「だから私は大目玉さんにお返しがしたいんです。助けになりたい」

「助けにって……私はそんなの求めてないわよ」

「じゃあなんでコンビニで働いていたんですか」

　大おお目め玉だまは返事に窮きゆうした。

　ゆかりが言うのももっともで、テレビ局のリポーターがコンビニで働くなどおかしな話だし、たとえ働くにせよここは外世界。彼女のいるべき内世界ではない。

「何か困ってるんじゃないですか？」ゆかりはなおも突っ込んでくる。「だとしたら私、助けになりたいです。大目玉さんが私にしてくれたように――私も大目玉さんのために何かしたいです」

「っだ、だから私はあなたのためになんて……」

　ぶつぶつ言いながら、大目玉は頭を抱えたくなった。

　――ホント、この子といると調子狂うのよ。

　真まっ直すぐすぎるくらいに好意を向けてくるから。そういうのには慣れていないから。

　いつもの虚勢が張れなくなる。

「……わかったわよ」大目玉は嘆息し、諦あきらめた。「話、聞かせてあげるわよ」

　ゆかりはぱあっと表情を輝かせた。

「ぜひっ」

　――ホント、調子狂うわ。

　その無む垢くな笑顔が。

「行くわよ」

「？　どちらにですか」

「私のアパートよ」

「大目玉さんの、アパート？　それって――あ、待ってください！」言うが早いか歩き出す大目玉の後を追い、ゆかりは言った。「あの、コンビニの方はいいんですかっ？　痛い！」

　立ち止まった大目玉の背中に、ゆかりは鼻をぶつけた。「いてて。大目玉さん？」

「…………あぁ」

　大目玉はがっくしとうなだれた。

　――またクビだわ。



　　　２



　築三十七年という古アパートの、六畳一間の畳部屋。キッチンは備え付け。

　家具の類たぐいは十四型テレビ、ちゃぶ台、黒電話、小型の冷蔵庫、部屋の隅に押しやられた布ふ団とんの山くらいで、あとは本当に何もない、殺風景な部屋だった。

　そこでゆかりと大目玉を待ち受けていたのは――

「おかえりなさいですダマちゃん！」槍やりヶが岳たけの笑顔だった。「ついさっき電話がありまして『接客中に店をほったらかしにするような方は必要ありません』と伝えてくれとのことです！　あと爆発させたミニ天てん丼どんを弁償しろとのことです！」

　世間は例年通りの記録的猛暑に見舞われ、扇風機ひとつない部屋は蒸むしまくっているというのに、槍やりヶが岳たけは全身黒ずくめという非常に暑苦しい格好をしていた。いつもならばうっすらと赤みを帯びているはずのおかっぱ頭も今は黒みがかり、パンツスーツはダークスーツというよりは喪服に近く、下縁眼鏡めがねは黒フレームと完全な全身保温器である。しかし額に汗ひとつかかず、槍ヶ岳は麦茶の入ったコップを片手に、座ざ布ぶ団とんの上に正座して快適な笑顔を浮かべていた。

　玄関先で大おお目め玉だまがへなへなと膝ひざを突く。

「やっぱり……やっぱりクビなのね……」

　ゆかりは全然状況がわからなかった。「ど、どうして槍ヶ岳さんが……え、というか大目玉さん、ここで暮らしてるんですか？　どうして」

　大目玉はげっそりとした顔を上げ、言った。

「全部説明してあげるから……とりあえず上がりなさい。槍ヶ岳、麦茶まだある？」

「ありますよ。あ、でも最後のパックでしたから後で買い足しておいてください」

「お金、ちゃんと払ってよ」

　何この生活臭。

　お邪魔します、とゆかりは靴を脱いで上がらせてもらう。なんだか懐なつかしい匂においのする部屋だった。大目玉は押入れに上半身を突っ込んでがさごそと服をあさっている。

　とりあえず槍ヶ岳さんの隣に座ればいいのかな、と思いつつもゆかりが所在無く立っていると、なまなまという声が聞こえてきた。

「え？」音源を追って足元を見下ろす。そこには――。「え？」

　ぬいぐるみが立っていた。

　頭ず巾きんをかぶった猫のデフォルメだろうか。膝ひざ丈たけほどの高さのぬいぐるみは、二本の後ろ足でスマートに立ってゆかりを見上げていた。そしてどこか眠そうな顔でなま～と鳴きながら、座布団を前足（？）に抱えてこちらに差し出している。

　外見はぬいぐるみなのに、明らかにぬいぐるみらしからぬ要素たっぷりの存在が足元にいたのだった。

「あ、え……えぇ？」

「小こ目め玉だまさんはえらいですねぇ」近くで成り行きを見ていた槍ヶ岳が、微笑ほほえみながらぬいぐるみを褒めた。「ゆかりさん。小目玉さんが座布団を用意してくれたのですから、受け取らないと」

「あ、はい……」

　小目玉？　この動くぬいぐるみは小目玉って言うの？　ゆかりが戸惑いつつも座布団を受け取ると、ぬいぐるみ――小目玉はぽんぽんとちゃぶ台の前の床を叩たたいて示した。ここに座れということだろうか。ゆかりは恐る恐る受け取ったばかりの座ざ布ぶ団とんを敷いてその上に座った。小こ目め玉だまは満足したようになまーとひと鳴きし、とてとてと移動して大おお目め玉だまの脚に抱きついた。

「もう、小目玉ったら」言葉では叱しつ責せきしているようだったが、大目玉はだらしなく口元を緩めていた。「私は今着替えてるんだから。大人しく待ってなさい」

　なまーと鳴いて、小目玉は行儀良く床に正座した（！）。

「そういえばゆかりさん」小目玉の挙動を声もなく目で追っていたゆかりに、槍やりヶが岳たけが言った。「最近どうですか。五十嵐いがらしさんの方は」

「て、鉄てつ平ぺいくんですか？　相変わらず勉強の毎日ですよ」答えつつもゆかりは小目玉が気になってしまう。「茜あかねさんにいつも怒られてます。夏バテしちゃったのか一日の勉強ペースも落ちているらしくて」

「ふむ。それはいけませんね。ここはひとつ私がカツを入れますか」

「……あの、槍ヶ岳さん」ゆかりはこっそりと槍ヶ岳に訊たずねた。横目で小目玉を指し、「あのぬいぐるみは一体……」

「ぬいぐるみではありません。あれで立派な生き物――内世界で今流は行やっている『なまねこ』というペットです。小目玉さんはダマちゃんのペットなんですよ」

「ぺ、ペット？　生き物なんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「はい。かわいいですよね」

　ゆかりたちの視線に気付いた小こ目め玉だまが、なま？と首を傾けた。

「なまねこ……」

　確かにかわいいことにはかわいいのだが、あらゆる意味で脱力を促されるのは何な故ぜなのだろう。



「倒産……ですか？」

　三人はちゃぶ台を三角形のフォーメーションで囲んでいた。ゆかりはやや足を崩して座り、槍やりヶが岳たけは背筋を伸ばして姿勢を正し、大おお目め玉だまはだらしなく両脚を投げ出してちゃぶ台に頬ほお杖づえをついている。小目玉は彼女の太ふと股ももを枕まくらにして、なま…と寝入っていた。

　大目玉は制服を脱いで黒のＴシャツに着替えていた。自分以外のふたりがほとんど黒ずくめの格好をしているので、ゆかりはなんだか見ているだけで汗をかく。

「そ、潰つぶれちゃったのよね。私の会社」大目玉は投げやりに頷うなずく。「視聴率の低下、無茶苦茶な企画による問題頻出、株価の暴落、株主の撤退――諸もろ々もろの理由で事実上の倒産。退職金もろくに払われずに社員はお払い箱よ」

「お悔やみ申し上げます」

「その倒産のとっかかりになったのはあんたらＯＴＶでしょうが。……まあ私は元々退職するつもりだったから別にいいけど」

　槍ヶ岳の合いの手にも面倒くさそうに応じる大目玉。ゆかりは少しだけ引っかかった。

　――なんか、大目玉さんらしくない。

　だるそうに頬杖をつき、麦茶の入ったコップを無意味にワイングラスのように回している。その目には力がなく、背中は猫背のように丸まり、よれよれのＴシャツは今の大目玉そのものだった。あのギラギラとした目つきと貪どん欲よくさは何ど処こにいってしまったんだろう。

「それじゃあ……大目玉さんは職を失ってしまったということなんですね」

「そ。無職になっちゃったわけよ」

「プーですね」

「その言い方はやめなさい。……んで、もちろんそのままじゃやっていけないから、仕事を探したんだけど」

　大目玉を雇い入れてくれるような会社は、何処にもなかった。

　彼女はＯＴＶの対抗馬であったＢＴＶの社員にして専属リポーター。知名度で言えば人気番組の顔である槍ヶ岳に引けを取らず、故ゆえに彼女がそれまで番組で行っていた悪行もまた人々に知られていた。

「当然の話よね。特に業界関係は絶望的だったから、職種を問わず手を伸ばしてみたけど。それでも何処も雇ってくれなかった」

　早い時期での再就職は無理だと判断し、この悪印象が少しでも薄れるのを待って当面はアルバイトで食いつなごうとしたが、それも駄目だった。接客はもちろんのこと客と直に接触しない事務業や純粋な力仕事ですら、職場の雰囲気が悪くなるという理由で断られた。

「ひどいときは道を歩いているだけで石を投げられたわ。毎晩決まった時間に無言電話がかかってきて、ポストには入りきらないほどのカミソリ手紙。自業自得なのはわかってたけど、さすがにちょっとこたえたわね」

　疲れたように笑う大おお目め玉だま。『科学』が発達しているという世界なのに、なんでまたそのような原始的な嫌がらせなのかゆかりは疑問だった。精神的なダメージは多きそうだが。

　ふと隣を見ると槍やりヶが岳たけがぱこぱこと携帯電話で何やらメールを打っていた。「あ、い……ら、り、る……や、ゆ、よ……」ぶつぶつ呟つぶやいている。内界人が外世界の携帯電話を使用している――本当のところこの人たちの文化レベルはどうなっているのだろう。

　大目玉が続けた。「そんなときに知ったのが『移住』プログラムよ」

「『移住』？」

「ええ。内世界では『こちらの《科学》を外世界に持ち込まない』という条件付きで、外世界への『移住』が認められるプログラムがあるの。書類を申請すれば外世界における戸籍が偽造され、一年間の『移住』試験期間が設けられる。監視員付きのね。その試験期間の生活に合格すれば――外界人として違和のない暮らしができていれば、晴れて外世界に正式に籍を移すことができるの。きたる未来に『移住』が必要になったときの問題点を洗い出すための、政府側の実験的なプログラムなのよこれは」

「非常に怪しいプログラムですがね」メールを打ち終えたらしい槍ヶ岳が、言った。「私には何か別の目的があるとしか思えません」

「またあんたは」大目玉は眉み間けんに皺しわを寄せ、「何があるって言うのさ。このプログラムに」

「そうですね……気になるのは別のプログラム参加者の動きです。実は私の独自の調査では――」

「あ、あのっ」なんだか話が脱線しそうだったのでゆかりは慌てて割り込んだ。「試験に合格しちゃったら、どうなるんですか？　元の世界には戻れるんですか？」

「もちろんそのときは二度と内世界には戻れなくなるけど」

　ゆかりは咄とつ嗟さに言葉を失った。つまりそれは『国を捨てる』ということなのではないだろうか。「じゃあ、大目玉さんは」

「うん。私がここにいるのはそのプログラムに参加したから。今日でちょうど一週間くらいになるのかしら。……なんかいろいろとバイトを転々としてるけど」

「い、いいんですか？　もしも合格しちゃったら……帰れなくなっちゃうんですよ？」

「あっちに私の居場所なんてもうないのよ」大目玉は嘆息し、「何ど処こにも雇ってもらえない。顔も知らない奴らから嫌がらせを受ける。普通に食材を買いに行って販売拒否されるのよ？　私にあの世界でやれることは何もない。なくなっちゃったのよ」

　大おお目め玉だまは肩をすくめた。そのことに悲しいとか辛つらいとかいう感想のない――無気力な仕草だった。諦あきらめてしまった人間の、投げやりな動作。

「……」

　ゆかりはなんだか悲しくなった。それは大目玉の境遇を憐あわれんでということももちろんあっただろうけど、本当はもっと違う。

　――やめてくださいよ。

　あなたがそんなんじゃ、私は嫌なんです。

『あんた――古こ都とゆかりがどうしたいか、それだけなのよッ！』

　そんなあなたの言葉で、私は動いたんじゃないんです。

「……」

　けれどゆかりは言えなかった。実際大目玉が苦しい状況にあったことは確かだし、たかだか十七歳の小娘の言葉で自分よりも大人である彼女の何かを変えられるとも思わない。結局は大目玉自身の問題で、ゆかりが干渉できるようなことではない。

　――でも、なんか、イヤだ。

　そんなゆかりのイライラを知る由もなく、大目玉は力のない声で続けた。

「んでこっちに『移住』して来たはいいんだけどね……こっちでもバイトが長続きしないのよ。何な故ぜかバイト先の同僚にイチャモンつけられるし、盗難疑惑で辞めさせられるし……それに」大目玉は隣で麦茶をすする槍やりヶが岳たけを睨にらみつけた。「この女がバイト中に茶々入れてくるし」

　それでゆかりは、やっとそのことに気付いた。

「そういえば槍ヶ岳さんはどうしてここにいるんですか？　もしかして槍ヶ岳さんまで『移住』するなんて言いませんよね」

「冗談じゃありません。こんなヘンピな世界」

　こんなヘンピな世界で暮らしているゆかりとしてはどう答えればいいのだろう。

　槍ヶ岳はコップにおかわりを注ぎながら、「私はダマちゃんの監視員です」

　え、とゆかりは瞬しばたたく。

「監視って、その、専門の人がするんじゃ……」

「あなたは今まで何を見てきたの。こいつはあの槍ヶ岳なのよ？　この女がその気になればあらゆる手を使ってそれを実現させるの。私がプログラムに参加するって聞いて嫌がらせに来たのよ」

「嫌がらせなんてひどいです。私はダマちゃんが心配で心配で仕方がなかったのですよ。幸いにして現在、私はある事情により謹慎中で時間もあったことですし」

「じゃあせめて、バイト先を冷やかしに来るのだけはやめなさい」

「私はダマちゃんが心配で心配で」

「白々しい」

　……なんだかんだ言ってこのふたりは仲がいいんじゃないのかな。思ったがゆかりは口にしなかった。大おお目め玉だまは声を荒あららげて否定するに違いないから。

　――いや。

　今の大目玉は、きっと怒らない。

　大目玉はペットと同じような眠そうな目をしながら、小こ目め玉だまの頭を撫なでている。小目玉は気持ちよさそうになまーと小さく鳴いた。

　そこにはゆかりが憧あこがれていた大目玉の姿は、なかった。

「とまあ、そういうわけよ。あなたが心配しているような、何かを企たくらんでるとかそういうことは全然ないから安心して」

「……そんなことは考えてません」

　ただあなたのことが心配で来ただけなのに。

「そう？　ふん」大目玉はどうでもよさそうに頷うなずき、「じゃあそれ飲んだら帰りなさい。今後鉢合わせすることがあってもお互い無視しましょう。そうしてくれると私も助かる」

「……はい」ゆかりはいたたまれなくなって、立ち上がった。「もう、帰ります」

　大目玉は答えず、すっかりぬるくなった麦茶を仰いでいる。

　大目玉さんの、バカ。ゆかりは踵かかとを返し挨あい拶さつもそこそこに部屋を飛び出した。

　湿気の層が身体からだを包み、喉のどがからからに渇いていることに今さら気付いた。そういえば出された麦茶にも一回も口をつけなかったな、とぼんやりと思った。

　しかし逃げるようにうつむきがちに歩いていたゆかりは、呼び止められた。いつの間に追いついていたのか槍やりヶが岳たけが麦茶片手に立っていた。

「槍ヶ岳さん……」

「六月の企画以来、ダマちゃんはどうにも冴さえません」麦茶を何な故ぜかストローですすりつつ、槍ヶ岳は言った。「内世界での就職難がさらにこたえたらしく、こちらの世界には逃げて来たようなものです」

「逃げ……」

　その通りだと思った。少なくともあのような大目玉の姿は褒められたものではない。ゆかりには認められない。

　ゆかりの表情から察したのか、槍ヶ岳は頷く。「ゆかりさんと同様、私もまたそんなダマちゃんを認めることはできません。そこで相談です。私にゆかりさんの手を貸していただけないでしょうか？」

「手を貸す……あ。槍ヶ岳さん、もしかして」

　槍ヶ岳はニヤリと笑った。そう、槍ヶ岳は単純に嫌がらせをしに来たのではない。

『逃げ』てしまった大おお目め玉だまを連れ戻すため、彼女の監視員に立候補したのだ。

「ダマちゃんがこちらの世界に定着しないよう、私は様々な手を尽くしてきました。ダマちゃんのバイト先に良からぬ噂うわさを流したり、状況的にダマちゃんだけが疑われるような盗難騒ぎを起こしたり、客として名指しでクレームをつけたり」

「……」

　やっぱり嫌がらせかもしれない。

「しかし彼女も意固地なところは相変わらずで、なかなか帰る気になってくれません。ゆかりさん、ここはひとつ、ふたりで協力しませんか。私はどうしても元のツンツンしたダマちゃんに戻って来てほしいのです。でないとイジメ甲が斐いがないのです」

　考えるまでもない。ゆかりは頷うなずいた。

「『イジメ甲斐がない』というのはちょっとアレですけど、心は槍やりヶが岳たけさんと同じです」

　――今度は私の番なんだ。

　どうしようもなく道に迷ったとき、大目玉がそれを示してくれた。強く鼓舞してくれた。今度は自分がそれを彼女にするのだ。今のあの人は、張り合いがなさすぎてイヤだ。

「やりましょう」

　ふたりは頷き合って――がっしりと手をつないだ。
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「いらっしゃ……ッ」

「ハイ。いらっしゃいましたよ」

　笑顔を強こわ張ばらせて動きを止める大目玉に、ホクホクと槍ヶ岳は手を上げた。

　大目玉はぐったりと両腕を垂らして全身で脱力をアピールした。

「またあんたは……本当に暇人なのね」

「今日は私だけじゃありませんよ」

「？――あ、あなた！」

　槍ヶ岳の背後に隠れていたゆかりは、気まずそうに頭を下げた。

「ちょっと何考えてるの槍ヶ岳!?　未成年なんて連れて来て！」大目玉は慌てたように身を乗り出し、「ここは居酒屋なのよっ？」

　というわけで居酒屋なのである。

　一口に居酒屋といってもいろいろあるが、大目玉が勤めているのは全国チェーンの飲酒店『灯とう篭ろう村』。和風の、昭和を思わせるようなひと昔前の内装に、屋号通り店内のいたるところに灯篭の淡い照明が吊つるされていた。故ゆえに全体的に薄暗い印象があるが、それが却かえってアダルトでムーディな演出に一役買っている。企業のビルが密集する駅前にあるためか利用客は仕事帰りのビジネスマンやＯＬが多く、今もたくさんの人々で賑にぎわっていた。値段も非常にリーズナブルなのでおススメである。

　残念ながらコンビニをクビになった大おお目め玉だまは、しかしもうひとつアルバイトを掛け持ちしており、それがこの『灯とう篭ろう村』だった。制服は黒のシャツとズボンの上下に、その上から前掛けをつけるというもの。

　当然ながら未成年の飲酒は違法である。大目玉が慌てるのも無理はない。しかし槍やりヶが岳たけは平然と胸を張り、

「保護者同伴なので全く問題ありません」

「……あなたが保護者？」

「オーイエス」

「むしろあなたを保護してもらいたいわ」

　ぐちぐち言いつつも大目玉はふたりを座敷の席まで案内してくれた。ふたり分のお絞りを置いて忙しく別の客の応対に行ってしまう。

　槍ヶ岳と向かい合うように席に着いたゆかりは、ちょっと肩を狭めていたたまれない気持ちできょときょとしていた。彼女はこっそり居酒屋の雰囲気に飲まれていた。

　――こ、これが居酒屋なんだぁ……。

　未成年なので違法、とはいえ社交界に馴な染じみあるゆかりはお酒を勧められる機会はいくらでもあった。その度に祖父である源げん之の助すけが目を光らせていたため飲酒にいたることはなかったが、とにかくお酒を飲むという環境に免疫がなかったわけではない。しかしこうした安価で嗜たしなむことのできる居酒屋は初めての体験だった。店内の其そ処こ彼処かしこから漂う煙草の匂におい、要人の集う社交場で耳にするよりももっと遠慮のない笑い声、じっとりと漂う厚みのある空気、熱気――すべてが未知の世界だった。

「さて何を飲みましょうか」

　縮こまるゆかりとは対照的に、槍ヶ岳は慣れた様子でメニューを広げている。ゆかりは身を乗り出してひそひそと話しかけた。「槍ヶ岳さん、どうするんですか」

「そうですねぇ。やはり一杯目は生ビールでかっ飛びますか」

「そうじゃなくて！　今日はお酒を飲みに来たんじゃないんですよ！」

　大目玉を内世界に連れ戻すための槍ヶ岳的計画。

　それにはまず、大目玉を外世界に定住させないこと。

　大目玉がこの世界で平均的な収入を得、それなりに暮らせるようになってしまえばプログラムに合格してしまう。ならば相次ぐ失敗による失格。これならばとりあえずは内世界に強制送還することができる。それが槍ヶ岳の計画だった。

「それはいいんですけど……」どうしてもわからなくて、ゆかりは訊たずねた。「こうして大目玉さんの職場に訪れることに、何か意味はあるんですか？」

「ありますとも」槍やりヶが岳たけは鷹おう揚ように頷うなずく。「ゆかりさんは私の指示通りに動いていてくだされば結構です。大船に乗ったつもりで私に任せてください」

「はぁ……」

　槍ヶ岳に任せて平穏無事でいられたことはなかったのだが。

　結局槍ヶ岳は生ビール、ゆかりはウーロン茶をセレクト。ほどなくして戻って来た大おお目め玉だまは、事務的な口調で注文の品をテーブルの上に並べる。

　それではごゆっくりしてほしくないけれどごゆっくりどうぞー、とそそくさと引き揚げようとする大目玉を、槍ヶ岳が引き止めた。

「何よ。今忙しいんだけど」

「まあまあちょっとそこで見ていてください。ゆかりさん、カンパイしましょう」

「え、あ、はい」

　かんぱーい！と槍ヶ岳は陽気にグラスを重ねてきた。ゆかりも控えめにグラスを当てる。

　と。

「ああっ」

　槍ヶ岳の手にしていたジョッキから中身がこぼれてテーブルに広がった。というか明らかに『こぼした』というこぼれ方だった。ちょっと何してるのよ、と大目玉は片眉まゆを上げる。そんな彼女に向かって、槍ヶ岳はえらそうにのたまった。

「お拭ふき」

　ぴきき、と大目玉のこめかみに血管が浮かぶ。「……何ですって？」

「お拭き。メスブタ」

　大目玉の形ぎよう相そうが歪ゆがんでいく。ついでにその場の空気まで歪んでいく。あわわわわとゆかりは救いを求めて視線をさまよわせた。

　しかし大目玉も今はイチ店員。イチアルバイター。店の奥に引っ込んだかと思うとすぐに布ふ巾きんを持って戻ってきた。テーブルを削り取ろうかという勢いでこぼれた液体を拭ぬぐっていった。「……はい。これで満足でしょ」

「仕事がおせえんだよ。クレーム出すぞ」

　びききき。大目玉の瞳ひとみに殺意が宿る。

「や、槍ヶ岳さん！」

　なんでそんなことを――言いかけるゆかりに、槍ヶ岳は片目を瞑つぶって唇に人差し指を当てた。それではっと気付く。

　――もしかして、槍ヶ岳さんの計画って。

　相次ぐ失敗とは、つまりバイトをクビになりまくること。

　大目玉が少しでも反抗する素振りを見せたら、即クレームをつける。それを何度も繰り返せば大目玉は否が応でもバイトをクビにさせられる。それが槍ヶ岳の狙ねらい。

　――結局嫌がらせなんですか!?

「ゆかりさん」

「は、はひっ。な、なんですか？」

　口には出さず、くい、と槍やりヶが岳たけは顎あごでゆかりのウーロン茶の注がれたグラスをしゃくった。まさか。真っ青になって目配せすると、槍ヶ岳は微笑を浮かべて頷うなずいた。

　おやりなさい。

「……うぅ」

　ままよ。ゆかりはぎゅっと瞼まぶたを閉じて、グラスを傾けた。「ああっ。こぼしちゃった」

　棒読みだったが、それがゆかりの精一杯だった。一生分の勇気を振り絞り、テーブルの上にこぼれた液体を指差して言う。

「ふ、拭ふいてください」

　びぎぎぎぎ。何かが歪ゆがみねじれる音が、ゆかりの耳に届いた。もはや顔を上げることも叶かなわない。目の前で拭ぬぐい去られていくウーロン茶の液体。布ふ巾きんによるものすごい摩擦力でテーブルから何やら焦げ臭い香りまで漂ってきた。ゆかりは必死に悲鳴を噛かみ殺す。

　――だ、誰だれか助けて。

　あまりのプレッシャーに喉のどがカラカラに渇いていた。ゆかりはグラスを手にして一気に中身をあおった――

　瞬間、世界が傾いた。

「え」視界が波のように縦にうねる。世界がぐにゃぐにゃに歪んでいく。「違ちが」

　世界が傾いているのではない。

　自分が傾いているのだ。

「あ」

　平衡感覚を失い、椅い子すの背もたれに手をついた。下腹部から燃え上がるように熱が込み上げ、食道を駆け上り、脳にまで達した。その途端に視界がじわっとにじんでゆかりは目の前を失った。とうとう意識が混こん濁だくし、

「あ――は」

　ワケがわからなくなったから、

「っは、」笑った。「あははははははははははははは」

　全身の筋肉が小刻みに震え、ゆかりは身体からだを揺らしながら乾いた笑みを浮かべた。目の焦点が合わなくなり思考はぶっ飛び、目の前の景色もわからなくなるほどゆかりは。

「あははははははははははははははは」

　酔っ払った。

「ど。どうしたのこの子!?」

「あらあら。どうやらゆかりさん、相当お酒に弱いみたいですね」

「あはははははははは」

「何ですってっ？　だってこれウーロン茶――ぶほっ！焼しよう酎ちゆう入ってるじゃない！」

「いけませんねダマちゃん。未成年にアルコールを振る舞うなんて」

「あはははははははは」

「は、謀はかったわね槍やりヶが岳たけ！」

「はて？　何のことでしょうか。私は確かにウーロン茶を注文したのですが。もしかしてオーダーミスですかね？　しかも未成年にお酒を？　あれまぁ、これは責任問題ですよー。お仕事続けられるか微妙ですよー」

「あはははははははは」

「こ、この女はァ……ッ！」

「おほっ、おほほほほほほほッ!!」

「あはははははははは」

　ゆかりの記憶はここで途切れた。



　翌日目覚めたゆかりに槍ヶ岳が言うには、その後あとゆかりは「あはははは！」「きょくげんまでじぶんをおいつめてッ――それがひとりでいきるということッ」「けっこんしようッ」「あは、あははははは！」と脈絡の完全に欠落した意味不明なことを喚わめき散らした挙あげ句く、やがて事切れたように眠ってしまったらしい。そして大おお目め玉だまはバイトをクビになった。ゆかりは赤くなったり青くなったりした。

「作戦成功です！」槍ヶ岳は飄々と言う。「この調子でどんどんダマちゃんの私生活を妨害いたしましょう！　何も上う手まくいかない、収入も得られないから生活もおぼつかない――徹底的に追い詰められたダマちゃんはプログラムにも失格、晴れて内世界へと帰還するのです。完かん璧ぺきな作戦ですね！」

「鬼です」

「お酒飲んで暴れたゆかりさんに言われたくないですね」

「……首吊つっていいですか？」



　　　４



　槍ヶ岳とゆかりの妨害作戦は続いた。

　大目玉がティッシュ配りのバイトをしている横で、そのティッシュに入っている広告をすべて別の会社のものにすり替えたり。

　スーパーの食品売り場で試食品コーナーのバイトをしている大目玉の周囲をふたりでがっちり取り囲み、ソーセージを片っ端から食い尽くしたり。

　大型古書店で大おお目め玉だまが忙せわしなく棚の整理をする端から、棚から本を取り出しては平積みしていったり。

　実は大目玉がこっそり面接を受けていたメイド喫茶で、彼女の働くエプロンドレス姿を盗撮し写真を街中でばらまいたり。などなど。

　こうして大目玉はことごとくバイトをクビになり、結果ふたりの計画通りに――

　なったの、だが。

「……どうするんですか」

「はてさてどうしましょうか」

　ため息をつくゆかりと、真面目まじめなのかテキトーなのか判然としない声こわ音ねでアイスティーをストローでかき混ぜる槍やりヶが岳たけ。ふたりはファミレスで無為とも言える時間を過ごしていた。

　ボックス席で向かい合い、先ほどから「どうするんですか」「どうしましょうか」という無意味なやり取りを続けている。外は猛暑なのでクーラーがきいている店内は快適なのだが、こうも漫然と時間を消化しているといい加減肌寒く感じてしまう。

　大目玉のバイトを妨害し始めてから一週間が経過しようとしていた。外世界に定住しないようにとの目的で嫌がらせをしてきたが、一応成果は出ていて、大目玉はかわいそうなくらい数々のバイトをクビになった。その度にやつれていく様子にゆかりは胸を痛めたが、これも元の彼女に戻ってもらうためと自分に言い聞かせて槍ヶ岳に協力してきた。

　そしてふたりの努力により。

「どうしましょうかってさっきからそればかりじゃないですか。本当にどうするんですか」

「どうしましょうか」

「……」

　大目玉は、引きこもってしまった。

　相次ぐ失敗に意気消沈し、アパートの部屋に閉じこもってしまったのだ。考えてみれば大目玉は内世界で仕事に失敗し再就職に失敗し故ゆえに外世界へとやって来た――その逃避先ですら失敗が続けば、逆にヤル気をなくしてしまうのも当然だった。ゆかりがドアの外からいくら呼びかけても応答はなく、扉は固く閉ざされたまま。

　槍ヶ岳が言うにはプログラム失格は確定らしいのだが、このままでは内世界に戻ってもそこで引きこもるだけである。

「やりすぎたんですよ。私たち」ゆかりはまた嘆息した。最近どうにもため息が増えている気がする。「もうこんなことは止めましょう。なんとかして大目玉さんに元気になってもらって、とりあえずは外に出てもらわないと。槍ヶ岳さん、何か案はないですか？」

「どうしましょうか」

　さすがにイラッときた。ゆかりは憤然と抗議しようとして――意表を突かれた。

　槍やりヶが岳たけは、笑っていた。

　口元をニヤリと歪ゆがめて、小さく呟つぶやく。「……やっと気付いていただけましたか」

「えっ？」

　別に何か気付いた覚えなんてないんですけど。戸惑うゆかりをよそに、槍ヶ岳は立ち上がる。「行きましょう」

「ど、何ど処こにですか？」

「店を出るのです」

　槍ヶ岳は手早く会計を済ませ（ＯＴＶ名義で領収書を切っていた）、ろくに事情も説明せずにゆかりの背中を押してファミレスを後にした。

「一体、何なんですか」

「このファミレスに霧きり島しま曜よう子こがいます」

　その言葉の意味を飲み込むのに少々の時間を要した。ゆかりは慌てて今出たばかりのファミレスを振り返ろうとしたが、槍ヶ岳がゆかりの手を取り首を横に振った。

「今はダメです」

「ダメ？　ダメってどういう意味ですか」

「今は霧島さんにとってその時期ではない、ということです。彼女はまだ大事なことを決断していない」

「……？」

「霧島さんには最低一回、私の姿を見せる必要がありました。それは彼女の一件に私たちＯＴＶが関かかわっているという可能性を示唆するためです。それに気付けば、あとは霧島さんの腕次第。いやはや、粘って待ち続けた甲か斐いがありましたよ」

　当然ゆかりには何のことやらさっぱりだった。

「近々霧島さんからゆかりさんに連絡が来ると思います」

「……どうしてそんなことが」

「とても大切な話です。霧島さんが悩み抜いて下す、前に進むための決断。しっかりと受け止めてあげてくださいね」

　本当にワケがわからない。

　けれどこのときの槍ヶ岳の微笑に、いつもの揶や揄ゆするような色はなかった。とても柔らかい感触を受けた。何かを見守るような、優しい印象。

「はてさて私たちは私たちの問題を解決するといたしましょう」ゆかりが話の要領を得ない内に、槍ヶ岳はさくさくと話を変えてしまった。「ダマちゃんにスカッと元気を取り戻していただきます」

「え」ゆかりは驚いた。「ちゃんと考えてたんですか？」

「失敬な。当然です」

　そうして槍やりヶが岳たけはいつもの挑発的な笑みを浮かべた。

「ダマちゃんを救うのは、私たちの仕事です」



　　　５



『裏クリスマス特別企画』

《ＣＡＳＴ》

・女子高生…………………古こ都とゆかり

・異世界から来たＯＬ……大おお目め玉だま

・ナレーション……………槍ヶ岳

（監督・演出・シナリオ：‥槍ヶ岳）



　ファミレスでの話し合いから数日後、槍ヶ岳は大目玉を伴ってゆかりのアパートにやって来た。引きこもっていたのを無理矢理連れ出されたらしく、大目玉はげっそりと疲れた顔をしている。彼女の足元ではなまねこの小こ目め玉だまが、ゆかりになまなまと手を挙げた。

「……本当に、これで最後なんでしょうね」大目玉は虚うつろな口調で槍ヶ岳に確認した。「あなたが斡あつ旋せんしたバイトをこなせば、これを最後にあなたは私の前から消える。そういう約束でいいのよね？　だからこそ私はあなたについて来たんだから」

　槍ヶ岳は頷うなずき、「嘘うそはつきませんよ」

　ふたりの会話を傍かたわらで聞いていて、ゆかりはごくりと生なま唾つばを飲み込む。槍ヶ岳が何を企たくらんでいるのかはわからないが、これがラストチャンスであるというのは確からしい。

「で、あなたが用意したバイトって何なの。どうして古都ゆかりの部屋になんか連れて来たのよ」

「これをご覧ください」

「…………何コレ」

　訝いぶかしげに呟つぶやく大目玉に、ゆかりは全力で同感だった。本当に何コレ。

　槍ヶ岳がふたりに渡したのは、紐ひもで綴とじられた台本だった。『裏クリスマス特別企画』と題された冊子をパラパラめくると、簡単にセリフとト書きが記しるされてあった。

　槍ヶ岳はほくほくと宣言した。

「これからドラマを撮ります！」

　大目玉とゆかりは顔を見合わせた。「「ドラマ？」」

「ハイ。その台本にある通り、おふたりにある役を演じていただきます」

「ちょっと待ちなさいよ」当然のごとく大目玉は抗議した。「私はバイトとして雇われたはずよ。なんで演技しないといけないの」

「ドラマの主役のバイトです」

　そんなものは聞いたことがない。

「主役って、役者がふたりしか載ってないじゃない」

「ふたりで十分なのです。及ばずながら私もナレーターとして参加させていただきますが」

「……要するにこれ、ＯＴＶの撮影バイトってこと？」

「違います。ＫＯＴＯ系列の芸能プロダクションを通しての仕事です」

「えっ!?」ゆかりには初耳だった。よくよく見ると表紙の隅にＫＯＴＯの社名が印刷されていた。「いつの間にっ？」

「一太郎に紹介してもらいました」

「あなた……何を企たくらんでいるの？」

　大おお目め玉だまは眉まゆをひそめて問いただした。彼女でなくても怪しく思うのは至極当然のことだ。あの槍やりヶが岳たけがふたりを役者に立てて自ら撮影の指揮を執ろうとしている。絶対に何かあると疑ってしかるべきである。

　槍ヶ岳はニヤニヤ笑いを隠す様子もなく、言った。「何も企んでませんよ。私は純粋にいいドラマを撮りたくて、だからダマちゃんとゆかりさんに協力してほしい。それだけです」

「……」

　考えるまでもなく嘘うそだろう。

　しかしゆかりは黙ってふたりのやり取りを見ていた。最後、と言うからには槍ヶ岳には勝算があるはずだ、多分。策の思い浮かばなかった自分は彼女のシナリオに従うしかない。

　腕を組んで考え込んでいた大目玉は、やがて口を開いた。

「本当に……これが最後なのね？」

「ハイ」

「わかったわ。やりましょう」

　ちなみに、ゆかりには心配事がひとつあった。

　自分に演技なんてできるのか？

　　　＊

　早速ゆかりの部屋にスタッフが乗り込み撮影道具がセットされた。元々本棚やベッドなど大幅なスペースを取るものがあって手狭な部屋だったが、持ち込まれたセットによりさらに窮屈になった。ついでにカメラマンと照明、音声係が加わり明らかに人口過多である。

　槍ヶ岳から言われた一言に、制服に着替えたゆかりは驚きの声をあげた。

「練習なしでいきなり本番なんですかっ？」

「ハイ。大丈夫ですよー。台本片手に演技していただいて結構ですから」

　どんなドラマだ。

「別にいいでしょ」いつもの黒スーツに着替えさせられた大おお目め玉だまは、投げやりに言い放った。「私としてはその方が早く終わってくれて嬉うれしいわ」

　ゆかりはムッとなった。

　――私はこれで終わらせないんだから。

　あなたを、こんなところで終わらせたりしないんだから。

　ゆかりは決意を改め、槍やりヶが岳たけに頷うなずきかけた。「じゃ、もう始めちゃいましょうよ」

　槍ヶ岳はニヤリと笑い、宣言した。

「それではカットワン、アクションです！」

　ドラマは槍ヶ岳のナレーションからスタートした。



　世間は真夏、学校は夏休み。

　にもかかわらず花の女子高生、古こ都とゆかりさんは部屋でひとりため息をついていました。

　一体何があったのでしょう？

「え。あ。私のセリフ……というか実名なんですね……えと、『はぁ……今年もこのままだと彼氏のいないクリスマスを迎えちゃうのかな』」

　そうです。

　ゆかりさんはまだ何ヶ月も先のクリスマスの心配をしていたのです。気が早いにもほどがあります。まったく、昨今の女子高生の性意識はどうなっているのでしょうか。

「っだ、だって台本にそう言えって書いてあるんです！」

　とにかくゆかりさんは今、発情期。「違います！」火ほ照てる身体からだをいかにして沈めようかと「だから！」あれこれと試行錯誤していた――そのときです！

　ゆかりさんの前に――なんということでしょう！　異世界の彼氏斡あつ旋せん企業からひとりのＯＬが派遣されて来たのです！

「展開早いわね。ごほん、あー、あー……『おめでとう。あなたはサンタガールに選ばれたわ』。サンタガールて」

　ＯＬの名前は大目玉。通称ダマちゃん。

「ダマちゃんって言うな！」

　ダマちゃんは「だから言うなっつの！」ゆかりさんに、ある薄幸少年を救ってほしいと交渉を持ちかけます。

「ったく……『成功の暁には、その少年を好きにしていいわ』」

「好きにしていいって……」

　ゆかりさん、ものすごい食いつきっぷりです。

「く、食いついてませんよ！」

　というわけで交渉成立デス。ダマちゃんはあまりの喜びにゲヘゲヘと笑います。



    

  
    
      



    

  
    
      「……」

　ゲヘゲヘと笑います。

「……『ゲヘゲヘ』」

「……大おお目め玉だまさん、もうヤケクソですね」

「『ゲヘゲヘ』」

「真顔で棒読みされると怖いです……」

　と、そのときです！

　ダマちゃんはゲヘゲヘ笑いつつ背後から何やら衣装を取り出したのです！

「『ゲヘゲヘ』」

　なんとそれはサンタクロースの服を女性用に改造した衣装だったのです！　具体的にはズボンをミニスカに変えただけと認識していただいて結構です！　夏でも着られるように通気性に優れております！

「……もしかして私が着るんですか……？」

　サンタガールですから。

「い、嫌ですよ！」

　ダマちゃんは問答無用でゆかりさんの制服を剥はぎ取とります！「え、ちょ、勘弁してくださいよ大目玉さ――いやああああッ」ゲヘゲヘ笑いながら剥ぎ取ります！「『ゲヘゲヘ』」

　とうとう下着姿にまで剥むかれたゆかりさん。おやおや健康的な白い下着です。

「か、解説しないで……っ！」しかし制服はすでに番組スタッフの手に。ゆかりさんが着る物は必然的にサンタガールの衣装だけになりました。「ううぅ……」

　着替えが完了したところで早速目的の薄幸少年の元に出発デス。

「……え。も、もしかして――この格好で外に出るんですか!?」

　ダマちゃんは問答無用でゆかりさんを肩に担かつぎ上げ「いやああああッ」ゲヘゲヘと笑います。「『ゲヘゲヘ』」

　そのままロケ車へ直行です。「いやーッ」

　ゲヘゲヘ笑いながら。「『ゲヘゲヘ』」



　サンタガールの格好にさせられたゆかりは、あまりに暴れるため縛り上げられてロケ車――黒塗りのワゴン――に放り込まれた。最初の内こそ抵抗していた彼女も、やがて体力が尽きてしくしくと泣き始めた。こうなればこのコスプレとしか呼べないような格好が知り合いに見られないことを祈るばかりである。

　ほどなくして目的地に到着したワゴン車から、縄を解かれたゆかりは外に放り出された。鉄てつ平ぺいはいつもこんな苦労をしていたのかとちょっぴり尊敬……している場合ではなかった。

　ゆかりは唖あ然ぜんとなった。

「う、そ……」

　その後ろで大おお目め玉だまも、同様に呆あつ気けに取られていた。

　ふたりの目の前には信じられない光景が広がっていた。あまりの信じられなさに、なまねこの小こ目め玉だまさえ、な、なま…と立ち尽くしていた。

　ゆかりと大目玉が降り立ったのはごくごく平均的な中流家庭の住宅地――その中の、特にこれといった個性を持たない普通の家の玄関先だった。しかしゆかりには見覚えがあった。それもそのはず、六月の事件以来ゆかりはこの家の持ち主である夫婦に気に入られて何度か招待を受けたことがあるのだ。ついでにその息子とは恋人関係にある。

　そう――ここは紛れもない、五十嵐いがらし家である。

　それが、

「も、燃えてる！」ゆかりは愕がく然ぜんと呟つぶやいた。「鉄平くんのお家が燃えてる!!」

　炎上していた。

　あらゆる窓からオレンジと黄色の渦が噴き出してなめるように外壁を焦がし、二階建ての五十嵐家をほとんど包んでしまっている。軒先に立っているゆかりにもその熱は伝わってきて、心なしか前髪がチリチリと焦げ始めているような気がする。無数の火の粉こが舞い、五十嵐家の小さな庭にまで飛び火してこうしている間も火勢は増す一方。照りつける日差しと炎の熱とでゆかりの肌はじっとりと汗ばんでいった。

「大変！　火事です！」ここぞというときに限って槍やりヶが岳たけは機械的に台本を読み上げた。「目的の薄幸少年、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいはあの火の中に！」

　信じられない思いでゆかりは炎上する家を見つめる。この中に鉄平くんが――？

「ゆかりさん、台本台本」

　茫ぼう然ぜんと動けないでいたゆかりに、槍ヶ岳が囁ささやいた。ゆかりはあまりの事態にパニックに陥っており、この非常時にも拘かかわらず言われるがまま台本に視線を落としてしまう。

《ゆかり、通報する。》

　通報。そうだ。消火。消防車。火を消す。消してもらうんだ。ぼけっとしている場合ではない。ゆかりは急いで携帯電話を取り出して非常回線にプッシュした。ワンコールで相手は出た。「も、もしもし!?」

『通報センターです。どうしましたか』

「あ、あの、っか、火事なんです！　燃えてるんです！」

『なんだって!?　行くんじゃない！』

「……は？」

『君は火の中に飛び込むというのか？　危険だ、やめたまえ！』

　この人は何を言っているんだろう――とそこでようやく気付いて、ゆかりは槍ヶ岳を振り返った。槍ヶ岳はニヤニヤと笑っていた。

　――うわぁ……。

　この電話もシナリオの一部、つまり今電話に出ている職員もスタッフのひとりなのだ。というか、「この声……一いつ本ぽん釣づりさんですよね？」

『やめたまえ！』

「ノリノリですね……え？」槍ヶ岳が何やら台本を指差している。見ると自分のセリフがあった。「えっと……め、『目の前に困ってる男の子がいる――そしたらイチ女としては子宮反射で助けるしかないじゃん！』。いや本気で意味わかんないです槍ヶ岳さん！」

『そこまで言われては仕方ない……』

「し、仕方ないんですか!?」

『僕らがそこに行くには少し時間がかかる！　それまではゆかりちゃんに任せた！』

「任せられても困るんですが！」

　しかし電話はすでに切られてしまっていた。

　――ど、どうしよう……。

　どうやらシナリオによると、ゆかりはこの火の中に飛び込み薄幸少年こと五十嵐鉄平を救い出さなければいけないらしい。いろいろと理不尽すぎる。

　さすがの槍ヶ岳も、本当に鉄平が危険だと判断すればみすみす見殺しにはしないだろう、多分。つまりこうしてニヤニヤと傍観しているということは今はまだ大丈夫で、いずれどうしようもなくなれば槍やりヶが岳たけが内世界の『科学』でなんとかするのだろう。ゆかりが自ら危険に飛び込む必要はない。正直なところこの駄シナリオのために命を懸けたくない。

　――でも。

　この火の中に鉄てつ平ぺいがいる。そう考えるとゆかりはそわそわと落ち着かなくなった。本当に鉄平くんは無事なんだろうか？　その問いが脳裏にこびりついて離れない。理性では「槍ヶ岳さんがなんとかしてくれる」とわかっていても、感情の部分ではそれで収まりがつかない。

　槍ヶ岳はなみなみと水が注がれたバケツを抱えてゆかりの決断を待っている。ゆかりは逡しゆん巡じゆんに唇を噛かんだ。

「行く必要なんてないわよ」

　はっとして見やると、そこには大おお目め玉だまの無気力な眼まな差ざしがあった。腕を組んでだらしなく脚を崩し、気けだるそうな顔をしている。

「こんな滅茶苦茶なシナリオに従う必要なんてないでしょう？　こんなの茶番じゃない。どうせあなたがやらなくても槍ヶ岳がやる。だって火を点つけたのはこいつなんだから。そこの女が五十嵐いがらし鉄平を救ってくれるのよ。傷ひとつ負うことなくね。あなただって下へ手たに火傷やけどなんて作りたくないでしょう。放っとけばいいのよ」

　言って、大目玉は肩をすくめた。

「……」

　大目玉の言う通りだった。全くもってその通りで、ぐうの音も出ない。

　至極まともな正論――だから、こそ、

「……違いますよ」だからこそゆかりの腸はらわたはこんなにも煮えくり返る。「何言ってるんですか、大目玉さん」

　今自分にかけてほしい言葉は、してほしいことはそうじゃない。

「あなたの役回りはそんなんじゃありませんよね？」

　ゆかりは大目玉を睨にらみつけた。

「な……何？」大目玉にしてみれば唐突とも言うべきゆかりの反応に、困惑して後ずさった。「私の役回り、って」

　ゆかりは視線を大目玉に縫い付けたまま、横に手を伸ばした。申し合わせたかのようなタイミングで槍ヶ岳はその手にバケツの取っ手を握らせる。

　大目玉が目を見張る前で、ゆかりは躊ちゆう躇ちよすることなくバケツの水を頭からかぶった。

　唖あ然ぜんとする大目玉の頬ほおに、飛沫しぶきが飛ぶ。

　ぐしょ濡ぬれになったゆかりはぶるぶると頭を振った。手の甲で目元だけを拭ぬぐうと、改めて大目玉を見つめた。挑発的な眼光。

「……さあ、言ってくださいよ」前髪から水が滴したたった。「あなたが言うべき言葉を、私にくださいよ！」

　真まっ直すぐに大おお目め玉だまを貫く視線。それから逃れるように、大目玉は思わずうつむいた。そのうつむいた先に落ちていた台本。そこにあったセリフを、彼女は反射的に口走っていた。

「お――『お行きなさい』」

「『上等です』」

　ゆかりは地面を蹴けった。

　燃え盛る炎の壁にもひるまず玄関へとまっしぐらに向かい、扉を開け放つ。新たな出口を見つけた熱波がゆかりの全身に叩たたきつけられた。ゆかりはそこで一度立ち止まるが――一秒足らずで恐怖を飲み込んで突入していった。



「ば、バカなの……？　無む駄だだって言ってるのに。あの子はバカなのっ？」

「バカなのはダマちゃんの方ですよ」

　ばっ、と大目玉は槍やりヶが岳たけを振り返った。感情的になる大目玉に対し、槍ヶ岳はあくまで無表情だった。

「どうして彼女があんなにも怒っていたのか、アナタにわからないはずがないでしょう？」

　――知らないわよ。

　勝手にあの少女がキレたのだ。自分の知ったことではない。大目玉はそう吐き捨てようとしたが、それは何な故ぜか声にならなかった。

「ゆかりさんにとってアナタは理想の女性なのですよ。確かにダマちゃんはたくさんの失敗を繰り返してきたしひどいこともしてきたけれど――それでもアナタがゆかりさんに語ってみせた生き方は、ゆかりさんの中に強く根付き、ひとつの大きな柱となっている。古こ都とゆかりの一部と化し、もはや切っても切り離せないものになっています」

　――いい迷惑よ。

「アナタはいつまで彼女を裏切るつもりですか。いつまで、そうやって古都ゆかりの理想を、憧あこがれを、目標を裏切り続けるのですか。ダマちゃんが下がることを、彼女は許さない。許せない。いつまでも自分の理想でいてもらいたいのです」

　――それこそ知ったことではない。手前勝手に美化されて、重いったらありゃしない。

「ダマちゃんだって気付いてる」

　――何を？　私は何も知らない。

　耳をふさぎたかった。その先を聞きたくなかった。

　けれどそのふさぐ役であるはずの手はぴくりとも動かず。

　槍ヶ岳の言葉が、無防備な鼓膜を射抜いた。



「アナタは古都ゆかりにだけは失望されたくなかった」



　コンビニでゆかりと鉢合わせしたとき、大おお目め玉だまはいっそのこと死んでしまいたかった。

　ゆかりにだけは落ちぶれた姿を見られたくなかった。だから咄とつ嗟さに逃げてしまった。

　――調子狂うのよ。

　大目玉がため息をつく度、ゆかりの瞳ひとみに失望が浮かぶのがわかった。ゆかりががっかりしているのがひしひしと伝わってきた。すると掌てのひらから大切なものが零れ落ち、胸が張り裂けそうになるのがわかる。失うことの恐怖で足がすくんでしまう。

　――調子、狂うんだって。

　ゆかりの中で自分という存在が大きなウエイトを占めていたのと同じように、気が付けば自分の中にもゆかりがいたのだ。

『あんたはあんたなのよッ!!』

　槍やりヶが岳たけ以外に、初めて本音をぶつけ合うことのできた少女。

『また会えますかっ？』

　そして同時に強い信頼を寄せてくれた少女。

　彼女に失望されて――自分はもう、本当にどうでもよくなってしまった。信頼を失う度に気力も失い、何もしたくなくなった。それがまた少女の失望を生んだ。

　忌まわしき悪循環。最も嫌われたくなかった人物に嫌われ、大目玉はどん底に落ちるしかなかった。

　――狂いっぱなしだ……。

　もう取り返しはつかない。

　自分はもう、ゆかりからほんの小さな笑顔すらもらえなくなってしまったのだ――。

　そうやって、大目玉がぎゅっと瞼まぶたをきつく閉じたとき。

　涙がこぼれそうになったそのとき、

「――――ぶへっ!?」いきなり頭から大量の水をぶっかけられた。不意のことだったので口の中にも飛び込んできて激しくむせた。「げほげほっ、な――何するのよ!?」

「これがラストチャンスです」槍ヶ岳は空になったバケツを放り投げ、未いまだ火勢の衰えることのない炎の塊を指差した。「取り返しに行くのです。アナタのプライドを」

　大目玉は目を瞬しばたたいた。

　視界が嘘うそみたいに晴れ渡っていた。よどみ、悪循環に陥っていた思考が嘘みたいにクリアになり、自分が犯した失敗、後悔、それを覆す方法、そのための努力、これから為すべきこと――あらゆるものを一気に理解し把握した。胸が――高鳴った。

　が、まだ逡しゆん巡じゆんがある。

「間に合う、のかしら。手遅れじゃ」

「そこがダマちゃんの腕の見せどころです」

「……」

　それは本当に短い時間。

　ほんの少しの迷い、葛かつ藤とう。

　一歩にも満たない、けれどどうしても踏み出せなかった半歩。

　それを今、踏み越える。

　飛び越える。

　飛び越えてみせる！

「私を――――な」

　大おお目め玉だまはぼそっと呟つぶやいた。

「聞こえません。はっきりと言いなさい」

「私を――――呼ぶな」

「もっと大きな声で」

「私をダマちゃんと馴なれ馴なれしく呼ぶな！」大目玉は顔を上げ、己を鼓舞するように吼ほえた。「私の名前は――大目玉よッ!!」

　槍やりヶが岳たけが、実に嬉うれしそうに口元を歪ゆがめた。

　なま！と小こ目め玉だまが万歳をするように両腕を上げた。

　　　＊

　扉の開け放たれていた玄関に飛び込むと、渦巻く火の粉こが大目玉を出迎えた。

　廊下のほとんどを炎の絨じゆう毯たんが被おおっていた。火柱が激しく脈打ち、壁を伝い天井までなめ尽くさんと禍まが々まがしく蠢うごめく。二階へと上る階段の手前にも炎の壁ができていた。熱された空気に喉のどが干上がり、どっと汗が吹き出す。いたるところで爆はぜて降りかかる火の粉を振り払い、大目玉は奥歯を噛かんだ。

　――これは罰だと思おう。

　再就職しようとしてもあらゆる職場から弾はじかれ、近くで息をしているという理由だけで糾弾された。そうしてこっちの世界へと逃げて来た。こっちの世界でも上う手まくはいかなかった。

　ずっと、他者から否定され続けてきた。

「たかが」ぎりり、と大目玉は歯を食いしばる。「たかがそれだけのことでッ！」

　たかがそれだけのことで自分を疑ってしまった！

　――忘れていたわ。

　誰だれもが否定しても、自分という人間は揺るがない。絶対の自己肯定。

『あんたはあんたなのよッ!!』

　――私は私なのよ。

　大目玉は大目玉であり、そこに一片の揺らぎもありはしない。

　だからこの火あぶりの刑は、自分への罰。自分を見失い醜態をさらした罰。自分で自分の頬ほおを殴るような行為。ここから自分は再スタートを図る。

　だから熱くたって平気だ。痛くたって平気だ。

　失うこと以外なら、今の自分に怖いものなんてない。

　そしてこれから『失う』ことなく『獲得』するのだから――ホラ、自分は無敵なのだ！

「私は誰だれにも負けないッ」

　宣言し、大おお目め玉だまは上着を脱いで階段の手前に叩たたきつけた。ぐっしょりと水分を吸っていたジャケットはその叩きつけられた空間だけ、数秒――火のうねりを打ち消した。大目玉は一歩の踏み込みでジャケットの上に飛び乗り、二歩目で階段に飛び乗る。膝ひざを打ちつけながらも転げ落ちないように手すりにしがみつき、顔を上げた。

　目の前に、炎のトンネルができていた。

　足元の階段は奇跡的に無事だったが、左右の壁、天井が絶望的な炎の膜で被おおい尽くされていた。これを越えるなど不可能に等しい。

　しかし大目玉には可能なのだ。何な故ぜなら、

「無敵だから!!」

　大目玉は頭を両腕でかばいながら階段を駆け上った。火勢は無情に彼女の腕と背中に襲い掛かる。黒のワイシャツの端々に火の粉こが移り、その度に身体からだ中を叩いて消した。そんな努力を嘲あざ笑わらうかのように炎はシャツ越しに肌を炙あぶり、ゼロコンマ数秒遅れて神経が痛みと熱を脳に叩き込む。飛び出しかけた悲鳴を火の粉ごと噛かみ砕き、大目玉は三段飛ばしで一気に二階へと到達した。

　――熱くない痛くない熱くない痛くない！

　ＢＴＶにいたときの資料で五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの部屋の位置は知っている。大目玉は上ってすぐに突き当たった壁に勢い余って肩を衝突させるが、痛みなど気合でねじ伏せて右に身体を捻ひねる。その先に開きっ放しの戸があった。

　――熱くない痛くない熱くない痛くない！

　飛び込んですぐに部屋の状況を把握する――中央のテーブルに突っ伏して、五十嵐鉄平が気を失っていた。その肩を担かついで立ち上がろうとしていたゆかりは、しかし非力さが祟たたって苦戦していた。その周りを炎が取り囲んでいる。

　――熱くない痛くない熱くない痛くない！

　駆ける足は止めぬまま大目玉は吼ほえた。どきなさい。声にならなかった。けれど何かは伝わった。顔を上げたゆかり。見開く瞳ひとみ。無視。火のうねりを飛び越えた大目玉はテーブルの脚を掴つかみ、圧のしかかっていた五十嵐鉄平の身体を振り払いながら窓に叩きつけた。中央の窓枠をへし折りガラスを粉々に砕いてテーブルが一足先に外への脱出に成功。その行方を見届けないうちに五十嵐鉄平の下半身を両腕に抱える。大目玉に乗り移っていた小さな火は鉄てつ平ぺいの身体からだを軽く焦がすが今はどうでもいい。上半身はゆかりが肩に担かつぎ、そのままガラスと十字の枠を失った出口へと突貫。

　大おお目め玉だまが先行する形で、飛んだ。背負い投げの要領で空中で身体を前に倒し、ど根性で鉄平の身体を引っ張り上げ外の空間へと導く。宙に投げ出された大目玉と鉄平は同時に落下。鉄平は落下の際に後頭部が外壁に衝突。無視。その上からゆかりが続く。

　このまま落ちれば中庭の地面に叩たたきつけられる――けれど、大目玉は知っていた。

　中庭一面に救援用のマットが敷かれていることを。その周囲には消火器を装備したスタッフが待機していることを。槍やりヶが岳たけが水道水を汲くんだバケツを構えていることを。全部知っていた。

　台本に、そう書いてあった。



　　　６



　三人の脱出から遅れること三分後。消防署員による消火活動が始められた。幸いなことに近所や隣家に類焼することもなさそうで、今もホースによる活動は続いていた。先ほどまでたくさんいた野次馬たちは完全消火の目め途どが立ってくるとその数も少なくなっていた。

　それを肩を並べてぼうっと見ている大目玉とゆかり。ふたりは脚を投げ出して地べたに座っていた。ゆかりの太ふと股ももで膝ひざ枕まくらされている鉄平は「うぅ……補習中に槍ヶ岳が……いきなり殴られて……家が……俺おれの家が……」と寝苦しそうにうなされていた。

　ゆかりはそっと鉄平の頭を撫なでながら、大目玉に訊たずねた。

「火傷やけど……大丈夫ですか」

「ええ。無敵だから」

「……」

　ゆかりと鉄平は軽症で済んだが（ついでに鉄平の後頭部には大きなたんこぶがある）、炎に直接飛び込んだ大目玉は身体の節々に火傷を負っていた。ワイシャツにはところどころ焦げた穴が空き、その上から濡ぬれタオルを巻いて応急的な処置をしている。なまねこの小こ目め玉だまがなま…なま…と大目玉を見上げて心配そうに鳴いていた。

「我慢しないで病院行った方がいいですよ。小目玉ちゃんも心配してますし」

「……そうね」大丈夫よ、と大目玉は小目玉の頭を撫でた。「でもその前にあなたに言っておきたいことがある」

「え」

「私は内世界に戻って、事業を起こす」

　ぱちくりと瞬まばたくゆかりに、大目玉は一度にまくし立てた。「やっぱり私にはこの世界よりもあっちの世界の方が肌に合うしよくよく考えてみれば何ど処こも雇ってくれないんだったらいっそのこと自分で会社作ってやりたいことやった方が早いし楽しいしそうと決めたら今すぐにでも会社設立についていろいろと調べてみたいし火傷やけどもとっとと治したいしやることもやりたいこともやらなきゃいけないことも山積みだし――」

「……」

　ちょっぴり頬ほおを染めて喋しやべり続ける横顔に、眩まぶしいものでも見るようにゆかりは目を細めた。

　――戻ってきた。

　大おお目め玉だまさんが戻ってきた！

「だから、私は今これから帰るつもり」

「はい」

「だから」

「？　はい」

「……だから、その、あなたには一言、がつんと、その、ね」

　大目玉は目を伏せ、何やらごにょごにょと口ごもった。「…………あり…と…」

「え？」

　それはあまりに小さい声で、加えて今も消火活動が続いているので周囲は騒がしかった。なのでゆかりは大目玉の言葉を聞き逃してしまった。

「今なんて言ったんですか？」

「な、何も言ってないわよ！」

　どうして怒るんだろう。しかもそんなに顔を真っ赤にして。ゆかりは首を捻ひねるばかりである。

「ハイハイ本日はお疲れ様でしたー！」

　火傷だらけ煤すすだらけ消化粉だらけの三人に対し、満面の笑みで近寄ってきた槍やりヶが岳たけはひとりだけキレイなままだった。

「いやぁシンプルながらとてもハードな内容でした。いい画えが撮れましたよ！」

　もはや言い返す力もないらしく、大目玉は深々と嘆息して、「……さっきはＫＯＴＯがなんたらとか言ってたけど、どうせこれもＯＴＶの企画なんでしょ？」

「その通りです！」

　パチン、と槍ヶ岳が指を鳴らすといつもの撮影スタッフが何ど処こからともなく現れてゆかりたちを取り巻いた。

　頭を抱えるゆかりをよそに、槍ヶ岳は背中からラジカセを取り出し再生ボタンを押した。脱力系ミュージックが場違いに響き始める。

「というわけでエンディングなのです！　『エトセトラ特別企画《夏休みだよ！　豪華三本立てスペシャル》』いかがでしたでしょうか？」

「疲れました」

「どうでもいいけど槍やりヶが岳たけ、あんた謹慎中じゃなかったの？」

「ダマちゃん、それは言わない約束です。放送時にピーって入れますよ？」

「勝手に入れなさいよ」

「ピー。それはさておき今回はいつもと違って三本立て、ということでいつもの三倍楽しんでいただけたことと推察いたしますピー！」

「いや、それはないでしょ」

「というか私たち以外にも犠牲になった人がいるってことですよね……」

「一度は社会から脱落した大おお目め玉だま、果たして彼女は無事に社会復帰することができるのか!?　私たち番組スタッフは全力で今後の動向を追っていきたいと思います！」

「追うな」

「そして今回全焼してしまった五十嵐いがらし家！」

「あッ、そうですよ。どうするんですかコレ」

「いやぁ、ゆかりさんの話によると五十嵐さん、最近不調気味とのこと。発はつ破ぱをかけようと思いましてとりあえず家燃やしてみました」

「理由になってませんよ……」

「弁償します」

「当然です」

「ＫＯＴＯが」

「ウチが!?」

「ローンが残っているのに住まいを失ってしまった五十嵐家。果たして両親の反応はいかに？　次回は『五十嵐家、分裂の危機』『五十嵐家、ホームレスの決断』『五十嵐鉄てつ平ぺい、ヒモになる』の三本立てでお送りいたします！　ドンッ、ミスイット！」

「いや、嘘うそでしょ」

「さらには『移住』プログラムの真意。実はこっそり何かが蠢うごめいていたり！」

「だから本当なの、それ？」

「しかしまあそれも今回は別の話です。いつか我々ＯＴＶが総力を上げて特集いたしましょう！　それではそれではリポーターはワタクシ、槍ヶ岳がお送りいたしました！　次回もブラウン管の前でお会いしましょう！」

「……ゆかり。耳貸して」

「え」

「ではではおふたりさん、番組の締めに今のお気持ちを一言でどうぞ！」



　ほ、本当にやるんですか？というゆかりに大目玉が笑いながら頷うなずき、仕方ないなぁと言いつつもまんざらではない笑顔で。

　ふたりはカメラに向き直って。間になまなま言う小こ目め玉だまを挟んで。

　せーので、

「「――――上等!!」」

　中指を立てた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　姉が僕に言いました。

「お前に恋愛が書けるのかよ。はっ（冷笑）」

　……せめて、その、読んでから……。



　どうもこんにちは。

　愛ってなんだ。三み浦うらです。

　本書『エトセトラ上等。』略して『エラ上。』は上等シリーズやったぜ五冊目、短編集となっています。これまで刊行時期も合わせて十二月→二月→三月→六月と読者さんと一緒に推移してきましたが、今回は七、八月の話となっております。

　前作『ブラ上。』のあとがきにあった「ひと区切り」という一言のせいか、なんだか「上等シリーズも完結ですね」みたいなムードがありましたが、なんとか続巻することができました。これもひとえに読者様の支えのおかげです。本当にありがとうございます。今回はいつもとちょっぴり違う上等シリーズ、楽しんでもらえたら光栄です。

　というわけで短編集。

　前作を書いて思ったことは、「遊び足りなかったなぁ」ということです。こう、はっちゃけてねえな俺おれ、みたいな。その遊び足りなかった分が特に『サービス上等！』と『裏クリスマス上等！』に注ぎ込まれています。正直やりすぎたんじゃないかと不安になったりもしますが、時にはこんな話もアリかと思ったりします。……お、思いませんか？



　今回の執筆では原稿が遅れに遅れ、たくさんの方々にご迷惑をおかけしました。口だけの自分にほとほと嫌気が差しますが、自己嫌悪もたいがいにしといてとにかく行動せねばと思います。とりあえず今回お世話になった方々に「ごめんなさい」ではなく「本当にありがとうございました」という言葉を捧ささげたいと思います。こうして無事に八月に出版できたのは皆様のおかげです。本当に、ありがとうございました。

　最後に、読者様へ。

　時々ふと「俺の小説は何ど処こまで行けるんだろう」と思うときがあります。今は底辺の中の最底辺。俺のライトノベルで誰だれかを救うなんて程遠いですが、やれるところまで空回り上等です。こんな俺ですがこれからも誠心誠意頑張りますのでよろしくお願いします。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



平成十八年七月

「かのこん三巻に『クリスマス上等』という文字を発見して復ふく讐しゆうの念に燃える」三浦勇いさ雄お



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。

　　つい最近「上等シリーズ」という名前の食品や調理器具が存在することを知る。中でも印象に残ったのが「上等フライパン」。別にカップルの頭をかち割るのに優れているだとかそういう代物ではないことはわかっているが、それでもちょっぴり心があたたかくなった。



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　読書、音楽、映画鑑賞が心のオアシス。

　　絵を描きながら歌う癖があるが、最近は自粛している。

　　でも歌っている。



　　ホームページ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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